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議事日程 

 

日程第 １ 「会議録署名議員の指名」 

 

日程第 ２ 「会期の決定について 

 

日程第 ３ 「諸般の報告」 

 

町長挨拶 

 

日程第 ４ 「一般質問」 

髙 平 聡 雄 議員 

堀 籠 日出子 議員 

平 渡 髙 志 議員 

中 山 和 広 議員 

上 田 早 夫 議員 

伊 藤  勝  議員 

堀 籠 英 雄 議員 

馬 場 久 雄 議員 

 

本日の会議に付した事件〔日程と同じ〕 

 

午前９時５８分  開 会 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 皆さん、おはようございます。 

 開会、少し早いんですが、皆さんおそろいですのでただいまから開会し

たいと思いますが、開会前に教育長から報告事項がありますので報告させ

ていただきます。教育長堀籠美子さん。 

 

教 育 長         （堀籠美子君） 

 皆さん、おはようございます。 
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 本日、小野小学校において、学校医の指示のもと、インフルエンザ様疾

患による措置を講じましたのでお知らせいたします。 

 まず、対象の学年ですが、第３学年の１組で31名中８名がインフルエン

ザでございます。これは簡易検査でＡ型でございます。 

 それから、措置といたしましては、きょう２時間目終了後、授業を打ち

切ります。それから、あしたから11日の金曜日まで学級閉鎖といたしまし

たのでお知らせをいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ただいまから平成21年第６回大和町定例議会を開会します。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

日程第１「会議録署名議員の指名」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第 120条の規定によって、７番秋山富雄君

及び８番堀籠日出子さんを指名します。 

 

日程第２「会期の決定について」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第２、会期の決定についてを議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月18日までの12日間にしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

    「異議なし」と呼ぶ者あり 

  異議なしと認めます。よって、会期は、本日から９月18日までの12日間

に決定しました。 
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日程第３「諸般の報告」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 町長より報告事項がありますので、報告をしていただきます。町長浅野 元

君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 おはようございます。 

 諸般の報告でございますが、皆さんに配付している資料にある内容でご

ざいます。 

詳しくは担当課長よりご説明申し上げますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長（渋谷久一君） 

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、諸般の報告の内容でございます。お手元の資料、１ページか

らでございます。水道事業に関係する繰り越しの報告でございます。 

 平成20年度大和町水道事業会計予算の繰り越し報告についてでございま

す。 

 地方公営企業法第26条第３項の規定により、繰越計算書を次のとおり報

告するものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 諸般の報告でございます。よろしいですか……。では、済みません、引

き続き２ページの方でございます。繰越計算書の表でございます。 

 地方公営企業法第26条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

る建設改良費の内訳でございます。 

 １款資本的支出１項建設改良費に係る２件の繰り越しでございます。 
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 １件目が、大和町のリサーチパーク配水管布設工事でございます。 

 これにつきましては、リサーチパークに関連する道路にあわせての配水

管の布設工事でございますが、団地開発関連工事等のおくれ等もございま

して下水道工事の工期を延長するものでございます。 

 繰越額は、予算計上額と同額の 1,627万 5,000円でございます。 

 延長による工期につきましては、最終的に本年12月15日といたしており

ます。 

  ２件目が、町道山ノ神禅興寺線の配水管の布設工事でございます。 

 これは町の道路改良工事にあわせた工事でございますが、道路改良工事

の工期延長に伴いまして工期を延長したものでございます。 

 繰越額は、予算計上額と同額の 674万 1,000円でございます。 

  延長による工期につきましては、本年７月30日ということで完了いたしてお

ります。 

 繰越合計額は、予算計上額と同額の 2,301万 6,000円でございます。 

  以上、地方公営企業法に基づく決算にあわせての繰り越し報告でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 これで町長の報告を終わります。 

 議長としての報告事項は、議員のお手元に配付のとおりです。ご了承く

ださい。 

 町長より招集のあいさつがあります。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 皆さん、おはようございます。 

 第６回の大和町議会定例会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げ

たいと思います。 

 本日ここに平成21年第６回大和町議会定例会が開会され、平成20年度各

種会計決算を初め提出議案をご審議いただくに当たり、その概要をご説明

申し上げますので、議員皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 

 初めに、新庁舎建設事業についてでありますが、本年２月に契約締結
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後、工事準備を経て、４月10日、現地におきまして議員皆様のご出席もい

ただいた中で安全祈願祭が行われました。 

 その後、建設工事の本格着工となり、８月末現在の進捗率は32％の状況

で計画に対し１週間のおくれとなっておりますが、現在は、１階スラブ配

筋、土間コンクリート打設が終了し、９月から本体２階の鉄骨及び車庫棟

の鉄骨の搬入・建て込み工事に入る予定であり、全体工事工程の中で計画

進捗へ修正予定であります。 

 また、関連します設備・備品選定、購入発注や移転に向けた物品、書類

整理を並行して進めており、移転ボリューム把握とともに移転引っ越し業

務の提案、審査により移転引っ越し業務の具体準備作業に移ることにして

おりますので、今後ともご意見、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 なお、議場等備品購入に関しましては、今議会に契約案件といたしまし

て追加提案を予定しているところでございます。 

 次に、企業進出関係についてでありますが、パナソニックＥＶエナジー

株式会社につきましては、６月議会中に企業立地推進調査特別委員会にお

きまして建設状況の現地視察をいただきましたが、現在は予定どおり機械

設備設置を行い、現在、静岡県湖西市で研修中の職員及び管理・指導者を

随時宮城工場への異動を進め、仮操業によります稼働をスタートし、年末

までは研修中の 190名全員の配属を終了する予定と伺っております。 

  また、リサーチパークへ進出予定でありますソマール株式会社につきま

しては、一部の取引先などで初夏から生産が戻り出し、底打ちの兆しも見

えつつあるとの判断から、 100％出資子会社のソマテック株式会社により

当初計画どおり工場２棟、物流棟、研究センターを来年６月着工、平成23

年５月操業開始を目指すと報道がございました。 

 スズデン株式会社につきましても、来年春の工事着工見通しであると報

道されたところであります。 

 今後は、リサーチパークの主体企業であります東京エレクトロン株式会

社の着工が待たれるところであります。 

 次に、８月１日、２日の２日間開催されました第15回まほろば夏まつり

についてでありますが、開催前の天候不順から予定どおりの進行について

心配もあったところでございますが、幸いにも２日間とも大きな天候の崩

れはなく、スケジュールに沿った運営ができ、初日の夢花火には最大の人
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出を記録し、２日間で４万人の方々に楽しんでいただけたと推定いたして

おります。 

 天候状況を含め、祭りが盛会のうちに終了できましたことは、町民の

方々を初めとする多くのボランティアの皆様や関係者の支えがあったもの

で、改めて感謝申し上げるものでございます。 

 次に、新型インフルエンザ対策についてでございますが、８月以降、患

者発生状況が増加に転じるなど、これから秋にかけて流行の兆しがあると

注意喚起がなされている状況にあります。 

 本町におきましても、夏休み終了後、２～３件ではありますが児童生徒

が風邪症状により医療機関を受診しましたが、受診後、学校医との相談に

より出席停止等の措置をとり、現在は回復しております。 

 なお、町では各学校に消毒薬を追加配布し、手洗い、うがいの徹底につ

いて保護者の方々にも協力をお願いし、保育所、児童館につきましても同

様の措置を行い、感染予防体制をとっているところでございます。 

 次に、本年４月に小学６年生と中学３年生を対象に実施されました全国

学力・学習状況調査（国語Ａ・Ｂ、数学、小学校においては算数、Ａ・

Ｂ）についてであります。 

 このたび、その結果が文部科学省より公表されましたが、大和町の児童

生徒の平均正答率は、中学校の国語Ｂを除き、全国、宮城県の平均を下回

った結果となりました。中学校については改善されつつありますが、小学

生は低迷の傾向にありますので、試験結果を重く受けとめ、今後、教育委

員会による分析、対策検討を行うとともに、本年より宮城県教育委員会の

指定を受け、取り組んでおります学力向上パワーアップ事業や児童学習支

援員及び学校図書支援員の活用を図り、学力向上に努めたいと考えており

ます。 

 なお、今年度から大和町全体としての平均正答率を公表することにして

おり、今会期中に教育委員会からご説明予定としております。 

 それでは、本日提出しております議案につきまして、その概要をご説明

申し上げます。 

 初めに、平成20年度の各種会計決算でありますが、当初は改訂版の第３

次総合計画を基本とし、さらに東京エレクトロン株式会社進出決定による

リサーチパーク造成工事にあわせた基盤環境整備を加えた第17次実施計画
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を主要施策として予算編成・運営を行ったところでございます。 

 しかしながら、年度後半の世界同時不況発生によりまして緊急経済対策

が打ち出され、呼応して補正予算によります事業実施を予定しましたが、

年度末までの時間がなく、明許繰り越し措置を行ったものもありますが、

これら補正措置を除いては、おおむね予定いたしました施策、事業を実施

することができたと判断しておるところでございます。 

 平成20年度の大和町財政は、一般会計のほか12の特別会計及び水道事業

会計による運営でありましたが、すべての会計におきまして黒字決算とな

ったところでございます。 

 水道事業会計を除く各種会計最終予算は、当初予算 131億 4,105万円に

年度中の補正額12億 2,735万円と平成19年度からの繰越額２億 638万円を

加え、平成21年度への繰越額９億 8,237万円を減じた 135億 8,677万円が

決算対象となりました。 

  これに対します歳入決算額は 140億 8,237万円となり、対予算では 103.

6％で対前年度では24億 3,055万円減の85.3％となりました。 

  歳出決算額は 134億 8，103万円となり、対予算では99.2％で、対前年度

では26億 2,603万円減の83.7％となり、歳入歳出差引総額は６億 134万円

で、翌年度へ繰り越すべき財源１億 7,531万円を差し引いた実質収支でも

４億 2,603万円の黒字決算となりました。 

  決算状況の主要指標を見ますと、財政構造の弾力性を測定する最も一般

的な指標でございます経常収支比率は86.8％で前年度に比べ 2.5ポイント

の減となり、財政力指数は 0.640で前年度から 0.006ポイント上昇いたし

ました。 

  また、財政健全化法に定めます各指数につきましては、黒字決算から赤

字比率には該当せず、実質公債費比率は13.3％で 1.9ポイントの減、将来

負担比率は31.6％で11.3ポイントの増となりました。 

  将来負担比率に関しましては、黒川地域行政事務組合の負担数値把握内

容の変更によるもので、実質上の増加ではなかった点を含め、おおむね健

全化への指向となっておりますが、財政の健全化は継続した実施によりそ

の効果があらわれるものでありますので、今後とも事業の優先性や効率、

効果的な財政運営を行ってまいる所存でございます。 

 普通会計におけます主な状況を見ますと、歳入における町税は、年度後
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半におけます経済不況影響は次年度以降に顕在化する部分が大きく、法人

の予定納税に対する還付金措置を含んで36億 9,025万円とほぼ前年度の規

模となりました。 

  次いで、地方交付税は 0.3％増の19億 3,815万円、地方債が５億 7,129

万円で、町税を含み収入に占める割合は70.5％となりました。また、国庫

支出金は 9.9％減の５億 9,506万円となりました。 

  歳出を目的別構成比で概観しますと、総務費、消防費及び公債費を除い

てほとんどの費目で減額となっております。 

 議会費は、議員数の減によるもの、衛生費は黒川病院事業の赤字補てん

が終了したことによるもの、農林水産業費は弁天ため池周辺環境整備が終

了したことによるもの、商工費は企業立地奨励金等の減によるもの、土木

費は交付金対象事業の減によるもの、教育費は大和中学校増築工事終了に

よるものが要因となっております。 

 一方、総務費は新庁舎建設工事のスタートにより増となったもので、消

防費は緊急安心実現総合対策交付金事業により小型消防ポンプ自動車購入

によるものでございます。 

 これを性質別に見ますと、義務的経費が37.7％、物件費、維持補修費及

び補助費等が33.2％、投資的経費とその他行政経費が29.1％となり、昨年

度はおのおの３分の１ほどの構成比でありましたが、その構成比が少し変

化しております。 

 人件費は14億 5,466万円、対前年度費は93.8％で、議員、特別職、職員

数の減によるものでございます。 

  扶助費は４億 9,724万円、対前年度比は104.4 ％で制度対象者等の増加

によるものと判断しております。 

  公債費は11億 3,972万円、対前年度比は102.3 ％となっておりますが、

償還額には１億円の満期一括償還が含まれており、この部分を除くと対前

年度比は93.4％となるものであります。 

 次に、投資的経費は11億 4,374万円、対前年度費86.9％となっておりま

すが、前年度に大和中学校増築工事があったこと、及び新庁舎建設工事に

ついては発注時期の関係から一部を繰り越し措置したことによるものであ

ります。 

  その他経費の物件費、補助費等、貸付金及び繰出金につきましては、そ
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れぞれ減額となっており、積立金につきましては財政調整基金からの取り

崩しを取りやめたほかに、後年度への備えとして積み立てしたことによる

増となったものであります。この結果、その他経費全体では前年度に比し

て３億 8,893万円の減額となっております。 

  以上が普通会計決算の概要でありますが、このほか、国民健康保険事業

勘定特別会計、介護保険事業勘定特別会計、財産区特別３会計、老人保健

特別会計、後期高齢者医療特別会計、下水道事業等特別３会計及び水道事

業関係につきましても、黒字決算となっております。 

 続きまして、条例案件等についてでありますが、議案第66号は、雇用保

険法等の一部改正に伴い、地方公務員災害補償法と船員保険法の関連部分

について所要の改正を行うもの、議案第67号は、健康保険法施行令の改正

に伴いまして、出産育児一時金の支給額引き上げを行うもの、議案第68号

は、町営住宅家賃の納入及び住宅明け渡しを求める訴えを提起するもので

あります。 

 次に、議案第69号から議案第77号までの補正予算についてご説明を申し上

げます。 

 一般会計につきましては、補正予算額４億 3,076万 6,000円を追加し、

一般会計の総額を93億 1,670万 5,000円とするものであります。 

  歳出の主なものについて申し上げますと、総務費は、企業によります高

速情報通信網の整備見通しが立たない、吉田地区及び宮床地区の一部につ

いて各住宅最寄り道路までの光ケーブル線整備費用について国補正補助事

業により計上しております。 

  また、民間保育所設置を予定しております旧農協跡地建物解体費並びに

税滞納差し押さえ動産のインターネット公売費用を計上しております。 

  民生費は、21年度版の子育て応援特別手当給付金と児童遊園４カ所の遊

具整備費並びに派遣保育士費用の追加を計上しております。 

 衛生費は、女性特有がん検診費、庁舎移転の書類整理に伴いますリサイ

クル処理委託料等を計上しております。 

 農林水産業費は、森林整備活動交付金の増額分を計上しており、土木費

は、降雪期を前に除雪経費を計上するとともに、国補正によります舗装補

修事業費及び単独町道整備、維持補修経費を計上しております。さらに、

杜の丘地区の公益用地について、地域での利用を可能とするための整備経
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費を地域の皆様との協議によって計上しております。 

 また、大和町バス交通環境の定時性、利便性の向上を目指し、吉岡南第

２土地区画整理地内、新庁舎敷地南側……。北側です、済みません。「南

側」とありますが「北側」でございます。ご訂正をお願いします。 0.7ヘ

クタールの活用策といたしまして高速バス、定期バス、町民バスが共通し

て利用できるバスターミナルの整備案を策定するための費用を計上してお

ります。 

  これは、さきにサテライト大和駐車場を活用しての高速バス利用により

ます定時制、仙台への時間短縮を生活対策臨時交付金事業として計画いた

しましたが、サテライト大和におきまして南側敷地をコンビニへ貸借する

ことになり、専用出入りの通路の確保が困難となったものであります。こ

のため、同様の効果に加え、仙台市への定期バスや町民バスの活用、さら

には北部工業団地等へのパークアンドバスライドも含め、町全体の交通環

境改善を目指した施策推進を図ろうとするもので、今後、地域活力基盤創

造交付金によります事業取り組みを目指すものであります。 

  消防費は、旧農協跡地にありました消防ポンプ格納庫の移転整備経費を

計上いたしております。 

  教育費は、小中学校のデジタル放送受信のため、テレビ購入等経費、指

導用パソコン等整備費と理科教育設備整備費用を計上するとともに、旧農

協跡地活用に関して文化財調査や収蔵品等の移転経費を計上しておりま

す。 

  また、今回の補正におきましては、昨年に引き続き、職員共済費負担率

増への対応を含めまして、事異動に伴います人件費調整を12月から早めて

計上しておりますことから、人件費措置をしております会計の補正もお願

いいたしているところであります。 

  以上が歳出の主なものでありますが、これらの経費に充てます財源とい

たしましては、国庫支出金が国補正事業補助金、公共投資臨時交付金、経

済危機対策臨時交付金を含めまして３億 1,352万 4,000円、地方交付税は

普通交付税の確定により 7,393万4,000円、県支出金 1,129万 2,000円、地

方特例交付金 824万 7,000円、繰越金1,567万 5,000円ほかをもって措置す

るものでございます。 

  また、国民健康保険事業勘定特別会計は、高額療養費、出産育児一時
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金、後期高齢者支援金、老人保健医療費拠出金、介護納付金ほかについて

見込額及び確定額により計上しております。 

  介護保険事業勘定特別会計は、地域福祉施設のスプリンクラー整備費用

並びに前年度国・県負担金の精算償還経費ほかを計上しております。 

  下水道事業特別会計は、流域下水道建設負担金ほかを計上しておりま

す。 

  老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、農業集落排水事業特別会

計及び戸別合併処理浄化槽特別会計につきましては、人件費調整及び償還

金、納付金の調整を計上しております。 

 水道事業会計につきましては、人件費調整と施設設備の修繕経費を計上

しております。 

 なお、今会期中に契約案件、人事案件ほかを追加させていただく予定に

しておりますので、あらかじめご了承をお願い申し上げます。 

 以上が今回提出いたしております議案の概要でございますが、何とぞ慎

重にご審議をいただきまして、ご可決賜りますようお願い申し上げまして

ごあいさつとさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

 

日程第４「一般質問」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第４、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。６番髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 おはようございます。 

 それでは、９月定例会一般質問、始めさせていただきます。 

 私の方では３件提出をいたしておりますので、順次お伺いしますので、

ご答弁をお願い申し上げます。 

 まず第１点でございます。国直轄事業負担金と県事業の市町村負担金に

ついて。 
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 まず、一つ目として、この直轄事業負担金への対応についてということで伺

います。 

 国で今、地方分権が大きくテーマとして取り上げられ、そのきっかけの

一つとなったものが、国営直轄事業負担金についての全国知事会での話題

があったかと思います。国に対し、一部支払い拒否することを決めたと報

道されておるのはご承知のところかと思います。 

 本町においても同じように県事業負担金が存在するはずでありますが、

これまではクローズアップされた経過は余りなかったというふうに考えて

おるところであります。その詳細は宮城県から明細が示されているか、そ

して、その総額は現在幾らなのか、お聞かせをいただきたいと思います。 

 また、納得のいかない負担金については支払いを拒否するということも

含めて見直しを検討する必要があると考えますが、いかがでしょうか。 

 二つ目としては、県事業負担金の内容についてでありますが、県事業費

の市町村負担金における県との意見交換、どのようになされてきたのか。 

 あえて伺うことにした理由は、熊本県で、県議会で取り上げられまし

て、この市町村負担金の内訳のうち、事業費とは無関係の費用も計上して

いたということが明らかになりまして、より詳細な説明を県内の市町村に

示した上で、県と市町村との意見交換の場を設置をすることになったと伺

っております。 

 大和町においても、宮城県に対して町の考えを積極的に提言すべきであ

るのではないかと思いますが、協議の場の設置を宮城県に求めていっては

いかがかと思いますが、所見を伺いたいと思います。 

 三つ目は、この県事業負担金に関する説明責任についてということであ

ります。 

 県事業に係る市町村負担金については、地方財政法第27条の規定に基づ

き地元負担を課すことが可能であると。しかし、地方負担率については、

その根拠が不明確なものの存在しておるようだと。この根拠が不明確なも

のについて、県に説明を求め、また、議会での質疑を通じて町民により詳

しく伝えるべきではないかと思いますが、お聞かせをいただきたいと思い

ます。以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 ただいまのご質問にお答えをします。 

 まず、１点目、国直轄事業負担金と県事業の市町村負担金についての１

要旨目の国直轄事業負担金への対応についてでございますが、全国知事会

におきまして、国の直轄事業、特に維持管理費に対する地方負担につきま

して、本来、管理主体が負担すべきことから、早急に廃止するように国に

強く申し入れておるところでありまして、本年２月には、直轄事業負担金

問題プロジェクトチームを立ち上げて、制度の問題点や今後のあり方等に

つきまして調査をし、４月８日に金子国土交通大臣に対しまして、一つと

して明細の速やかな情報開示、二つとして地方の意見が反映できるような

制度への改革、三つとして維持管理負担金の廃止、四つとして直轄事業負

担金制度の根幹的な見直しを求めておるところでございます。 

 ご質問の本町におけます負担金の内容でございますけれども、平成20年

度の建設事業におきましては、国の直轄事業であります国営みちのく杜の

湖畔公園整備事業に対しまして55万 5,000円、県が主体となって実施して

おります流域下水道事業につきまして 3,116万 2,000円、また、農業関係

の県営事業負担金におきましては名子沢ため池整備に 364万 5,000円、勝

負沢ため池整備に50万円、障害防止対策事業、八志田の工事でございます

が、に 635万 6,000円、合計 4,203万 8,000円となっておるところでござ

います。 

  次に、これらの負担金に対する県からの説明でございますが、事業ごと

にそれぞれ事業内容の説明がございまして、内容的には工事費とそれに関

係する事務費となっており、維持管理経費に対する負担は本町においては

ございませんが、今後、全国知事会が主張しております「国の事業につい

ては国が責任を持って行うべき」との意見は、理解できる部分もございま

すので、今後の国と全国知事会の話し合いの動向を注目していきたいと、

このように考えておるところでございます。 

  次に、２要旨目の県事業費の市町村負担金におけます県との意見交換会

についてでございますが、土木行政におきましては、毎年、仙台土木事務
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所との意見交換会を行っておりまして、また、それぞれの事業におきまし

ても県と直接、意見交換を行える体制にございますので、県に対する意

見・要望等は今後におきましても直接申し上げていきたいと、このように

考えておるところでございます。 

 次に、３要旨目の県事業負担金に関する説明責任についてでございます

けれども、負担率の内容につきましては、国営みちのく杜の湖畔公園整備

事業におきましては、新設事業費の３分の２が国、地方が３分の１となっ

ておりまして、この地方負担分の３分の２が県、残りの３分の１を仙台都

市圏、仙南広域の23市町村の日帰り入り込み数予測で算出した市町村別入

り込み数割合により負担しておりまして、仙台市が全体の７割強で本町は 

0.6％となっておるところでございます。 

  また、流域下水道事業におきましては、管渠工事において国が50％、地

方が50％となっており、処理場の整備においては国が３分の２、地方が３

分の１となっております。この地方負担分は、県と構成町村が折半してい

るところでございまして、構成町村の負担割合は、日最大計画汚水量の割

合をもって算出しておりまして、本町は 31.34％となっております。 

 また、県営ため池整備事業につきましては、国が50％、県が39％、町が1

1％となっており、障害防止対策事業では国６分の４、県６分の１、町６分

の１となっております。  

 その他の事業につきましてもそれぞれ負担率が定められておるところで

ありますが、県と町との負担割合につきましては、基本的には両者の協議

により定めることとされておりまして、県よりその都度、協議をされてお

るところでございます。負担金が求められるこれからの事業につきまして

は、受益が本町に直接かかわる内容となっておるところでございます。以

上です。 

   

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 それでは、確認の意味でもう一度お伺いしますが、明細も県の方から納

得のいく詳細なもので町の方には提示してあると。それと、今話題が大き

くクローズアップされている部分の経費等については、全くないんだとい
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う答えでよろしいか、端的にお答えをいただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 明細につきましては、先ほど申し上げましたが、その都度示されておる

中で進めております。 

 また、クローズアップされている問題はないかというのは、維持費とか

そういった部分で入っていないのかという意味だと思いますけれども、現

在のところ、そういった部分については大和町ではございません。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 要は、対立の構図だとか、一方的に物申すだとかということではなし

に、これまで要するに議論の対象としてなかなか出てこなかったという部

分の話でございますので、このことについては私どもとしても今後、機

会、折を見てお話を聞かせていただかなければならないということを含め

て、町としても定期的に、これは「都度」ということではなくて、町村

会、県内町村会という窓口も含めて、その議論の場所を建設的な立場から

求めていってはどうかというふうに私は考えておるわけでありますが、こ

ういったことが県内の町村会等で話題になったということはございません

か。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 この件に関しまして、正式な議題といいますか、そういった形で町村会

で提案になったことはまだございません。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 先ほど前段で例として申し上げましたように、これは県側から、熊本県

の県議会でのことでありますから、県側からあえて市町村に対する説明が

不足しているというようなことが示されておるわけでありますので、そう

いった前例も含めて、これは一度、市町村会なのか、あるいは別の機会な

のかはあろうかとは思いますけれども、ぜひこの負担金の現在のあり方あ

るいは内容について、一度正式なテーマとして取り上げていただきたいと

いうふうに私は強く思うんでありますが、町長のお考えをお聞かせをいた

だきたい。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 今、知事会の方から国の方にいろいろそういったお願いといいますか、

あるところでございますけれども、県の方でも同様に、県の立場として今

度は地方、市町村に、見直しといいますか、そういったことを同時に作業

を進めているというふうに聞いております。具体的にまだまだそういった

ものが我々に示されているところではございませんけれども、そういった

状況なども見据えながら、今後、なお透明性というものを高めていかなけ

ればいけないわけですから、そういった議論もこれから必要になってくる

というふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 それでは、次の質問をさせていただきます。 

 二つ目の質問でありますが、マニフェストの評価についてということで
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伺いたいと思います。 

 大分マニフェストという名前も浸透し、今回の国政選挙においても大い

なる議論が展開されたところでありますが、議院内閣制である国政と私た

ちが所属をしております地方議会、直接選挙による二元代表制をとってお

る関係上、マニフェストといってもローカルマニフェストという一つのく

くりの中で今は議論をされておるところであります。一方の直接選挙で選

ばれた町長は、独自の政策目標を掲げて３期目の町政運営をなさっておら

れます。ちょうど中間点に当たるこの機会に、これまでと今後の町政の行

く末を考えたときに、このローカルマニフェストの存在というのはますま

す大きな位置づけをされてくるんだろうというふうに考えておりますの

で、その観点からお伺いをします。 

 浅野町長のマニフェストの設定についてまずお伺いをします。 

 浅野町長は「これまでの実績とこれからの挑戦」を示しておられます

が、その施策についてはインプットとアウトプットの情報だけが記載され

ており、そのことが達成されることによってどのように環境が変わるの

か、町民利益が示されていないと。そこで、これからの挑戦が達成された

後のイメージ、要するにアウトカムでしょうか、成果ですね。これはどう

いうふうに持っておられるのかお聞かせをいただきたいと。そして、その

達成度を測定するために想定されている指標もあわせて伺いたいと思って

おります。 

 二つ目は、その工程表と進捗状況についてであります。 

 浅野町長は、積極的に掲げられたマニフェストの実現に向けた取り組み

を日々重ねられていると思います。その進捗状況の評価は、現在、だれか

が行っておられるのでしょうか。 

 また、一部の首長には、第三者評価や市民参加による評価などを積極的

に行っている事例もあるが、本町においてそのような取り組みを行う予定

があるかどうかもあわせてお伺いをしたいと思います。 

 三つ目は、このマニフェストの普及についてでありますが、今回の国政

選挙でもマニフェストによる政権選択が繰り広げられたわけであります

が、公職選挙法の改正を経て、国会議員の方々と知事、市長、町長、村

長、首長さんたちのマニフェストについては、選挙期間中においても頒布

ができるというふうになったわけであります。しかし、先ほど申し上げま
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した二元代表制直接選挙を受ける立場である我々地方議員の方は、現在認

められておらない状況であります。次期の統一地方選挙、これが一つのそ

の試金石と現在言われておるわけでありますが、ここまでの間に頒布を解

禁すべきという声が日々高まってきておるわけでありますが、既に町長は

ご自身の前回選挙の折に頒布を経験されている立場上、このことについて

どういう所見をお持ちなのか、実体験を含めてお聞かせをいただきたいと

いうふうに思います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、マニフェストの評価についての質問でございます。 

 私はこれまで、住民参加による透明性の高い町政を目指しまして、町民

皆様の積極的な町政参加と協働のもとに、財政健全化を基本に町民生活の

向上を目指して、本町発展のためのまちづくりを進めてまいったところで

ございます。この町政に対します開かれた町政、住民主体のまちづくりの

基本姿勢につきましては、これは当初からでございまして、３期目、今も

変わっているものではございません。 

 議員のご質問ありましたこれまでの実績、挑戦でございますけれども、

これはパンフレットに載せたものでございますが、２期８年間の成果と３

期目に向けての挑戦する施策を選挙公約として配布したものでございま

す。 

 先日行われました第45回衆議院議員総選挙におきましては、各政党がマ

ニフェスト、政権公約を掲げ、国政選挙を戦ったのは皆様了知のことと思

います。こうした国政の場や都道府県知事選挙等でマニフェストの導入は

平成15年ごろから始まったとされておるようでございます。 

 さて、３期目に当たっての選挙公約といたしまして、これまでの実績、

これからの挑戦といたしまして、一つにだれもが安心して暮らせる社会福

祉、二つに未来を担う人づくり、地域文化の創造、三つに安全安心な生活

環境の整備、四つに自然の恵みと技術が連携した産業の展開、五つに計画

を推進するために、六つに民間委託の推進、の選挙公約として六つの項目
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を選挙公約として挙げたところでございます。 

 そして、これらの諸施策を推進するに当たりましては、まちづくりの基

本計画でございます総合計画との調整を図るべく、町内各層からなります

総合計画策定懇談会委員のご意見や総合計画審議会委員の提言等を受けま

して、本年３月の定例議会におきまして「大和町第４次総合計画」の議決

をいただいたところでございます。 

 また、この計画推進のための具体の事務事業の推進に当たりましては、

平成21年度から平成23年度までの３カ年の第１次実施計画においてお示し

をしておるところでもございます。 

 次に、総合計画の実施状況や成果につきましては、決算審査や決算認定

等におきまして提示しております主要施策の成果に関する説明書等で監査

委員や議会等でご説明をし、認定をいただいておるところでございます。

今議会でも20年度の決算内容をご審議いただくお願いをしているところで

ございます。 

 このほか、決算状況につきましては、広報紙を通じ町民の方々へも周知

を図っているところでございます。 

 最後に、平成19年度の公職選挙法の改正から統一地方選挙での首長選挙

においてビラという形でチラシの配布ができるようになりましたが、議員

が触れておられますように、地方議員選挙では認められていないようでご

ざいます。今後、選挙公報以外にそういったチラシという形で広く伝える

手段があってもいいのではないかというふうに思うところもございます。

以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 まず、総論的に申し上げたいんですが、この答弁については、どうも最

初の１、２行を除いては、町の総合計画に対する考え方あるいはそれの検

証の仕方、あるいはそれの広報の仕方というようなことでお話をされてお

るようでありますが、私がお伺いをしているのは全くそういうこととは違

っておりまして、浅野 元町長が町長に３期目、立候補されたときに掲げ
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られたそのマニフェストについてどうなんですかというふうに伺ったわけ

であります。大変恐縮でありますが、その観点から、この町民利益、町長

がお示しをされている、お手元に多分あるんだろうと思いますが、町民の

方に直接お渡しをした４次計画ではなくて、あなたがお示しをされたもの

に対して、町民、それが達成された場合にどういう具体的な利益があるん

ですよということをお聞かせをいただきたい。 

 例えば、私が答えるわけにはもちろんまいりませんが、例えば子育て支

援の環境、子供たちの未来のために何とかしなきゃならないんだというこ

とも掲げられております。その一つとして多分、公設民営の……。失礼し

ました、民営の保育所ですか。そういったことなんかも実現しようとされ

ているんだろうと思います。そういったものを着々とやっていく中で、一

体町民をどういうところに自分は連れていきたいんだ、あるいはこういう

ことを達成したいんだということを、行政の長としてではなくて、政治家

浅野 元としてどういうことをお伝えをされたいのかということをお聞か

せいただきたいということなんです。 

 ですから、その観点からこの三つの、端的にで結構です。この３問につ

いて、３番目はマニフェストの普及ですから、その前段の二つについても

う一度、浅野 元マニフェストについてどういうふうにお考えなのかをお

聞かせをいただきたいと。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 マニフェストという表現をされておるところでございますけれども、マ

ニフェスト、いわゆる政権公約といいますか、そういった形で今回いろい

ろ言われております。私、このパンフレット等に出しているにつきまし

て、マニフェストというか、とり方、いろいろあるんだろうと思います

が、選挙公約といいますか、そういった考え方で、こういった基本的な考

え方で皆さんとマニフェストを一緒に進めていきましょうという示し方を

しております。したがって、具体的にこれをこうつくりますとかという形

の表現ではなくなっておるところでございますけれども、基本的な考え
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方、安心して暮らせる町、未来を担うというようなそういうことで、今お

話しあった民設幼稚園をつくりますとか、そういった具体的な表現はして

いないということなんですが、私はそういった基本的な考え方をまずお示

しをしているということでございます。 

 それと、総合計画の説明というお話になりましたけれども、基本的に町

の総合計画というのがあるわけですから、その計画とやっぱりあわせたと

いいますか、中でまちづくりを進めていくという基本があるわけですか

ら、そういった観点からお答えをさせていただいたところでございます。 

 どういうところに住民を連れていきたいかというか、お話でございます

けれども、これもまたぼわっとした表現になるかもしれませんけれども、

私の場合は、だれもが住みたいまちづくりと、子供たちから大人、お年寄

りまで住みたくなる町、住んでいたい町、また、子供たちが大人になって

からも住みたいまちづくりという基本的な考え方を持って進めておるとこ

ろでございます。 

 その中で、いろんな教育の部門、または福祉の部門それぞれあるんだと

いうふうに思っておりますが、それについては、ここに書いてある中で、

例えば学校の教育については学校の再編等々もやったり、そういうことも

ありますし、具体的に幼稚園につきましては、今度待機児童が多くなって

くれば、保育所ですね、そういった部分について進めていきたいというふ

うな示し方をしているところでございます。 

 そういった意味合いにおいて私が公約という示し方をしているというこ

とでございますので、逆に、マニフェストのように具体性がないと言われ

れば、この期間にこれをつくります、どうですという表現からはちょっと

離れている部分があるかもしれませんが、私は大きな視点でといいます

か、皆さんにイメージをしてもらうために、という思いの中でこういった

パンフレットをつくり、選挙のときではありますけれども、皆さんにこれ

からこういった形で取り組みたいというお示しをしてきておるところでご

ざいます。したがって、じゃこれから何を具体的にするんだというのは、

もちろんあるわけですけれども、そういったものは表現はしていないとい

いますか、状況になっております。 

 マニフェストというとらえ方というのが非常に、よくもあり難しい部分

もあるんだと思います。まちづくりというのは４年で終わるものではなく
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て、ずっと続いていくわけですね。その中で、４年間の中で、必要なもの

はもちろんやらなければいけないんですけれども、これをやります、これ

だけにこだわりますという、こだわりますという言い方は失礼かもしれま

せんが、という形でいけるものではないケースがあるんだというふうに思

っておりますので、そういった中で私は、その都度と言ったら変ですけれ

ども、そのときに出てくる課題もございますし、そういったものにも対応

しながら、将来的にどういうまちづくりといえば、先ほど言ったみんなが

安心して住める、子供が大人になってもやっぱり大和町がいいと言って住

んでいたくなるようなまちづくりを目指しているということでございま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 大きなところでの方向性、指針を書いたものが前回示したものだという

ようなお話をいただきました。一方で、予算規模で言うと80億相当の年間

予算、一般会計だけでもですね。を使って、ほとんどが新規事業ではなく

て継続したものなのかもしれませんが、毎年毎年、事業を展開されておる

わけであります。 

 何度もお話しされたように、新たな大和町の十数年間に及ぶ総合計画も

おつくりになられた。３年ごとに見直すとは言うものの、町の方向性ある

いは具体的な施策の展開については、これは行政の長である今度は浅野リ

ーダーをトップとして、現在ここにお座りいただいている幹部の職員の

方々がその実現に向けて着々と執行されていくということに当然なるわけ

でありますが、これまで、今町長がまさに申されたとおり、私たちも含め

て、どうも抽象論だとか夢だとか、そういったものを描いた中での議論

が、大きく面積というか、その議論の幅が広がってしまって、その検証を

するといったときにどうも不十分ではないかということがあるのではない

か。そのことから、どうしても具体的な財源の裏づけとともに、いつまで

にこれこれの事業をやるべきだ、しなければならないという方向に政治も

向いてきているというふうに現実はなっている。危うい部分もあるんだろ
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うというようなお話もいただきましたけれども、一方では、この間の新聞

紙上にもあったように、政治家のみならず行政のリーダーたちが、そこは

部制を敷いているから部長マニフェストとして、町民に公約を掲げている

自治体ももう大分多く点在するようになってきたと。これは、首長が個人

的に示す公約プラス総合計画に示した事業とすり合わせをして、その上で

担当課長さんたちが今年度はここまでいきますということを、財源を示し

ながら具体的に住民の方々に示して執行しているというような状況であり

ます。 

 私たちの町、決して大きな町ではありませんし、先進的にいろんなもの

に取り組んでいる町でもありませんけれども、時代は確かに変革を求めて

おりますし、これまでのやり方でいいということではないことだけは間違

いのない時代であります。この浅野マニフェスト、浅野町長の公約です

か、これが残された少なくとも２年間の間にどれぐらいの達成率に届くか

まで、やはり、少なくとも第三者や住民とは言わなくても、ご自身で評価

をされて、ならば何かの機会、どういう形かでも町民の方々に現在の立ち

位置をお示しになることがさらなる信任を深めることになるのではないか

と思いますが、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 議員ご指摘のことにつきましては、これまで、第３期目をやっておりま

すが、２年間の成果といいますか、そういったものを自分で評価し、また

は町民の皆様方に評価をしてもらって、そして今後の残り２年間にその意

見を十分踏まえた中でまた真摯に取り組めというご指摘だというふうに理

解をいたしております。そういった意味からすればそのとおりであろうと

いうふうに思います。 

 私も今、ちょうど２年目になっておりますが、２年間、ちょうど半分に

なってきた段階で、この３期目にかける思いがあったわけでございますけ

れども、常日ごろ、そういったものについては自分なりには検証するとい

うか、そういうことはやっているつもりでございますが、そういった形で
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再度、自分でもそういった改めるといいますか、確認をする、次に向かっ

て進むべき方向を自分でも再確認をする。また、どういった機会かにおい

て、そういった皆さんからのご意見もちょうだいし、次のこれからに向か

って役立てていくという、そういった場といいますか、そういった機会が

必要であれば、ますます気持ち的にもやっていけるというふうに思いま

す。そういった機会、どういった機会があるのかということもございます

けれども、例えば町民懇談会とか、そういった機会もあるわけでございま

すので、そのときにどういう形でできるか、そういったお話し合いもでき

れば、そういった機会も利用させてもらえればというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 あわせて、先ほど申し上げました、これは小さくて見えないと思います

が、これ東松島市でホームページを通じて市民の皆さんに公表している、

顔写真入りの、部長さんだそうですけれども、部長マニフェストと言われ

るものだそうであります。こちらが二つの、二重丸だとか一つ丸だとかつ

いておりますけれども、これについては先ほども申し上げましたように、

市長の個人のお約束、それと市の総合計画との整合性、優先順位を並べ

て、片方では二重丸、片方では一つ丸というようなことをやるんですね。

これは８月から示しております。町で取り組むかどうかは別として、こう

いった手法もあって、常に私、自分も考えて申しますけれども、やっぱり

謙虚に、自分も本当に今、自分で言っておることを自分にはね返して考え

ておりますが、いかにこういう検証のできる形で公僕公職としての役割を

果たしていくかというのは非常に大切なことであろうというふうに思いま

す。 

 このことについても研さんをしていただいて、具体的にこれを取り組

む、取り組まないじゃなくて、これを研さんしていただいた上でどういう

大和町としてのやり方があるかどうかということを検討していただけます

か、一言だけお聞かせください。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 今、東松島市の例を挙げられたようでございます。ちょっと私、具体的

に内容も、済みません、勉強不足で把握していないところがございます

が、いろいろそういった検証とかそういったことは必要であろうというふ

うに思います。どういう方法でやれるのか。ただ、部長マニフェストとか

そういったものがどういうものなのかですね。部長がマニフェストを出

す、どういうものに対して出すものか、そういったことについてもいろい

ろ課題といいますか、あるんではないかというふうにちょっと今、考えて

おるところでございますが、そういったものにつきましても勉強させてい

ただきたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 それでは、三つ目の質問を……。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 よろしければ、途中でありますが、ここで暫時休憩したいと思います。

休憩時間は10分間とします。 

 

     午前１１時１１分  休 憩 

     午前１１時２１分    再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 髙平聡雄君。 
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６  番 （髙平聡雄君） 

 それでは、３番目の質問をさせていただきます。大和町の財政について

ということでお伺いをします。 

 １要旨目として、上限金利の見直しということについて伺います。 

 財源確保策として、大和町においても町債の発行、町が直接、金融機関

等から借金をするということを行っておるわけでありますが、この大和町

における起債時の上限金利、これが定められているのか、定められている

とすると何％と設定しているのかお伺いをします。 

 二つ目、金利設定における私たち議会との関係について伺います。 

 この上限金利が市場金利と乖離している場合、要するに市場金利と大き

く差がある場合、町としては見直しをするという考え方に立つのかという

ことであります。そして、この見直しの有無は、財政規律とよく言われま

すけれども、お金の出入りに関する要するにルールづくりですね。それに

対する町長と議会の議論、要するに町民を代表する18名の議員たちの理解

を得るためには、当然安くて金利の余りかからないお金を利用するんだと

いうのは、もちろん町長も議会も基本的なところでは一致するんだろうと

いうふうに思います。そういった観点から、前段の質問でも取り上げさせ

ていただいた現在ある金利との整合性、要するに現在借りている借金の金

利というのは果たして町民から理解を得る水準にあるのかということを議

論するこの議会と、どういうふうに町長は対峙していくのかをお聞かせを

いただきたいというふうに思います。 

 三つ目、町債の中の特会基金、要するに特別会計で留保している貯金、

これについてお伺いをします。 

 その中でも大和町にある財産区特別会計、これについてでありますが、

これはここ何年か議論をしてきたところでありますが、それまで基金条例

なるものが足かせになって、基金の運用目的以外には使用してはならぬと

いう国の指導のもとに、聖域として全く運用されずに低金利時代には死に

金としてただ置かれてきたと言っても過言ではないのではないかと。その

ような中、ペイオフに始まる金融の自由化、これによって、体力の不足し

ている金融機関のお金は、仮にこのような基金であろうともその責務は 1,

000万までしか保護されずに、それ以上のものについては金融機関に万が一

のことがある場合には例外なく未回収になってしまうと、消えてなくなっ

てしまうということがきっかけの一つとなり、また、基金の柔軟運用につ
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いて総務省も考え方を方針を変えて、大和町も最近になってこの財産区基

金を町の借り入れの一部充当金に充てるということで運用を始められまし

た。 

 この財産区については、管理会が管理をされているというのは当然のこ

とでありますが、浅野町長は管理者としてその頂点に立っておられるわけ

でありますが、具体的にこの基金運用について、各財産区と定期での協議

は実施しているのか。要するに有効運用について実施されているのか伺い

ますし、また、町、財産区双方の財政運営に有益となる基金の新たな借り

入れ、これは私がそういうふうに思うんでありますが、これはぜひ推進す

べきではないかというふうに考えておるわけでありますが、ご所見をお聞

かせください。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、ただいまのご質問についてお答えをいたしたいと思います。 

 まず、１点目の町債発行の上限金利の見直しについてでございますけれ

ども、現在、町が特定の定めとして上限金利を定めている状況とはなって

おらないところでございます。それは、地方自治法第 230条の規定により

まして、予算の定めるところによって地方債を起こすことができ、起債の

目的、限度額、方法、利率及び償還の方法を定めることになっておりま

す。また、その様式につきましては、地方自治法施行規則第14条によりま

して定められておりまして、予算に付随する地方債として示しておるとこ

ろでございます。 

  平成21年度の予算におきまして年 5.0％以内としておるところでござい

ますけれども、これにつきましては、起債借り入れについては総務省及び

県の同意を要することになっておりまして、この同意の中で資金融通先に

ついても指定される内容となっております。 

 資金先につきましては、公的資金、民間等資金がございまして、おのお

のの期間、借り入れの金額、償還期間等によりまして利率設定が違ってお

りますので、それらの内容を総合勘案して現在は 5.0％以内としていると
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ころでございます。 

  実際の借り入れに際しましては、融資先において決定されておるものに

ついてはその定めによって利率が決定されておりますし、また、民間資金

の場合につきましては、各金融機関から貸し出し金利の見積もり提出を依

頼いたしまして、最も低い提示の機関から借り入れを行っているところで

ございます。 

 ２点目の金利設定におけます議会との関係についてでございますけれど

も、地方債に関する条例等については、予算の１項目として議決対象とな

っておりますので、起債金利、予算書に起債している金利の変更が必要な

場合には改めて地方債の変更として議決をお願いをするものでございま

す。 

 ３点目の町債と特別会計の基金についてでございますけれども、各財産

区基金運用に関する定期的な協議というものは現時点では行っておりませ

ん。しかし、基金の運用について財産区管理会で話題になる場合がありま

して、運用方法に関する検討は必要であれば行ってまいる所存でございま

す。 

 双方に有益となる基金の新たな借り入れ推進につきましては、これまで

実例があるところですけれども、資金を充当する事業につきまして財政健

全化法等から留意点や調査確認が求められることがありますので、それら

を含めた対応が必要になってくると、このように思っておるところでござ

います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 まず、現在の利率が、定めてはいないけれども実質的に５％というのが

ことしの目標だということなんでしょうか。この５％というのが、私たち

がよく耳にする、昔は公定歩合と言いましたけれども、現在は基準貸付利

率と言うんですか、そういった言い方に変わったそうでありますが、これ

は現在、直近で 0.3ぐらいなんでしょうか。一番安いところで 0.1％とい

うようなことであります。また、主要銀行での長短のプライムレート、こ
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れも貸出金利に当然連動しているものでありますが、これでも直近で大体

1.95、これは８月11日現在でありますけれども。 

  そういう金利情勢の中で、５％というのは膨大に高いというような見方

もされなくもないという状況であります。特に、現在、財政の規律を強く

求められている中では、常に見直しを進めてできる限り安い金利への借り

換えというのは当然されているべきだろうと。そういう中では、私どもの

立場である議会も今後もますますその金利動向については注視をしていか

なければならないというふうに考えてございます。そのことについて、現

在の金利のあり方という、５％と定めているものについて、町長、これで

いいんでしょうか、お聞かせください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 お答えします。まず、この金利につきましては、定めてはいないけれど

５％ということではなくて、大和町として例えば５％でずっとやっていき

ますよという定め方はしていないと。毎年の予算の中で今年度は何％、今

回は５％ですけれども、５％を上限とするということで予算に折り込み、

議会にお諮りをして承認をいただくということでございまして、ずっと毎

年変わるといえばそういった性質のものでございます。 

 あと、その金利につきましては、先ほど申しましたとおり、５％という

ものは政府借入基金とか民間から借り入れるすべてを含んでおりまして、

そういった中でそれ以上高くならないということですから、ある程度幅を

持った５％という形になっておりまして、これが現実的に５％までだった

ら借りていいというものではなくて、政府等の貸し出しにつきましては、

政府の経済状況を勘案した中での利率が決定しておりますし、そういった

場合につきましては当然、その経済状況の中での決定がなされている利率

になってまいります。 

 また、民間から借りる場合には、当然その期間なり金額によって多少変

わってくるわけでございますので、それらにつきまして各金融機関に対し

て見積もりといいますか、もらった中で、一番有利なもの、当然率の低い
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ものをやっていくということでございます。 

 また、利率が高い、政府資金でも昔からといいますか、長いやつですと

ずっと以前に借りたやつが、預金金利が高ければ貸し出し金利も高かった

という時代もございますので、そういったものもありますけれども、そう

いったものにつきましては今、借換債とかそういった形で切りかえて、金

利の安いものにしていくという方向で進めております。物によっては全部

一遍に返さなければならないとか、そういった制度もあったりもするわけ

でございますけれども、できるだけ有利になるように、むだなと言います

か、金利を払う必要のないような手続は常日ごろ思っている中で、切りか

えたりしてできるだけ低い利率の方にやっておるのが現状でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君）  

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 最後に、宮床財産区５億 7,400万円、落合財産区３億 2,600万円、基金

残高があります。このことについて、管理者である町長が、今言った財政

規律を守った上で、効率運用する私は最優先資金だというふうな認識を常

日ごろ持っております。このことについて、積極的に管理会と議論をして

町の財政の一翼を担うような使い方をされるかどうか。されてこられたん

ですから今後も当然検討はされるんだろうと思いますが、なお、この定期

協議を深めていかれる所存はございますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 財産区の件ですが、お話のとおり、今一部利用している部分がございま

す。管理会の委員の皆様方のご意見もあるわけでございますので、提案を

してご理解をいただければということがあります。ただ、先ほども申しま

したとおり、今、財政健全化の方の中でいろいろ制度について調査確認等

があるわけでございますので、その制度の中で、できるものについてはそ

ういった利用はしていきたいと、このように考えております。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で髙平聡雄君の一般質問を終わります。 

 ８番堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 それでは、通告に従いまして、３件の質問をさせていただきます。 

 １件目といたしまして、「介護支援ボランティア制度」を導入してはど

うかという点であります。 

 この制度は、65歳以上の高齢者が対象で、ボランティア活動に応じてポ

イントが与えられる制度であります。自分がボランティアした時間をポイ

ント化し、貯めておくことで、将来、介護が必要になったときにそのポイ

ントで介護サービスが受けられたり、ポイント換金で介護保険料負担を軽

減できるなどの、高齢者が介護支援ボランティア活動を通じて高齢者自身

の介護予防を進めることを目的としている事業でありま 

す。 

介護ボランティア事業へ参加しようとする高齢者のための施策でありま

す。この制度を開始しているところでは、２割ほどがこの制度をきっかけ

に新登録し、高齢者の社会参加活動を始めているというところがありま

す。こうした社会参加活動を通じて、元気な高齢者が増加することによっ

て、自分自身の介護予防と介護給付費等の抑制につながると思います。そ

の観点から３点お伺いします。 

 高齢者ボランティア活動に登録されている人数はどの程度なのか。 

 二つ目、介護支援ボランティア事業として活動できる支援事業はどのく

らいあるのか。 

 ３点目、ボランティア活動をしている方々がほとんど高齢者になってい

ることから、その方々がいつまでもお元気で生きがいを持ってボランティ
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ア活動ができるような環境整備として、介護支援ボランティア制度の導入

について町長のお考えをお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、ただいまの堀籠議員のご質問にお答えをしたいと思います。 

 65歳以上の高齢者が地域で介護支援のボランティアをすることで介護保

険料が軽減できる「介護ボランティアポイント制度」が導入されまして、

２年が経過しておるところでございます。平成19年９月に導入を図った稲

城市を初め、全国で15自治体が実施して おるようでございます。１時間

の活動を１回とカウントして、年間50回の活動で  5,000ポイントとな

り、１ポイント１円の評価でポイントの累積も可能となっておるところで

ございます。１回当たり 5,000ポイントを上限に換金できる仕組みとなっ

ており、介護保険における地域支援事業として運用できる制度でございま

す。 

  ご質問の高齢者ボランティア活動に登録されている人数でございますけ

れども、町内の高齢者ボランティア活動では、活き生きサロンボランティ

アで20年度では 889名の方が活動に参加しております。ひとり暮らし高齢

者世帯への配食サービス、調理配達のボランティアとして70名の方が、ボ

ランティア友の会、各地区全部合わせて 400名の方、この方々は特別養護

老人ホームや養護老人ホームなどで奉仕作業、介護支援を行い、ＪＡあさ

ひな助け合い組織、チューリップの会では51名の会員で有償による家事援

助、身体介護活動などのボランティア活動を行っております。社会福祉協

議会によります大和町ボランティアセンターでは、約 800人の登録により

演芸ボランティア、配食サービス運転、手話奉仕、音楽活動を実施してい

る状況となっております。 

  次に、ボランティア活動の事業はどのぐらいあるのかということです

が、町内におけますボランティアといたしましては、活き生きサロンでの

食事・演芸ボランティア等と配食サービス、老人福祉施設での奉仕活動・

介護支援、高齢者世帯やひとり暮らし世帯に対します見守り訪問などが考
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えられるところでございます。 

 介護支援ボランティア導入についての考えでありますけれども、制度導

入を行っている全国15自治体を見ても、東京都を中心に実施されておりま

して、なかなかそのほかに広がらない状況にもあるようでございます。こ

れは、介護保険事業での地域支援事業の中での事業ということもありまし

て、施設活動を優先する介護支援が主体となり、登録施設以外の活動まで

範囲が広がっていないなどの課題もあるところでございます。 

 取り組みに対する考え方でございますけれども、制度の普及に、先ほど

申しましたとおり広がりを見出せない状況等もあります。導入については

今後の検討課題とさせていただきたいと思いますが、高齢者自身が社会参

加活動を通じた地域貢献やみずからの介護予防につながる活動は、大変重

要と考えております。このため、高齢者のボランティア活動に対する奨

励、支援の環境づくりについて、今後とも積極的に取り組んでまいりたい

と、このように考えているところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 検討課題とするということなんですけれども、８月末現在の本町の人口

は今、２万 4,742人で、このうち65歳以上が 5,027人、高齢化率が20％と

なっております。そのうち、65歳以上 5,027人のうち介護認定者数が 758

人、15％となっております。 758人が認定者となっているんですが、やは

りこれらに対するボランティア活動、これはボランティアする方々の善意

によって行われるものなんですけれども、やっぱりその善意が知らないう

ちに評価されてそれがポイント化されるとなると、やはり介護支援ボラン

ティア活動への関心が高まって、それが結果としてボランティア活動に参

加することによって自分自身の介護予防につながると思うんです。ですか

ら、介護認定者が 758人からなるべくふえないように、そして元気でそう

いう活動に参加できるような施策が大事じゃないかなと思っております。 

 答弁の中で「余り広がりを見せていない」ということだったんですけれ

ども、この広がりというのは地域性があると思うんです。今、東京を中心
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にということなんですが、結局、東京の方だと隣で何をしているかわから

ないという、そういう生活の中でのそういう意識がすごく低いものですか

ら、こういう郡部、私たちの生活圏の中では、やはり共助の精神というの

はすごくあると思うんです。なものですから、そういうボランティアに対

する共助の意識が強いものですから、どんどんどんどんそういう制度が入

ることによって広がっていくんじゃないかと思うんですけれども、町長、

もう一度そこをお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町  長  浅野 元君  

 

町  長 （浅野 元君） 

 おっしゃるとおり、そういった介護、お手伝いをすることによって生き

がいを持つ、そしてそういったやりがいを持つといいますか、気持ちに張

りが出るといいますか、そういったことは非常に大切だと思っております

し、この大和町、共助の気持ち、非常に強い地域だというふうに思ってお

ります。 

 先ほど申し上げました広がりがないのは何だろうなということがあるん

ですが、東京の方で、逆に東京の方でしかやっていないという現実がある

んですね。これをよく見てみると、やっぱり施設等でのお手伝いといいま

すか、ポイントにするためにはある程度そういった約束事がありまして、

そういったところでお手伝いをすることによってポイントがつくとか、そ

ういった制度の、何ていうか規制がある中で、施設等がいっぱいあるとこ

ろの方が逆にやりやすいといいますか、そういう状況になっているのかな

という気がしております。具体的に、広がり、東京の方ではどういったと

ころでそういったお手伝いをしている人が多いのか、その施設の具体的な

ところまでちょっと調べておりませんけれども、要するにこの制度を利用

して働ける環境、環境といいますか、が都市部の方がそういった施設が多

いだけに整っておるのではないかなというふうな気もしておるところがあ

るんです。これは施設等の理解もいただきながらやっていくことだと思う

んですね。やっぱりボランティアで１対１でおつき合いをする、個人でや

るのだったらまた別でしょうけれども、施設に行ってそこに行ってお手伝
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いをしてもらうということは、施設の規則の中でもやらなきゃないとか、

そういった部分もあるのではないかというふうな気もしておるところでご

ざいます。そういった意味で、先ほどちょっと広がりがないと申し上げま

したけれども、ではその広がりがない原因といいますか、その辺につきま

してもやはりもう少し調べるといいますか、そういったものがこの地区で

カバーできるものなのか、それともまた違った理由なのか、そういったも

のをもう少し研究する必要があるのではないかというふうに思っておりま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 当然、施設でのボランティアというのも必要なんですけれども、大和町

の場合、活き生きサロンとか、いろいろ、あと宅配とかいろんなものがあ

りますけれども、やはりそういう活き生きサロンなんかでボランティアを

している方々の話を聞きますと、当然これは自主的にボランティアとして

やっているんですけれども、やはりボランティアをやって朝から夕方ま

で、準備から片づけまであるんですけれども、やっぱりその中で活き生き

サロンだったら２時間、あと別な支援事業だったら何時間というふうにし

て、町独自でそういう取り組みをされることも考えられるんじゃないかな

と思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 そういったものも考えられるかもしれません。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 
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８  番 （堀籠日出子君） 

 そういうボランティアの人たちがボランティアしながら、いつかは自分

に返ってくるという施策を町独自でぜひ検討していただいて、そしてこれ

から団塊の世代の人たちが前期高齢者に突入しますので、その方が全員、

そういうボランティアの社会活動に参加して、いつまでも元気でいきいき

とした大和町になってくれればいいなと思っておりますので、ぜひ町独自

ででもいいですから、そういう施策を検討して実行に移していただければ

と思いますが、一言お願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 先ほどもお答えをしておるところでございますけれども、ボランティア

活動に対する支援、環境づくりというものは大切だというふうに思ってお

ります。また、ボランティアをやる方の気持ちというんですか、ボランテ

ィアというものでやっている中で、という気持ちももしかしたらあるかも

しれませんので、そういったことも考えながら、そういった支援の環境づ

くりに取り組んでまいりたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 では、次、２件目に入らせていただきます。２件目といたしまして、特

定不妊治療医療費の貸付制度を導入してはどうかという件で質問を行いま

す。 

 不妊と言われるのは、結婚した夫婦が２年以上妊娠しない状態を言いま

す。子供を望んでいながら子宝に恵まれないで悩んでいる夫婦は８組に１

組いると言われ、年々増加傾向にあるようです。その反面、若さゆえの過

ちやさまざまな事情で途中で命を絶たれる赤ちゃんが、年間12万人以上い

るとも言われております。少子化が叫ばれている中、本当に残念に思いま

す。 
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 宮城県において特定不妊治療費助成事業があり、その目的は、次世代育

成支援の一環として、不妊治療を受けている夫婦に対して高額の医療費が

かかる特定不妊治療の一部を助成することにより、夫婦の経済的・精神的

な負担の軽減を図るものとあります。しかし、この助成事業は治療１回、

今までは10万だったんですが、21年から15万になりました。その15万円を

年２回までの通算５年間で、夫婦の所得合計 730万円という制限がありま

す。 

 しかし、この助成事業は多額の治療費のほんの一部でしかありません。

不妊治療は原因を検査して調べるわけですが、一部健康保険対象となる検

査においても、数々の検査を受ける自己負担は15万円以上にもなり、その

中でも３回目以降は保険の対象から外れる検査項目もあります。また、体

外受精、顕微受精の不妊治療を特定不妊治療と言いますが、特定不妊治療

は１回で済むものではなく、３回から５回、多い方で30回という、いつ妊

娠できるかわからない長い年月と多額の医療費がかかり、途中で断念して

しまう夫婦も数多くあります。不妊治療は一生懸命になればなるほど費用

がかかってしまいます。 

 子供が欲しくて悩んでいるご夫婦に、せめて経済的負担を軽減し、不妊

治療に専念できるような施策を講ずることが必要ではないかと感じており

ます。その観点から、特定不妊治療の貸付制度について町長の所見をお伺

いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 特定不妊治療につきましては、県で特定不妊治療費助成事業として、指

定した医療機関におきまして特定不妊治療以外の治療法によっては妊娠の

見込みがないか、または極めて少ないと医師に診断された夫婦を対象に、

１回の治療につきまして15万円で１年度当たり２回までとして助成期間が

５年間という内容で実施されておるところでございます。特定不妊治療と

して行われる体外受精や顕微受精は、子供が欲しくても妊娠できず、不妊

治療を受けているご夫妻に対して行われるものでございまして、治療の効
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果が残念ながらあらわれない場合もあるとも考えられます。このため、貸

付制度を実施した場合、治療に要した費用の貸付金だけが残るといったこ

とも考えられます。不妊治療については、県の助成事業の活用についての

周知を図るとともに、今後、制度の充実につきまして国・県などに要望し

てまいりたいと、このように考えておるところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 この不妊治療でありますけれども、全く保険のきかない診療費を、人工

授精は不妊治療と言いますが、これが１万円から３万円、１回。特定不妊

治療と言われる体外受精は30万円程度、顕微受精は50万円程度が目安とな

って費用がかかります。体外受精や顕微受精までの費用は本当に高額にな

りまして、成功しても出産に至るのは15％から20％とすごく確率が低いた

めに、何度もその治療を受けなきゃないというのが経済的負担にのしかか

ってくることになります。 

 近年は、晩婚化やストレスの増加の影響で不妊に悩む夫婦が50万組以上

いると言われております。その中で治療を受けているのが14万件くらい、

あとの夫婦は治療が受けられないという報道もありました。 

 そこで、これは宮城県の保健福祉課からの特定不妊治療助成事業の件数

でありますけれども、19年度は県内で 413件、20年度が 437件で、黒川郡

では19年度が43件、20年度が42件が助成事業を受けておられるようです。

医療費の貸付制度というのはどこでもまだ自治体としては取り組んでいる

ところはないんですけれども、やはりこの事業を全国に先駆けて、子育て

支援の一環として、さらには定住者促進を図る観点からも必要な事業にな

るのではないかなと思いますので、ぜひこの件について町長の所見をお伺

いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 こういった治療を受けられる方の気持ちというのは、十分にわかりま

す。子供さんが欲しくてなかなかできない中で、そういった努力といいま

すか、治療を受けられるということ、そういった中でございます。費用も

かなり高額であるということ、お話のとおり、そのことがうまくいって

も、出産までにまたそういったパーセントでということでございまして、

大変なんだろうなというふうに思っております。 

 そういった中で、貸し付けということでございますけれども、貸し付け

に対して、貸し付けですから返してもらうというお金になってくるわけで

ございます。そういった経済的負担というものが、どちらがいいかという

話もあるかと思うんですけれども、どちらがいいかというか、負担なもの

で、お子さんができてももちろんそれからいろいろ費用がかかってくるわ

けでございます。どちらにしてもお金がかかってくるわけでございますの

で、貸し付けというものについてはやっぱり返してもらうということがあ

るわけで、非常にその経済的負担といいますか、そういったものも大きい

のではないかというふうに考えるところでございます。全額ということで

あればまた、その中の難しい話でございますし、その辺非常に難しいなと

思うところがあるんですが、経済的負担ということについて、後々まで残

るお金でございますので、その辺の考え方、ちょっと難しい判断でありま

すけれども、そちらの方が負担が大きくなるのではないかなというふうに

思っているところですけれども。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 町長からすると貸付金だけが残ってしまうという心配もされていること

もあるんですけれども、やはり、治療費が途中で不足して継続して受けら

れないという夫婦が結構いるんですよ。その中で、足りない分、このぐら

いは貸し付けしますよという制度があれば、徹底して治療を受けられるよ

うになると思うんです。そして、徹底して治療を受けた中で、どうしても

だめだったらこれは納得して、もうだめなんだなというので返済に回ると
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思うんですけれども、やはり私が一番残念なのは、費用がなくて途中で断

念するというのが一番残念だなと思うんです。なものですから、もう少し

その辺を考慮していただきまして、結構、奨学資金とか、あといろんな町

にも貸付制度がありますけれども、やはりそれらと同じようにというか、

当然目的が違うわけなんですけれども、やはり経済的にそんなに心配しな

いで、その制度があることによって治療が受けられるという、そういう安

心できるような施策は必要じゃないかなと思うんですけれども、いかがで

しょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 難しい問題だというふうに思うんですね。お話のこともよく、そういっ

た費用が不足のために治療を断念される方もいるということで、そういっ

た方について、何ていいますか、思う存分といいますか、やる体制という

こともわからないわけではないんですが、金額的にもかなり大きなものに

なってくるということ、そういった中で、貸し付けという中でどうなのか

……。そういった方々のお話を聞いたこともございませんので何ともあれ

でございますけれども、そういったことを町の方でも人とか特定できる資

料はございません。県の方でそういった手続等をやっておりますので。で

すから、県のそういった担当の方のお話とかもいろいろ聞いてはみたいと

いうふうに思いますけれども、実際、今のところ、どうしても、言ってみ

れば借金だけが残ってしまうというような方の心配が私はちょっと先に立

ってしまっているところがありますので、そういった方のお話を、直接聞

けるわけではありませんけれども、そういった方の考え方といいますか、

そういったことを県の方の担当課で、もしお話しいただけるかどうかわか

りませんけれども、そういったお話も聞いてみたいというふうに思いま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ２件目はいいですか。（「２件目はいいです」の声あり） 

 では、途中ですが、ここで休憩します。再開は午後１時とします。 



44 

     午後０時０２分  休 憩 

     午後０時５８分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君）   

 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 それでは、３件目、この事業は子育て支援の原点になるんじゃないかな

と思っております。 

 結婚相談員はいるもののなかなか結婚までたどり着くケースが少ないこ

とから、結婚支援事業の強化について質問を行います。 

 第１次ベビーブーム世代、昭和20年から25年生まれが結婚適齢期と言わ

れた25歳前後の婚姻件数は、年間 100万組を超えたと言われました。しか

し、近年は晩婚化や未婚者の増加で、そのことが少子化の要因ともなって

おります。本町には結婚相談員やカップリング事業はあるものの、なかな

か成果が出ていないのが現状であります。結婚を望む男女の仲介、相談、

助言などを行う結婚お世話人を任命し、こちらから出向く結婚支援事業に

取り組んではいかがでしょうか。 

 ３点についてお伺いいたします。 

 結婚相談員の選任方法についてお伺いいたします。 

 二つ目、これまでの相談件数と婚姻件数はどれほどなのか。 

 ３点目、こちらから出向く結婚世話人の任命について。以上３点につい

てお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、結婚支援事業の強化についての質問にお答えをします。 

 初めに、結婚相談員の任命方法につきましては、町内に定住を目指しま
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す後継者等の結婚推進を図るために、大和町結婚相談所設置要綱に基づき

まして、農業委員会会長が相談員15名、各地区３名、５地区で15名を選任

して委嘱いたしております。 

 次に、これまでの相談件数と婚姻件数でございますけれども、平成20年

度では14件の相談、婚姻に至った件数は残念ながらない状況でございま

す。 

 しかしながら、結婚相談員とあわせまして結婚アドバイザーを配置して

おりますが、結婚アドバイザーにおきましては、この６年間に２組ではご

ざいますが取りまとめた実績がございますし、また、郡内町村やあさひな

農業協同組合、黒川商工会で構成いたします黒川地区後継者対策推進協議

会によりますカップリングパーティーにおきましては、過去に２組のご結

婚がございました。このようなことから、結婚世話人の任命というより

も、多くの縁を提供し、それが結婚の縁に変わるよう裏方として支援する

現在の結婚相談員や、年間相談件数90件を超えます結婚アドバイザーの活

用を図りつつ、黒川地区後継者対策推進協議会によるアイリンクパーティ

ーと連携して、希望する方へのスキルアップセミナー、心構えなどを開催

して多くの出会いの場を提供いたしたいと、このように考えておるところ

でございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 結婚相談員が各地区３名で15名ということなんですが、これは平成15年

から事業を開始されたわけなんですが、今日までの任期で新しく選任され

た方はいらっしゃるんでしょうか。そしてまた、委員１人１人の活動状況

というか、そういうデータはとられているのでしょうか、お伺いいたしま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 結婚相談員につきまして、新しくかわった、要するに任期かわってやっ

ている人がいるかということだと思いますけれども、この方々、現在ずっ

とやってもらっている形になっております。また、個人個人のデータとい

いますか、そういったものをこちらに報告ということではなくて、そうい

ったデータはないところでございますが、年に１回なり、さっき申しまし

た結婚アドバイザーも含めての意見交換、情報交換、そういったことでお

互いの情報を収集し、意見の交換をしているという状況にあります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 これは、どの委員会とか何でもそうなんでしょうけれども、やはり一度

委員になってしまうと、結果がどうであれ、なかなか改選というか新しく

選任されないというのがあるようなんですけれども、やはり活動状況に応

じて、全然そういう活動がされていない方がいらっしゃるんでしたら、や

はり改選時期にかえて別な人を選任するとか、やっぱりそういう方法をと

っていかないとだめじゃないかなと思うんですよ。それで、結婚相談員と

なりますと、結局、相談に来るのを待っているという状況になってくると

思うんです。なものですから、やっぱり結婚相談に来るのを待っているん

じゃなくて、やはり自分も活動するという形が必要じゃないかと思うんで

すけれども、今の状況はどうなんでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 積極的な相談員活動ということだというふうに思いますが、なかなか現

状、積極的に、やっている方もおいでだと思いますけれども、皆さんがそ

ういうふうにやっている状況ではないのもあるかもしれません。なかなか

今、ご承知のとおり、昔ですとよく地域に仲人さんとかそういった世話好
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きな方がおいでで、そういった方々によって紹介をし合うというようなこ

とがあったところでございますが、みんなではないのかもしれませんが、

最近、若い人、そういうのを嫌うという傾向もあるように聞いておりま

す。その結果が今の現状になっているという、それだけではないと思いま

すけれども、確かにこの結婚、今、婚活とかいろいろ新しい形での動きと

いいますか、あるようでございますが、そういったものが、本人同士が今

活動をするというんですか、積極的にそういった伴侶を見つけるための活

動とかもあるようでございます。時代、いろいろ変わってきている中でご

ざいますので、そういった時代に合った紹介の仕方とか、そういったこと

は必要なのかなというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 今現在、30代、40代、50代でなかなか結婚できないという方は、本人が

直接、活動してなかなか相手が見つけられないという方がほとんどだと思

うんですよ。そんな中で私が思うのには、物を配達したり、それから人が

余計集まるお店屋さんというか、そういう職業の人をお世話人に任命し

て、結構話、聞くんですよ。いろいろ配達していくと、定期的に配達する

方々というのはそこのうちの家庭の状況がわかるし、それから家族の方も

しょっちゅう顔を見ているものですから安心して相談できるというか。そ

して、うちの息子、40になるんだけれどもいい人いないかなとか、うちの

娘にだれかいないかなということをしょっちゅう相談されるということを

聞いていますので、やはり相談員といって相談に来るのを待っているんじ

ゃなくて、やはり人が集まるそういう職業の方を任命して、じゃあ、そこ

の方とこの方だったらいいんじゃないかなという形で進めていくなり、ま

た、配達とか、いろんなそういうものを配達して毎戸回るような職業の方

を通して、そしてそういうつながりを持っていくというのも一つの方法じ

ゃないかなと思いますけれども、そういう方法についてはいかがでしょう

か。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 委員の選び方ということだというふうに思いますけれども、それは今お

っしゃったように、そういった場を持てる人とか、そういった接触の場、

経験の多い方とか、そういった方々にやってもらうということ、これも当

然必要だろうというふうに思います。今、農業委員会の会長が選任してお

るところでございまして、これまでどちらかというと農家の方のお嫁さん

を探すという視点といいますか、そういったところからスタートしておっ

た、そういった考えがあったんだというふうに思っております。 

 ちょっと変わりますけれども、カップリングパーティー等につきまして

は、今、商工会なりそういったところも入った中でやっておるわけでござ

いますので、任命につきましてはそういった視点も当然あってしかるべき

だと思いますし、逆に言えばそういった方をご推薦いただくとか、そうい

ったこともしていただければ、選ぶ方の人もそういった部分でいろいろ参

考になるのではないかというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 本当に、本人が気をもむより家族の方々が結構気をもんでいる方がどち

らかというと多いような感じがしております。そんな中で、やはり年をと

ればとるほど当然相手も見つかりにくいし、そしてまた、こういう話をう

ちの息子にどうでしょうかとか、娘にだれかいないかなというのは、やは

り親同士が一生懸命やっているみたいなんです。なものですから、昔よ

く、昔の結婚というのは相手を見ないで親同士が決めて結婚したなんてい

うのは前にありましたけれども、やはりなかなか自分で進んで、そして女

性と会ってもなかなか会話が進まないとなると、やはり親同士が進めると

いうか、あそこの娘だったらいいとかここの息子だったらいいというか、

何かそういうことを自由に相談したり話したりできるそういう相談員とい
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うのがすごく必要だと思うんです。 

 そんな中で、いろんなところを回って家族構成を知っている、そういう

集まりの多い方とか、回って歩く方々は、やはり積極的に活用してなるべ

く多くの出会いというか、結婚までたどり着くような施策をどんどんどん

どん進めていくことが必要だと思いますので、ぜひそれらのことも十分に

考えていただきまして、そういう出向いて歩く、わざわざ出向いて歩くん

じゃなくて、自分の職業と兼ねながら仕事ができるような、そういう人た

ちを任命することが必要じゃないかなと思っておりますけれども、最後に

一言聞いて終わりにしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 相談員につきましては、今お話しされたような形、今、農業委員会の会

長が指名しているわけでございますけれども、そういった部分も入れて選

んでもらうような、選んでもらうようなといいますか、人選、改選時期に

なればそういったことも必要であろうというふうに思います。 

 また、先ほどもお話ししましたが、結婚アドバイザーが今おるわけでご

ざいますけれども、年間90件ぐらいの相談等がございます。これは出向い

ていくわけではなくて、こちらで庁舎の方に来てもらってということで今

やっておりますが、この動き方につきましては90件という、月２回なんで

すが、１カ月に５人ぐらい来られているようですね。結構、情報、情報と

言ったらいいのかどうか、そういったことをご存じの方でして、結構広い

範囲からご相談に来られておるようです。大和町だけではなくて。もちろ

ん大和町の方を紹介する、大和町以外の方をご紹介する、以外、以外の方

もあるというような形で、そういったこともありますので、せっかくある

制度、お母さん方もやっぱり来られているようです。相談にですね、ご本

人とはまた別に。議員お話のとおりですね。そういった方も来ております

ので、こういったものをもっと利用してもらいたいなと思います。 

 また、本人たちがいろいろ、つき合い方といいますか、そういったこと

について非常にうといところもあるようでございますので、昨年からカッ
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プリングパーティーの中では、最初からカップルのパーティーだけではな

くて、男性の方々に事前講習といいますか、そういった形で専門の方に、

講習と言ったらあれかもしれませんけれども、こういう場合にはこうやっ

た方がいいですよというアドバイスですね。直接その日ばかりではなく

て、前もってそういった講習、スキルアップを図るような体制もとりなが

らやっておりました。結果として大分、前とは違った形で、パーティーの

中でもスムーズに話ができるとかそういう状況も報告を受けておりますの

で、そういったことも活用していければというふうに思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 ぜひ独身男性・女性がめぐり会う事業に強力に取り組んでいただきたい

と思います。これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で堀籠日出子さんの一般質問を終わります。 

 ４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 私からは、通告に従いまして３件、５要旨について質問をさせていただ

きます。 

 まず、第１件目の鶴巣・落合・吉田・宮床地区の少子化対策は、につい

ての質問でありますが、本町は昭和30年の昭和の大合併により、吉岡・鶴

巣・落合・吉田・宮床の１町４村が合併し、誕生した町であることは皆様

もご承知のとおりであります。しかし、今日の大和町内の発展全体を見ま

すと、吉岡地区一極集中と言っても過言ではない状態で、宅地造成が進

み、大型店の進出も相次ぎ、商業ゾーンの変化に伴い、旧市街地の商店街

は寂れる一方であります。 

 また、当時の先人たちは、吉岡町との合併によりみずからの地域の発展

性を夢見たものと考えますが、今日の現状をつぶさに見聞しますと、吉
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岡・もみじケ丘以外の地区、鶴巣・落合・吉田・宮床においては過疎化が

進み、少子化も手伝い、各小学校においては複式学級も余儀なくされてい

るのが現状であります。 

 町民だれしも、平等で安全・安心のできる町、地域格差のない町での生

活を強く望むものは等しいものがあるのではないでしょうか。そのような

ことを念頭に置き、町政全般にわたり行政運営をしていかなければ、より

よいまちづくりはできないものと考えます。 

 そこで、次の点を伺います。 

 １点目、鶴巣・落合・吉田・宮床地区の少子化対策は。 

 ２点目、小学校周辺のまちづくりをどう考えているか。 

 ３番目に、過疎対策は。 

 これが私の１件目の質問であります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、平渡議員の質問にお答えをします。 

 最初に、宮床・吉田・鶴巣・落合地区の少子化対策についてでございま

すが、大和町第４次総合計画を本年３月に策定し、本年度からスタートい

たしております。まちづくりの基本理念は、町内すべての地域で、子供か

ら高齢者にわたるあらゆる世代、人が、そしてこれから大和町に移り住む

人たちも、としております。そのために、プロジェクトを進め、15年後の

大和町の姿を、安定した就業の場の確保による定住化を 

図り、人口を３万人、世帯数は１万 1,500世帯と予測しておるところでござ

います。 

  しかしながら、日本全体では少子高齢者の急速の進展によりましてさま

ざまな課題が提起され、地方自治体の経営が大きく変革しようとしており

ます。総合計画におきましては、年齢、３階層別人口を算出しており、15

歳以下の年少人口は平成35年で 5,100人となり、基準年の平成17年に比較

しまして 1,376人の増加を予想しており、現在の年齢別階層割合とほぼ同

様に推移するものとしておりまして、本町では急激な少子化が進行するも
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のとは推測していない状況にあります。 

  また、今後増加すると予測している定住人口の受け皿でございますが、

杜の丘、吉岡南第２、大和インター地区としておりまして、吉岡、宮床地

区を中心とした地域での人口増加を予測しております。 

 少子化対策は人口の流出抑制と新住民の定住化が基本でありますが、新

住民に当たりましては、利便性が高く、居住環境のより整った場所を選択

する傾向が強く、これまで都市基盤整備を行った吉岡地区や杜の丘地区の

新市街地を居住地として選択してきました。 

 こういった背景の中で、宮床、吉田、鶴巣、落合地区の少子化をどう考

えていくかということでございますが、宮城県の人口推計が下方に修正さ

れている中で、本町での新たな住宅地の開発が認められない状況にありま

して、新規の住宅団地開発は難しく、また、その他の手法としまして個別

の宅地開発が考えられますが、需要動向を考慮した場合、困難な状況にあ

ります。こういったことから、人口増加に対する期待が難しいものがあり

ますので、今後の対応は、地域外への流出を食いとめることが重要である

と考えております。 

 そのためにも、町内に働く場所や自宅から通勤できる等の職住環境であ

ることが必要であり、仙台北部工業団地等への職の場を確保することが第1

 の対策であります。 

 また、小学校周辺は各地域の中心部として役割を果たしておりますの

で、既存の施設を活用して、それぞれの地域が魅力を持ち、コミュニティ

ー活動を通じ、地域への愛着を図る必要があると考えておるところでござ

います。 

 次に、過疎対策とのご質問でございますが、国勢調査の結果よる昭和35

年から平成７年の35年間の人口減少率が30％以上であることとされており

まして、さらに、自治体単位での判断とされております。こういったこと

から、吉岡・宮床地区以外では減少していることは事実でありますが、過

疎という解釈には当たらないものと考えております。しかし、それぞれの

地域の役割は、居住の場であるとともに生産活動や交流の場として、生活

全般を支え、地域の伝統文化を維持してまいりました。 

 また、今後さらなる高齢化の進展により、生活扶助機能の低下、身近な

交通手段の不足、耕作放棄地の増加など、一層深刻化するおそれがござい
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ます。そのため、地域の住民が地域の課題としてとらえ、地域と行政がパ

ートナーシップを形成することが必要であると考えておりまして、生活交

通の維持、高齢者の見守りサービス、伝統文化の継承、特産品を生かした

地域おこしなど、地域の実情に応じた生活化対策を検討してまいりたい

と、このように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

  1点目の少子化問題でありますが、確かに吉岡、またもみじケ丘、小野

小学校ですか、に至っては、人数的には大変多いんでありますが、先ほど

言いましたように、旧落合、吉田、宮床においては、相当子供の数が減っ

ている現状であります。先ほど町長が、今の状況では減らないじゃないか

というようなお話ですけれども、この５年間でもこの小学校、約 100名

が、５校あるうち 100名が減少しておるわけですよ。その中でも旧村の鶴

巣小学校においては小学校１年生が相当、今回は21名、落合に至っては６

名ですよ、１学年が、ことしの１年生が。それで、宮床小学校が３名。小

野小学校、吉岡小学校は結構多いんですけれども。吉田小学校は15名。１

学年がそういう感じになってきまして、複式学級の小学校がだんだん多く

なっていく。 

 ですから、全体的に大和町を見ますと、それは人口がふえておることは

確かなんですけれども、旧村においてはこのような現状です。ですから、

各地区ごとがやはりそのような状況で減っていくのを、どうしたらいいか

というのはやっぱり考えていかなきゃないのかなと。その対策は今、町

長、どのようなお考えでおるか伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 少子化に対する対策ということでございます。お話のとおり、今、これ
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からふえるといいますか、予測されるのは、吉岡小学校、また小野小学校

も最近、杜の丘でふえてきておりますので、ふえる傾向にある。数年前ま

では小野小学校も減ってくる傾向にございました。そういった中で今後ど

うするかということでございますけれども、定住、人が住むという部分に

おいて、吉岡と宮床といっても、吉岡でもやっぱり南地区でございます

し、宮床でももみじケ丘、杜の丘地区と、ある程度そこの中でも細分化さ

れてきている状況にもあるわけでございます。新しく入ってくる方につい

ては、どうしてもそういう住宅環境の、何ていいますか、団地化されたと

いいますか、整っているところに来るということでございまして、なかな

かそれ以外のところに新しく入ってくるということは基本的に余りないと

いいますか、難しいところだというふうに思っております。 

 そういった中で、子供たちが減っていくということは、やっぱり地元に

いる人たちが、もとからいる人たちが今度出て行く体制になっているとい

うことではないかというふうに思うんですね。そのことによって、地元に

いた人が少なくなって、子供さんが少なくなってということでございます

ので、何で地元から人がほかに出ていくのかということを考えなきゃいけ

ないのではないかと。そういった場合に、一番最初に考えられるのが、や

はり生活環境といいますか、仕事の環境といいますか、そういったものが

一番ではないかと。通勤の問題もあるでしょうし、または生活環境でいえ

ば、都会的なところが好みということがあるかもしれませんけれども、ま

ず生活をするための職場の確保が私は一番根本に必要なものではないかと

いうふうに思っております。そういうことによって、自宅から勤め先に通

えるという仕事の場の確保、このことがやっぱり一番大切ではないかとい

うことで思っております。そういった中でございますので、団地等に今、

一生懸命企業の誘致をする等で、職場の確保を図るということが一番基本

にあるのではないかなというふうに思っております。 

 また、地元、それぞれの地域、これは吉岡とか宮床がないわけではな

く、吉岡でも同じような課題はあるんだというふうに思っておりますが、

地域での、みんなでここに住んでいたいという気持ちというんですか、い

ろんな設備ももちろんあるんだと思いますけれども、その辺の人間の相互

助け合いの気持ちとか、そういったもの等々がこれからますます大切にな

ってくるのではないかというふうに思っておるところでございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 やはり子供の出生率の問題もあるでしょうけれども、長野県の下條村と

いうところがあるんですけれども、インターネットとか、この前ＮＨＫで

もやっていたんですけれども、今、国の統計の出生率が1.34になっている

状況で、ここの村だけは2.04人なんですよね。何でかといいましたら、調

べてみたら、ここでは若い人、小学校に入るから高校までの子供さんがい

る方に、集合住宅で、マンションですね、町営住宅を建てて、これは今10

棟建っておるそうなんです。それで、２ＬＤＫで約60平方メートルで値段

が３万 6,000円。その近くに飯田市という市があるんですけれども、そこ

のマンション、同じぐらいのを借りるとその倍ということで、半額の値段

で借りられるということで、若い世代を呼び込みまして、少子化問題を解

決して、今、人口もふえてきていると。 

 やはりそういったことをしなければ、さっきカップリングの話も出まし

たけれども、結婚しない方々がふえている中で、まだ子供も多く産んでい

ない状況で、今からふやすというのは私は到底無理だと思うんですよね。

今のこの中でね。そうすれば、やっぱりどこからか、ここだったらもうす

ごい 100万都市の仙台があるわけですから、やはり仙台に住みにくい

方々、通勤もこの辺だと可能ですからね。そういう住宅を提供して、各鶴

巣・落合・吉田・宮床地区に、吉岡、杜の丘でなく、そういう地域にそう

いう集合住宅を建てて若い世代を呼び込むというようなこともいいのかな

と私自体は思っているんですけれども、町長、その辺いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 いわゆる福祉のサービスということだというふうに思います。今、平渡

議員が住宅の提供という形でお話しされておりました。 

 先ほどお話あった、例えば少子化の対策の不妊のご質問、堀籠議員から
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ありましたけれども、そういったものも方法の一つ、いろいろあるんだと

いうふうに思っております。そういった中で、例えば下條村がそういった

形で成果を上げているということでございますので、それはそういった形

の効果があったんだろうと思います。ただ、町々の条件といいますか、そ

れの基本的なものの差があるかもしれませんので、一概にそればかりとい

うふうにはいかないと思いますけれども。方法の一つとしては、そういっ

たこともあり得る一つだとは思います。 

 今、区画整理等で宅地を開発しておるところでございまして、そこに対

して、今そこに来る方についてもなかなか厳しい状況もあるわけでござい

ますが、そういったバランス等も考えなければいけないと思いますけれど

も、一つの方法としてはそういうこともあるのかなというふうに考えてお

ります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 私が提案しているのは、今の住宅地を売れば結構人は入る、それはわか

ります。ですから、先ほど言ったとおり、小野小学校とか吉岡小学校はふ

えるでしょう。ただ、このままの状態でいきますと、旧村地区、それは人

口は減っていくんですよ。だから、今の小学校じゃ、将来統一するのか、

今のままで残すのかというような問題から来るんですけれども、やはり今

の小学校に人をふやすことを私は考えなければいけないのではないかと。

やはり村々で中学校、小学校、また役場等もあったわけでありますから、

やはり小学校もなくなるといったら大変厳しくなる。やはりこの前の大郷

の町長選でも、ああいう結果になったのは、やっぱり大松沢が、小学校が

なくなるといった危機感が相当あったというように私は聞いております。

ですから、やはり村々で今までの文化があるわけでございますから、ただ

吉岡、また、もみじケ丘周辺が人がふえればいいという問題では、私は大

和町全体から見れば違うんじゃないかと。やはり旧地区でしっかりした地

区になってやっておるわけですから、それをどうすれば子供たちをふやし

て、その地域がまた活性化されていくかということを私は考えていかなけ
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れば、やはり町政全般にわたっての平等というのはないんじゃないかなと

思うんですけれども、町長、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 お話のとおり、吉岡、もみじケ丘がふえればいいというふうにはもちろ

ん思っておりません。ただ、今、計画の中でそこを開発して進めておった

という中でございますので、そのことを申し上げております。もちろん、

町全体、大和町全体が発展していくことが一番でございますし、平等とい

う部分についても何ら異存はないということでございます。 

 子供たちをふやすという、ふやすといいますか、今、小学校のお話があ

ったところでございますけれども、減ってきている現状があるのは事実で

ございまして、このものについて何とかせよというお話だというふうに思

いますけれども、先ほど申しました方法の一つとしてはそういうこともあ

るのではないかというふうに思いますが、小学校、大和町の場合５校、各

地区にございますので、すべてを平等に埋めていくという非常に難しい課

題だというふうに思います。方法として、住宅がよろしいのか、結局、私

は文化とかそういったものがあって大切だから守っていかなきゃいけない

というふうに思っておりますし、それはやっていかなきゃいけないという

ふうに思っておりますけれども、まず、入ってくる人もそうですけれど

も、出ていく人といいますか、出ていくと言ったらあれですけれども、こ

こから地元、ふるさとではないところに勤めるとか、そういった環境をま

ず歯どめをかける、これが一つ大きな要因だと思っておりますし、それで

企業の進出等々、働く場の提供という話を申し上げました。 

 次の段階、新しいものになりますので、小学校のそういった大きなもの

になってきますと、何人来たときにそういった小学校がカバーできる人数

になるのかというスパンといいますか、この辺のことも考えていかなけれ

ばいけないのかというふうに思います。したがって、先ほども申し上げま

したけれども、一つの考え方としてそういう方法もあるんだろうというふ

うに思いますけれども、今後の経済の動きもありますし、人の今後の動き
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等々も見ながら対応していかなければいけない大きな課題だというふうに

思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 これ２点、３点目にも関連するんですけれども、昭和30年に合併した当

時、吉岡の人口が 5,701人、鶴巣が 3,971人、落合が 3,471人、吉田が 3,

732人、宮床が 3,004人で合計で１万 9,825人だったんですよ。それが現

在、７月の段階で吉岡が１万 482人になって、約 4,781人ですか、がふえ

ておるんですけれども、鶴巣は現在で 2,503人で 1,468人も減っているん

ですよね、合併当時より。落合に至っては現在が 1,914人、 1,557人が減

少しているんですよ。吉田が 2,459人でマイナスの 1,273人。宮床は現在 

2,193人、旧ですよ、もみじ混ぜないで 811人の減少。軒並みにもう 1,000

人から 1,500人減っております。この10年間、私も、ちょっと町長になっ

てから幾ら改善されているのかなと思ってみますと、やっぱり町長に就任

になってからも相当減っております。鶴巣で 289人、この10年間で。落合

が 154人、吉田が 606人。宮床はちょっと推計できませんけれども、もみ

じも関連しておりますので。そういう状態で減りつつずっとあるんですよ

ね。このままで行ったらはっきり言ってなくなってくるのかなというよう

な心配もされるわけでございます。 

 それで、やはり鶴巣の場合ですと、鳥屋地区に民間で10戸の宅地造成を

したんですよね。元、うちがあったところを区切って。そうしまして、今

そこに10戸張りついて、そこに子供たちがいっぱい来て鶴巣小学校が結構

ふえたという例もあります。 

 ですから、２番目に小学校周辺、そういうところにミニ団地ですよね。

そういう20戸、30戸でもいいです、そういう団地をつくれたら、私はそこ

に、吉岡とかもみじに来る以外の、農園つき住宅でもいいし、別な新たな

層を仙台の方から呼び寄せることができるのかなと。ですから、私は、今

宅地にしているからこっちに行ってから鶴巣、落合に行きますよでは、い

つのことになるかわからないと。同時に、やっぱり層が違うと思うんです
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よ。町の中に行きたい人と田舎に行きたい人。また、今度、セントラル、

パナソニックエナジー、ああいうところに来る人たちも、安くてこっちが

いいなという人はこっちを買えばいいし、やはり便利なところがいいとい

う人はそっちを買えばいい。やっぱり二つに分かれたような方法もあるの

ではないかなと。ですから、やはり各旧地区のそういった集合住宅、ま

た、ミニ団地等々も考えていかなければ、ますます人が減る一方だと思う

んですけれども、町長、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 新しい住宅団地といいますか、という形での考え方ということでござい

ますが、先ほどお話しいたしましたとおり、大和町では比較的人数的には

減る傾向にはないわけでございますが、宮城県全体では減る予測がなされ

ております。そういった中で、新しい宅地の開発等々、県の方の許可とい

いますか、そういったものについてはちょっと難しい状況にございます。

民間での開発ということはあり得ることでございますけれども、それは民

間の方々の考え方を踏襲するわけでございますので、それぞれの見通しを

立てながら、先ほど鶴巣の方でやっておられた、そういった見通しの中で

やってこられたというふうに思っておりますので、それは可能といいます

か、というふうに思いますが、町として、全体として新しい団地、団地と

いいますか、そういったものについては今、現状、そういった宮城県全体

の枠の中でちょっと厳しい状況にあるというふうに認識しております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 そういう民間でできるようなことは町でやる必要もないのでありまし

て、調整区域とかそういう緩和をすれば、やっぱりそういう、ディベロッ

パーでないけれども、小さい建設関係の会社でも何でも、10戸でも20戸で
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も自分らで造成して売るというような状況をつくってやることが私は大事

かなと。そういうのは町の方で進められるんじゃないかなと。そういう許

可ですか、解けば、私はできると思うんです。また、集合住宅が必要、こ

れは町の政策ですけれども、やっぱりそういうふうにしてふやしていくこ

とも私はぜひやっていただきたいと思います。 

 これで１件目を終わらせて，２件目に移ります。 

 次に、２件目の「職員の勤務時間内を全面禁煙に」の質問であります

が、国と地方の公務員が勤務中に喫煙することで生じる損害は、年間約２

兆円とする試算を武蔵工業大学の青山教授という方がまとめました。全公

務員の人件費の約６％相当に当たるといいます。同教授は、公務員が勤務

中に喫煙しなければ生じない明白な損失と訴えております。試算の条件と

して、喫煙する職員は全体の20％、勤務時間内に１日15本吸い、分煙施設

との往復を含め、１本で10分かかるなどと設定。人件費や職員数のデータ

を入手できた2005年度分から試算し、２兆 1,272億円と結論をしました。

同教授は、国家賠償訴訟の提起や地方で住民監査請求することも可能では

ないかと言っております。また、喫煙直後の職員が吐き出す有害物質で、

吸わない職員の仕事能率が下がる可能性もあると指摘、解決策は勤務時間

内の全面禁煙と提案をしております。 

  本町でも来年５月に開庁する新庁舎は全面禁煙であることから、早急に

対策をすべきではないかと考えますが、町長の所見を伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、職員の勤務時間内を全面禁煙に、についてでございますが、

非喫煙者がほかの人のたばこの煙を吸ってしまうことを受動喫煙と言うそ

うでございますが、これによって非喫煙者もたばこの害を受けることにな

ります。たばこの煙には、喫煙者が吸い込む主流煙とたばこの点火部分か

ら立ち上る副流煙がございます。副流煙は、主流煙に比べましてタール、

ニコチン、一酸化炭素などの有害物質が数倍多く含まれておるそうでござ

います。受動喫煙は、交通機関や公共の場所、職場や家庭などさまざまな
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場所で起こり、非喫煙者の健康被害は深刻なものとなっております。最近

は、たばこの害が一般に知られるようになって、タールやニコチンの少な

いたばこが好まれるようになってきましたが、喫煙者は自分の健康のみで

なく、周りの人々の健康にも配慮する必要があります。 

 こういったことから、新庁舎におきましては、多数の方が利用する公共

の空間であり、来庁者の方を含め全面禁煙とする考えを打ち出しておりま

すので、議会、職員、及び来客者等に対し、協力を求めていくものとして

おります。しかし、一方で、嗜好品であるためにそれ自体を制限すること

は難しい状況にありますので、新庁舎に当たっては、喫煙者、非喫煙者の

両面からの判断が必要であり、今後、喫煙コーナーや専用の喫煙室の設置

を検討する必要があります。 

 また、議員が提案されております勤務時間内を全面禁煙にとのことでご

ざいますが、勤務時間のとらえ方を出勤時間から退庁時間までとするか、

あるいは休憩時間、昼休み時間を除いた執務時間、８時半から12時までと

１時から５時半までの執務時間を指すのかで考え方を整理する必要があり

ますが、執務時間以外は制約をすることが難しいものと判断しておりま

す。しかし、執務時間内での喫煙は、職務に専念する義務がありますの

で、新庁舎へ移行する機会をとらえまして、喫煙時間について職員を指導

してまいりたいと、このように考えておるところでございます。以上で

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 この件ですけれども、勤務時間といっても休憩時間は、私はそこまでは

制約しておりません。執務時間内というのが私の言いたいところでありま

すけれども。 

 今、いろんな工事現場、会社等々、本当の現場では今、たばこは一切吸

えないですね。工事現場なんか特に、ほんの15分、15分、またお昼休みの

間しか吸えない状況にある中で、今この庁内を見ますといつでも吸えるよ

うな状況。いつでも喫煙所に人がいるような状況が見受けられますよね。
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どこまでが休憩でどこまでが仕事だというのが、公務員ならそれができる

のかと。やはり一般社会から見たら、私は大変おかしいんじゃないかと。

それはやっぱりきちっとするべきではないかと。やはり吸うのまで規制す

ることは確かにできませんから。モラルですよね。公務員だから許され

る、たばこ吸っていてもと。今、本当に厳しいんです。この前もパナソニ

ックＥＶエナジーに行ったときに、何百人という方が休憩、全部現場から

休憩所に来て、そこで吸って、また現場に戻って、また１時間半、２時

間、それに専念するというような状況ですよね。どこでもです、今現場。

ただ、町の職員だからそれができるというのはやっぱり許されないんじゃ

ないかと私つくづく、ずっと思ってきたんですけれども、今回これを期に

一般質問しましたけれども。町長、その点、どのようにお考えでしょう

か。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 決して公務員だからという気持ちはないところでございますが、残念な

がらお話のとおり、休憩時間以外にも吸っていることがあるのが現実でご

ざいます。12時から１時までの休憩時間は別としましても、８時半から12

時まで、１時から５時半までという時間につきましては、執務時間でござ

いますので、吸うべきではないというふうに考えます。今までそういった

ところでご指摘あったことも事実でございますし、そういったことにつき

ましては、なお徹底した指導をしていき、執務時間には吸うことのないよ

うに体制をとっていきたいというふうに思っておりますので、よろしくお

願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 これは私ばかりでなく、ここに、町に来る町民の方々からいろいろ言わ
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れております。やはり執務の机を離れるということについては、やっぱり

私は、たばこを吸うにしろ、どこでか休んでいるにしろ、全部同じですか

ら、仕事をしていないという時間になっちゃう可能性もありますので、や

はりこれからはえりを正して、町長の方で言って、そのような注意をして

いただければと思います。 

 では、３件目に入ります。 

 次に、３件目の投票時間の繰り上げを、の質問でありますが、県選管は

今回の衆議院議員の投票所の終了時刻について、県内の８市町が全投票所

で１ないし４時間繰り上げると発表し、また、そのとおり実施しました。2

005年の前回は大河原町が初めて繰り上げに踏み切ったが、今回は追随する

自治体がふえ、県選管によると、全投票所で繰り上げるのは栗原市、登米

市、蔵王町、七ケ宿町、川崎町、柴田町、村田町、大河原町の８市町であ

る。柴田４町は07年の参議院選以降、すべての選挙で繰り上げを決めてい

ます。栗原市選管は、市長選、市議選でも投票終了を早め、繰り上げは市

民に定着している。期日前投票が浸透してきたことも大きいと説明をして

おります。 

 公職選挙法は投票時間を原則午前７時から午後８時と決めております

が、特別の事情があれば、市町村は４時間を限度に繰り上げることができ

るとしております。今回は８市町のほか、９市町が、山間部、離島などの

投票所、計 203カ所で投票時間の繰り上げを実施する方向で、前回77カ所

に比べ、大幅に増加をしました。 

 このように、多くの自治体が投票時間の短縮を実施しております。本町

でも繰り上げ投票を検討、実施する考えはないか伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 選挙の投票時間についてでございますが、低落傾向の投票率向上をねら

って、平成10年の６月施行の改正公職選挙法で、原則午前７時から午後６

時までだったものが午前７時から午後８時までに２時間延長されたもので

ございます。 
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 公職選挙法においては、議員もお話でございますが、特別な事情がある

場合は投票時間の変更を認めておりまして、地方分権一括法を受けまして

公職選挙法が改正された平成12年４月以降は、市町村選管が都道府県選管

に届け出るだけで変更できるようになったものでございます。 

 去る８月30日に執行されました第45回衆議院議員総選挙におきまして

は、宮城県内におきましても延べ18市区町 293の投票所で閉鎖時刻の繰り

上げが行われております。この中には、合併市区町のため、投票所から開

票所までの距離が遠い、また、離島であるなどの地理的要因から繰り上げ

が行われたものと、夜間における投票者が少ない、期日前投票の普及、投

票従事時間が長時間に及ぶため、投票管理者や立会人のなり手がないなど

の理由から、やむを得ず繰り上げをしている市町村があるようでございま

す。 

  本町における改正公職選挙法施行以降の16回の選挙について投票の動向

について見ますと、18時から20時までの投票数が投票総数におきまして占

める割合は、16回の選挙で平均9.26％を占めておりまして、期日前不在者

投票が占める割合は8.91％でありまして、それよりも高い数値を示してお

ります。この数値は、ほぼ横ばいの状態で推移しております。 

 平成15年度に議会のご意見を参考にいたしまして、有権者に対して投票

時間の繰り上げについてアンケート調査を実施しておりますが、この結果

においても44.3％の方々が午後８時までの投票時間を希望しており、改正

以前の午後６時までの時間帯を希望している方々の割合よりも５ポイント

多い状態となっております。 

 電話等での問い合わせ等におきましても、交代制勤務等の就業形態の変

遷により、投票日当日の投票時間帯はもとより、期日前投票の時間帯にお

きましても投票することが困難であるというご意見を多くいただいておる

ところでございます。 

 総務省におきましては、有権者に支障がないという消極的動機に加え、

有権者の利益になる積極的動機が必要との見解を示しておりまして、期日

前投票をやっているだけでは積極的動機とは言えず、有権者の投票の機会

を制限しかねないと指摘しており、宮城県選挙管理委員会におきまして

も、市区町村選挙管理委員会が判断し決定することではあるが、投票時間

の繰り上げに対する苦情も多く寄せられるようになってきておりまして、
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一部の市では一旦繰り上げするようになったものを午後８時までに戻して

いる実態もあることから、慎重に取り扱われたいとしております。 

 また、投票時間を繰り上げましても、投票を続行している市区町村の有

権者に対する影響があることから、開票開始時刻につきましては、すべて

の市区町村において投票が終了する20時以降に開始するようにという強い

指示が出ておりまして、開票事務に従事する職員の時間外勤務手当等の経

費削減までには至っておらないところでございます。 

 以上のことから、投票時間の繰り上げにつきましては、投票率や期日前

投票の状況分析や新たに有権者アンケート調査などの実施の検討など、慎

重に対処していきたいと、このように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 今回の期日前投票、大和町では何％ぐらいだったでしょうか、おわかり

ですか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 今回と言いますと……。（「今度の衆議院」の声あり）今度の衆議院。

票数で1,800票ほど、パーセントにしますと……、ちょっと済みません。約

10％というところです。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 全国平均で12％、13％まで今回、期日前投票が行ったようですけれど

も。この平成15年にアンケートをとったのを、いまだ、もう６年たってい
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ますよね、それをいまだに参考にしているというのが私ちょっと腑に落ち

ない。これ私、何回も、前議員、どなたかもこれ言ったことありますけれ

ども、私もこれ質問したことがあって、この平成15年のを言われたことが

あるんですけれども、いまだにこれを言っているというのは私はおかしい

と思うんですよ。あれから何回か、投票時間を短縮するというようなこと

を質問、予算・決算とかなんかで言っていたはずなんですよね。それをい

まだにこの平成15年でやったアンケートを出してくるのは、私はちょっと

おかしいと思いますよ。あれから状況はうんと変わっていますよ。 

 それで、私が言いたいのは、今回はそのような状況でありますけれど

も、町議選、町長選等々の段階で、特に大和町議選は３月、日もすぐに４

時半ころは暗くなる。それを８時までやって、それから９時近くから開票

して、もう10時、12時ですよね。そういう感じで私、果たして、もう大郷

とか大衡なんかは、村議選、町議選はもう６時までですからね。そういう

ふうに近隣でもやっているんですよ。確かに８時までというのは、８時ま

で開票できないというのは全国、衆議院・参議院だと思いますけれども

ね。開票できなくてもその間、準備はできますよね。もう６時に締め切っ

て、すぐ８時になったら開票できる。今の状況で、８時になってからまた

持ってきて、９時になって１時間準備して……。ですから大和町、いつで

もおくれちゃうんですよね。私はだから、この衆議院・参議院は別に、町

議選、町長選、地元の、県議選ですか。そういうものはやはり、６時まで

で結構じゃないかなと思っているんですけれども、町長、どうでしょう

か。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 投票につきましては、15年のアンケートというのは確かにあれでござい

ますけれども、基本的にはやっぱり投票する人の考え方が大切であろうと

思います。そういった中でございますので、確かにこのごろ不在者投票が

ふえてきている状況にはあるわけでございますが、その中でトータルしま

すと６時から８時までの率というのは大体１割弱、大体ずっと同じでござ
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います。期日前投票が始まってからのですね。そういった方々がまだまだ

おるということもあります。これは数字でしか見ておりませんので、議員

お話のとおり、15年のときのアンケートだけではないかというお話もござ

いますので、この辺につきましては、やっぱり投票する側の気持ちといい

ますか、考え方が非常に大きなものがあると思いますので、その辺を再度

調査しながら考えていきたいというふうに思います。 

 また、ちょっと心配されることは、国政を８時まで、ほかを６時までと

やったときに、それは指導といいますか、広報の徹底でできるのかもしれ

ませんけれども、二つのパターンが出たときに勘違いをするのではないか

とか、そういったこともあるようでございますし、先ほど申し上げました

とおり、一部のところではございますけれども元に戻している経緯もある

ところでございますので、その辺につきましては再度、住民の方々の意向

等も聞きながら、また、戻ったところにつきましては何で戻ったかとか、

そういったことも調べながら対応してまいりたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 一部戻ったのが何市町あるかはちょっとわかりませんが、逆にふえてい

るところが多いという各新聞等々での報道でありますから、投票所が繰り

上げになっているのが相当ふえているというわけですから、逆に私は、町

長が今、逆に戻しているところもあると言ったけれども、それが幾ら多い

んだかの配分だと思うんですけれどもね。 

 やはり多いということは、それだけいろんな面でこれはいいということ

だから私は投票時間を繰り上げているんだと思うんです。ですから、やは

り大衡村、大郷町なんかは首長選、町議選なんかは６時で、スムーズな開

票でやっている。やはり町の職員も従事して次の日働くわけですから、12

時、１時まで拘束されて、次の日まともな仕事やれといっても、やっぱり

その日は私は能率がうんと悪いと思いますよ。やはりできるところから、

町長選、町議選、やってみて、悪ければまた変えるという手だって幾らも

あるし、現に大衡、大郷、やっておりますからね。富谷もやっているんじ
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ゃないかな。大和町がやれないわけはないんじゃないのかなと。富谷は違

うかな。まあ、やっておりますからね、やれないわけないのかなと思うん

ですけれども、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それぞれの町村、それぞれの事情がある中でやっておられるんだという

ふうに思っております。どこにウエートを置いてやるのか、そういった作

業のこと、次の日の仕事のこと、そういったこともあるのかと思います

し、また、住民の就業体系によっても違ってくる部分があるのではないか

というふうに思います。 

 やってみてまただめだったらという、それは方法の一つとしてあるかも

しれませんけれども、やっぱり一旦戻してまた戻すというのは、簡単には

いかないこともありますので、その辺はそういった状況調査等々をやりな

がら、ご意見を聞きながら進めていければというふうに思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 きょうの河北新報に載っていましたけれども、衆議院選の開票の短縮で

すね。県平均で25分間短縮になったというような報道がきょうありまし

た。その中でも、ベストテンまで入っているんですけれども、大郷町が２

時間16分も前回より短縮させたということでベストワンなんですね、結局

ね。ですから、何でしょうか、大和町も結構スムーズにいっているとは思

うんですけれども、いろんな面で各近隣の町村で選挙のあり方についてい

ろいろやって検討しておると思うんですよ。大和町だけ何か、国の政策そ

のままずっとやっておるような感じも見受けられるんです。ですから、村

議選とか町議選とか、私も友人が立っておればその地域に応援しに行くん

ですけれども、６時に終わって７時前から開票というのが、やはり支持者
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の方々にしても、本当に私は迷惑かけないで、すぐ結果が出ていいんじゃ

ないかなと私はつくづく思っているんですよ。大和町に関しては本当に遅

くて、私ごとですけれども、町長はあのとき、12時近くに私のところにい

らしていただいた経緯、やはり12時ごろに町長が歩かれるというのも私は

大変申しわけなく思ったんですけれどもね。そういうような状況でなく、

やはりもっと２時間前に終われるのであれば、もっと支持者、地域の方々

も早く楽な開票になるんじゃないかなと思うんですけれども、町長、いか

がでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 きょうの河北新報に短縮時間が載っておりました。前回何時間だったか

ということがあるんだというふうに思います。大和町は前々回ですか、か

らかなり作業能率、効率を高めておりまして、前回も大分縮まっていたは

ずです。だから、縮まる範囲が大きいところはいっぱい縮まるでしょう

し、進んでいるところはそれだけ少なくなるということもあるかと思いま

すので、その辺はご理解をいただきたいと思います。 

 それから、12時に回ったということで大変夜遅く回って申しわけなかっ

たと思いますけれども、皆さんのところをお回りするところでございまし

て、開票時間が遅いからそういうことではなくて、私の段取りが悪いとい

うふうにご理解をいただければというふうに思いますので、よろしくお願

いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 そういった意味ではなく、大変なのかなというようなことで申し上げま

した。 

 以上で私の質問を終わります。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で平渡髙志君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。休憩時間は10分間とします。 

 

     午後２時０４分  休 憩 

     午後２時１３分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 15番中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 私を含めて今から５人、質問者がおります。１時間ずつで５時間、７時

までひとつおつき合いをいただきたいというふうに思います。 

 それでは、私の質問については、２件通告をいたしておりますので、２

件についてお伺いをしたいというふうに思います。 

 まず、１件目でありますが、協働のまちづくりの推進方策。 

 この協働のまちづくり、これについては、それぞれの自治体が総合計画

を立てている中で必ずと言っていいほどこの項目が設定をされているとい

う状況であります。広辞苑を見ますと「協力し合ってまちづくりに励む」

と、そういう内容のようでありますが、本町におきましても本年度を初年

度とする第４次の総合計画の基本構想で示しております協働のまちづく

り、これについては、町民の自主性と創意工夫を尊重した町民参加による

まちづくり、取り組みを通した人づくりの推進を図るとし、第１次実施計

画書、平成21年から23年までの３カ年計画書でありますが、それには予算

化もしているという状況であります。 

 このことについて、実際に活動に取り組む区長を初め町民に対する町の

基本的な考え方、その説明なり推進方法、これを説明する、そういう必要

があるのではないかというふうに考えているところであります。 

 きょう、議会に参りましたら「宮城の中核都市大和」の概要版と、本物

といいますか、その計画書が配付をされております。これについては、ま
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だ町民には配付されていない。きょう議会に配付をされたということであ

りますから、くどいようでありますが、このことについて、事業の概要、

その周知をまずもってする必要があるだろうと。その周知、それをいつ、

どのような形でするのか、お伺いをしたいというふうに思いますし、町民

の自主性と創意工夫、それによった町民総参加によるまちづくりというこ

とでありますから、町民の取り組みの体制、これについては、どのように

進めるのか、その考え方、さらには、この事業を進める中で町の支援体

制、これをどのようにするのか、このことについてまずお伺いをしたいと

いうふうに思います。 

  

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、協働のまちづくりの推進方策についてでございますが、第４

次総合計画はまちづくりの推進のキーワードとしまして「協働と人づく

り」を掲げております。第４次総合計画を実現するためには、町の取り組

みだけでは限界がありまして、福祉、教育、健康、文化、産業、防災、防

犯、環境保全等、まちづくりのさまざまな面におきまして住民ニーズの多

様化、高度化が進み、住民との連携、協力が必要となっておりまして、協

働のまちづくりが不可欠でございます。 

 そのためには、第１に、第４次総合計画はその内容を住民に理解してい

ただく必要がありまして、周知を行う必要があります。既に本年の２月に

は第４次総合計画の素案につきまして、住民懇談会におきましてスライド

を用いて説明を行っております。さらに、町のホームページに全文を掲載

し、閲覧が可能な状況にしておりますとともに、４月より広報たいわの紙

面を利用しまして、テーマごと解説を行っております。さらには、10月の

広報配付と同時に、今お話しありました概要版を毎戸配付する予定として

おります。 

 その中にあって、実施事業の周知を図る必要があるということでござい

ますが、多くの事業メニューのうち、重点事項を整理し、区長会の場を利

用するなどＰＲに努め、協働のまちづくりが地域の協力のもと、推進でき
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るよう努めてまいります。 

 次に、町民との取り組み体制でございますが、産業や防犯、交通安全、

伝統文化の継承、教育など、さまざまな分野での取り組みが考えられ、そ

れぞれの事業において行政と住民の役割を明確にしながら連携を図ってい

きたいと考えております。 

 次に、町の支援体制でございますが、地域活動推進のためには、それぞ

れの地域のリーダーが必要でありまして、人づくりが欠かせない状況でご

ざいます。例として、地域づくり企画実践事業を開催しておりますので、

地域おこし等のノウハウを取得し、地域において実践していただくなど、

それぞれの分野において人材を育成していくことが重要であると考え、人

材育成の支援を行ってまいります。 

 また、環境整備等は地域で実施していただくなど、地域での役割を明確

にしながら、愛着を持って地域活動を行うことによりまして、コミュニテ

ィーの醸成につながるものと考えておりますので、地域活動がスムーズに

実施できるよう指導を行いながら、側面からの支援を検討してまいりたい

と、このように考えておるところでございます。 

  

議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 事業の概要でありますが、10月に概要版を全戸配付するということであ

りますし、４月から広報たいわに掲載をしておること、このことについて

は承知をいたしておりますが、本当にあの紙面で、町民がどういう事業に

取り組んだらいいのか、それが理解、私はできない、そういうふうに思っ

ております。やはり第４次のこの総合計画の中、その中で実施計画書では

予算化をしているわけでありますが、その中には地域活性化事業、さらに

は地域づくり推進事業、地域づくり人材育成事業という項目の中でそれぞ

れの予算を計上しておりますが、その予算の内容すら町民は知っていない

というのが現実でありまして、どういう取り組みをしたらいいのかという

ことには、なかなかそこまでの理解ができないのではないかと。その理解

を深めるためには、少なくとも町長には、先ほどの答弁では、区長には区
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長会などを通してＰＲをしていきたいということでありますが、私は事業

を進める中で、少なくとも区長に手引書、こういう事業はこういうことで

手続をしてくださいよとか、こういうことがありますよという、そういう

手引書があっていいのではないかというふうに思います。そうすることに

よって、この事業が町長の思うような、そういう方向で、町民と町とが協

働して協力し合ってまちづくりを進める、それが具体的に進められる、私

はそういうふうに思うわけでありますが、そのことについてどういうふう

に考えるのかお伺いを改めてしたいというふうに思います。 

 それから、町民の取り組み体制、これはただいま区長会を通しての話を

申し上げましたが、やはり町民組織もあるわけでありますから、いろんな

そういう組織にも積極的に呼びかけをする、そういうこともあっていいの

ではないかというふうに思います。 

 それから、町の支援体制、これについても、町の支援体制については今

の答弁では、地域活性推進のためにそれぞれの地域のリーダーを育てると

いうこと、確かにそれも必要でありますが、町の職員と地域が一体となっ

た取り組み、職員の地域担当制といいますか、そういうこともこの事業を

進める上ではあってもいいのではないかというふうに思っております。特

に、その体制については、2001年の宮城国体の民泊協力で職員がそれぞれ

の地域を担当した、そして、あの事業を進めたという経緯もありますし、

また、敬老会、これもそれぞれの行政区ごとの開催をしているわけであり

ますが、そこにも職員を配置をして協力しながらその事業に取り組んでい

るということでありまして、町全体として非常に大きい事業を進める、そ

ういうこともスムーズに進める、そしてそれを地域の区長なり町民組織の

代表者と相談なりに乗ってくれるような、そういう体制をつくるのには、

それは職員の地域担当制、これがあってもいいのではないかというふうに

思っておりますので、まず、このことについて改めてお伺いをしたいとい

うふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 まず、それぞれの事業といいますか、について、手引書、具体的な説明

書ということになるんでしょうか、そういったものを区長さん等に配付を

してというお話でございます。年度当初に区長会がございまして、そのと

きに区長さんたちに町の方針なり、また、大きな事業につきまして説明を

する。一度理解してもらってですね、ということがございます。そういっ

たときに、その事業について、すべてというわけにはまいらないというふ

うに思いますけれども、特に地域にお願いする部分とか、そういったもの

について説明を、今もしているところではございますけれども、そういっ

たものをもう少し、細やかな部分についてもやれるということが一つ考え

られるのではないかというふうに思っております。 

 また、区長さんほか、先ほど申し上げました区長会ほか防犯とか交通安

全とか伝統継承とか、そういった方々にはなかなか全体的なお話をする機

会はないところでございまして、これまでもどちらかというと、関連した

事業があった場合に関係者の方々にお話をしている経緯がございます。こ

ういった方々にお集まりをいただいて、一堂に会してそういった町の進み

方といいますか、そういったものがあればというお話でございまして、今

までそういった機会は持っていなかったところでございますけれども、そ

ういうお話をいただければ、そういった機会が年度当初にでも、区長会で

あるような形であってもいいのかなというふうな考えも今ちょっと思った

ところでございます。 

 また、職員の地域担当制ということでございますけれども、これも先ほ

ど例に挙げられました国体の民泊または敬老会という形でございます。た

またまきのう、運動会がございました。各地区、職員も各地区地区でお手

伝いといいますか、一緒にやっておったところでございまして、また、地

区ごとの準備等につきましても、地区、部落といいますか、でも担当とい

うわけではないんですが、出身地という形でお手伝いをしていることがご

ざいます。そういった中で、ある程度そういった役割もやっているのかな

というふうに思っておりますが。地区担当制というふうになった場合に、

どういったイメージといいますか、部落担当というところまでいけばいい

のか、その辺もあるんだと思いますけれども、部落担当となりますと60行

政区ございますので、なかなかきめ細やかにというわけにはいかないよう
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なところもございます。だったら旧町村だったらどうなのか、それでもか

なり大きくなってくるということがありますので。各町村でそういったこ

とをやっているところもございます。うまくいっている部分、そうでない

部分、あるようでございますけれども、担当というどういった形の取り組

みができるのか。今もやっている部分はさっきも言いました、そういった

形でやっているものをもう少し深める方法もあるのか、そういったことを

考えていかなければいけないのかなというふうに思っております。また、

同時に、職員がそのことをすべてを理解して、職員担当それぞれが理解し

ていくこともありますので、職員の勉強も当然ながら必要になってくるん

だろうなというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 総務常任委員会の平成21年、本年度の行政視察、秋田県仙北郡の美郷町

に行ってまいりました。その行政視察のテーマ、これは協働参画、いわゆ

る住民参加のまちづくり事業ということでございました。その中で、それ

ぞれの美郷町で取り組んでいる内容について勉強をしてきたところであり

ますが、美郷町については大きく分けますとボランティア活動、そのボラ

ンティア活動のコーディネーター、それを町が進めていると。協力してそ

の支援をするという体制。それから、ボランティアのコーディネート、そ

れをする「みさぽーと」という名前の施設、コーディネーターの事務局と

いいますか。それから、行政区機能強化プロジェクト、これは住みよい地

域づくりということでそれぞれ補助金、助成金を出してハード面の整備を

する、そういう取り組みの内容でございました。 

 非常に参考になったということは、まずもってこれは県民性といいます

か、町民性といいますか、ボランティアをきちんとできる、取り組める、

そういう町民が非常に多いということでありまして、学校なりいろんな施

設の整備も含めたそういう支援をする。しかも、その中にはいろんな組織

も含めた活動に取り組んでいるということでありまして、我が町でこのボ

ランティア活動をお願いした場合、どういうふうになるのかなというふう
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に思いましたが、そういうことがありました。 

 それから、ハード面では、それぞれの行政区内の集会施設に対する補助

制度といいますか、それがメーンだったようでありまして、このことにつ

いては我が町ではもう既に実施をしている、そういう状況でありました

が、そういう中で特に感じたことは、協働で進めるまちづくり、その情報

の発信といいますか、それがきちんとできているということと、それか

ら、ハード事業面についてはそれぞれの手引書配付をして、その手引書に

基づいてそれぞれの事業に取り組むということもございました。 

 私は、先ほどから申し上げておりますが、この協働のまちづくり、しか

も先ほど申し上げましたように、地域活性化事業としてのまちづくりの推

進会の認定なり助成、そして、地域づくり推進事業ではまちづくり団体へ

の活動支援、さらに、地域づくり人材育成事業ではそれぞれの講座、そし

てその講座を通して得た成果、プラン、そういうものの実践への補助とい

うことで、三つを掲げて我が町では予算を計上しているということであり

ますから、くどいようでありますが、このことについて詳しい内容を町民

に知らせるということは非常に大事なことだというふうに思っておりまし

た。そのことについて改めて考え方をお伺いをしたいというふうに思いま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 美郷町ですか、でいろいろ新しいといいますか、形でやっておられると

いうことでございました。参考にさせていただきたいと思います。 

 また、町で今回、今年度計画しておりますそれぞれの活性化事業につい

ての具体的内容を、住民参加の中でございますので、住民の方々に詳しく

説明といいますか、ということでございます。この考え方につきまして

は、それぞれの事業が具体化した段階でまたお声がけをするという考え方

を持っておるのが基本でございますけれども、多くの方々に知ってもらう

ということもお話のとおり大切なことだというふうに思っております。こ

ういったものについて、広報活動といいますか、こういったことをやりま
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すよ、こういった内容でやりますよということの具体的なものにつきまし

てお知らせする方法というと、やっぱり広報とかそういったものでまずお

知らせするということが、まず全町民、全家庭にお知らせする方法の一つ

かなというふうに思っております。 

 あと、そのほかのやり方とすると、また区長さんたちにお願いをしてお

話をするとか、そういった形になってくるというふうに思いますが、方法

としては、広報にその事業の内容等々について説明を載せるというか、そ

ういったことが基本かなというふうに思っておりますので、また今後、ど

ういうふうに、どの時期にどの事業にどういったタイミングで出すかとい

うこと等々もあるわけでございますけれども、その辺は内部で検討させて

もらいたいというふうに思います。そういった形で、まず広報が一つの方

法と考えますが、あと、そのほかにもいい方法があるかどうか、ちょっと

内部の方でも打ち合わせをしながら、よい方法があれば。あと、ホームペ

ージですか、そういった形とか、そういったものを考えてみたいというふ

うに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 まず、予算が計上されて既に半年がたとうとしている、そういう中で、

やはり町民組織に取り組んでもらう、その内容を周知するということは当

然なことだというふうに私は思いますし、また、そのための手引書の配付

については、これは必ず必要なことだというふうに思っております。 

 また、いろんな事業メニューについても例示をするというような答弁で

ありましたが、そういう中で、答弁の中では特に環境の整備といいます

か、そのことにも取り組むという答弁があったわけでありますが、その中

で特に取り組むべきこと、取り組んでもらいたいこと、町民にですね。そ

のことは、町道の街路樹、その下に植栽をしている植え込みといいます

か、木がございます。それぞれの地域によってはきちんと除草なり剪定を

しているところもあると。今度の広報たいわ９月号ですか、その中には、

このふれあい道路、これを中町の老人クラブがボランティアで清掃してい
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るとか、それから、ほかの地域でもいろんな形で取り組んでいるというこ

ともありますが、全体的には植栽、植え込みについては業者に委託をして

いるといいますか、地域振興公社を初め地域に委託をしていると。そうい

うものは、それぞれ該当する区が自分たち、自発的に除草なり剪定をする

ことによって、環境の美化、さらには交通安全対策、そういうものにもつ

ながる、そういうことにもなってくるというふうに思いますので、そうい

う取り組みを含めた活動というものは、皆さんで取り組めるようなそうい

う体制があってもいいのではないかというふうに思っておりますので、こ

のことも含めて、ちょっと話が行ったり来たりしますが、このことも含め

て、改めてそういう啓発といいますか、町民に対する啓発のあり方、その

ことをお伺いをしたいというふうに思います。それで１件目については終

わりにしたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 今、例として挙げていただきました例えば植栽の管理といいますか、そ

ういったもの等も地域の方々でやっていただくというような考え方、そう

いった形でやって、今も一部ではございますが、そういった協力体制をも

って植栽をやってくださっている方もおいでですし、また、地域によって

は草刈り機ですか、地域の方々にお願いしている方もおるところでござい

ます。そういった方々が実際もう既においでになることではございますけ

れども、そういったものをもっと広げた形でご協力をいただいて、みんな

でまちづくりをしていくということでございますので、そういったことに

ついてご協力いただけるのであれば、大変町としてもうれしく思います

し、それで、みんなで同じみんなでつくっていくまちづくりになるという

ふうに思っております。 

 交通事故の問題とかそういった部分もございましたので、一概にすべて

がというわけにはいかないところがあるというふうには思いますけれど

も、基本的な考え方として、そういったものについてもやっていくことに

よって、協働のまちづくりの一つがなっていくということでございますか
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ら、そういったものについてお願いするべきところはお願いをしながら、

やれるところから進めていければというふうに考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 それでは、通告をしておりました２番目の地域特産品の創造・開発、こ

のことについてお伺いをいたします。 

 本町の農業振興と商業の活性化のために、観光資源と組み合わせた滞在

型・体験交流型観光の推進と、地域の素材・人材・技術・伝統を生かした

本町ブランドの特産品、町の名物・土産品の創造・開発に町民挙げて取り

組める体制をつくってはどうかということでございます。このことについ

て、町長の考え方をお伺いをするものであります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、ただ今のご質問でございますが、滞在型・体験交流型観光の

推進、そして地域特産品の創造・開発についてでございますが、大和町で

はかつて、中山間地域等直接支払交付金事業ということで、難波地区をモ

デルとしましてワークショップを立ち上げまして、平成15年にお立ち酒を

再現した模擬結婚式、「ウエディングセレモニーお立ち酒」を実施した

り、ウィンターフェスティバルということで、冬の花火やお神楽、雪灯籠

まつりを実施した経緯がございます。 

 あわせて、県事業でございます「みやぎの”磁場”産業づくりモデル事

業」としまして、55歳以上のいわゆるエルダー世代をターゲットに七ツ森

周辺での体験観光ができないかということで、平成18年にスノートレッキ

ングと温泉、里山の料理を組み合わせたテストツアーを開催いたしており

ます。 

 さらに、南川ダム周辺関係者の連携促進によりまして、体験観光メニュ
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ーの整備や探索マップの作成をいたしております。このような影響もあり

まして、七ツ森周辺の観光客は年々増加している傾向にございます。 

 また、地域の素材・人材・技術・伝統を生かした本町ブランドの特産

品、町の名物・土産品の創造・開発を町民を挙げて取り組める体制づくり

でございますけれども、他県などから当町においでになる際に何が町の名

物か、土産品かと言われますと、町の優良地場産品推奨品としての菓子類

や農産加工品としてのそば類などございますが、町を挙げての共通したも

のになると難しいものがございます。これまでいろいろなことを試行して

おりますが、既存の町の優良地場産品奨励品を最優先にし、これをもとに

生産者や商工会、物産協会が主体となっていただきながら、町が支援する

形でなお一層のＰＲ、販売等に努めてまいりたいと、このように考えてお

ります。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 ただいま答弁をいただいたわけでありますが、まず、観光資源と組み合

わせた滞在型・体験交流型観光の推進でありますが、この辺は第４次の総

合計画の「商業の活性化と観光の振興」、その項でこのことについては明

示をしております。その中には、「豊かな自然環境の保全に配慮し、ダム

周辺の公園緑地、温泉、歴史、文化、農林業等を生かした家族連れで手軽

に利用できる体験型観光を推進する」と。それから、「本町を訪れる観

光・交流人口増加を図るため、観光関連団体やイベント開催の支援、観光

情報提供の充実、同一デザインの観光案内標識、説明板の整備等を進め

る」というふうにしております。 

 そういう中で、今の答弁では、かつて中山間地域等の直接支払交付金事

業、その中で難波の取り組み、その答弁がございました。ところがこれ

は、かつてはでありまして、現在はそこまでいっていないのかどうかわか

りませんが、そういう状況になっている。 

 それから、もう一つは、そのほかに、これも平成15年から16年、さらに1

5年から17年までの事業がございました。一つは、15年から17年まで事業で
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取り組んだのはグリーン・ツーリズム、さらに16、17年度事業で取り組ん

だ体験観光推進協議会事業、このことが私は生かされていない、町の事業

として取り上げた、そのことが生かされていなかったのではないかという

ことであります。なぜそのことが広がらなかったのか、定着しなかったの

か。そのことをどのように検証をしながらこの事業に取り組んできたの

か、そのことがまず第１点であります。 

 それから、第２点は、町長からもお話がありましたが、大和町の名産

品、名物、特産品といったら、ここにおられる皆さんもどういうふうに答

えが出るのかですね。私は、強いて言えば、先ほども傍聴者からお話があ

りましたが、そばの生産は宮城県一だというお話でありますが、その生産

されたそばを使って名物をつくっているのかどうか。それもやはり宮城県

一になれるようなそういうものがあってはいいのではないかと。私は、強

いて言えば大和町の名物、これは島田あめという以外にはちょっと……。

あとは、それぞれやっていることはいっぱいあります。例えば大和まるご

と市なり農協の朝市、さらには花野果（はなやか）広場での農産物の販

売、ＪＡグリーンでのそういう販売、さらには都市圏の物産交流というこ

とで、巣鴨地蔵通りの商店街との交流、仙台でのまるごとフェアですか、

そういうものには取り組んでいるわけでありますが、それはほんの一部の

人、少数の人の取り組みであって、町全体がそのことに対しての取り組み

にはなっていないというのが現状であります。売れない、人が来ないとい

うことでなくて、そういうものをつくることによって人が自然に集まる、

そしてそれが町のにぎやかさにつながるというふうに、私はこのものを持

っていかなくちゃならないのではないかと。 

 先日、町内の飲食店経営者とお話をする機会がございました。あんたた

ち、何か町の名物をつくる考えはないのかというお話をしましたら、大い

にあると。ところが、あるんだけれども、食材がないと。その食材を提供

してもらえるんであれば、我々はそういう名物をつくる気持ちは大いにあ

るというお話をいただきました。そういうことでお話をいただいたもので

すから、ああ、まだまだ大和町の飲食店経営者の方々は意欲的にそういう

開発をしようとしているんだなと、そういう取り組みをしているんだなと

いうふうに思いました。そして、じゃなぜそれが通じないんだと、みんな

取り組めないんだというお話をしたら、商工会なり農協が一体となってそ
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ういう食材を提供してもらえるような、そういう体制をつくってもらえ

ば、それは取り組みは可能だというお話をもらいました。  

 あと、先ほども申し上げましたが、今年度の総務常任委員会でのこれも

行政視察の中で、美郷町内の飲食店で昼食をとりました。その際に、チラ

シをもらってまいりました。こういうチラシです。遠いわけですからちょ

っとわかりませんが、これは、奥羽山麓のおいしい水と大自然で育った黒

毛和牛、それと地域の特性を生かした食材、それから、さらには伝統のし

ょうゆ、それを使った「美郷まんま」というどんぶり御飯ですね。これを

美郷町内の飲食店で取り扱っている、そういうマップをつくって宣伝を

し、この町の名物にしようと取り組んでいるという、そういうお話を伺っ

てきまして、そこでお昼御飯を食べてまいりました。 

 それから、今、宮城でもいろいろ取り組みが宮城県内でもされておりま

すし、特にセブンイレブン、「食べよう宮城の食材」ということで、宮城

県の食材を使った弁当、これも毎週金曜日でしたか、販売をしているとい

うことで、やはり町の独特の名物といいますか、そういうものをつくるこ

とによって地域を活性化させる、農業も商工会も活性化させる、そういう

取り組みがあってもいいのではないかというふうに思っておりました。 

 ちょうどそういうところで見てまいりまして体験をしてまいりましたこ

とから、我が町としても考えてみたところ、大和町の名物はといったら、

さっきも言ったように思い浮かばない。また、大和町のお土産品はといっ

たら、それも思い浮かばない。それこそ、こういうものを町民挙げて、商

工会、農協、そして飲食店の経営者の方々、挙げて取り組むことによっ

て、新たな名物が生まれ、新たな土産品が誕生するのではないかというふ

うに思ってございます。本来であれば、このことは農協なり商工会にお話

をすべきでありますが、観光物産協会の事務局は町の役場、産業振興課で

ありますから、そこが中心となったそういう取り組みができないものかど

うか、そのことについて町長のお考えをお伺いしたいというふうに思いま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 まず初めに、以前に取り上げたグリーン・ツーリズムなり、または体験

型観光なりについての検証というんですか、そういった部分についてとい

うことでございますが、グリーン・ツーリズム等につきましても、お話の

とおり、皆さんのご協力をいただきながら取り組んできたところでござい

ました。しかしながら、現実的な対応となったときに、なかなか受け入れ

態勢側とお客さん側とのスケジュールの調整の難しさといいますか、そう

いったことがありまして、募集はしたものの今度は受け入れがなかなかそ

ろわなかったりというようなことが現実的な問題として出てまいりまし

た。試験的に何回かはやれたところでございますが、年間を通して受け入

れ態勢とお客さん側の意向と、そこの辺がどうしてもうまくできずに、通

年一つのものをずっとやっている農家さんであればよろしいんでしょうけ

れども、大和町の場合はなかなかそういう状況でもない中でございますの

で、お客さんが希望する作業と受け入れ側の作業と合わないとか、そうい

った難しさがあったというふうに思っておりまして、その後、なかなかそ

ういったツアーが組めない状況であったというふうに思っております。 

 また、地場産業等の事業につきましても、それぞれマップをつくった

り、または先ほど言いましたウィンターフェスティバル等々をやったわけ

でございますけれども、土産物の研究もやりました。なかなか、これも継

続が難しかったということでございます。単発であればできるのですが、

やはりこういったものは継続的にやっていくということでございまして、

そうなってきた場合に、受け入れ側等の事情等もありまして、期待される

成果が得られていなかった状況にありました。こういったものはなかなか

やっぱり難しいものだなというふうに思いました。 

 また、そのほかにも、ホウレンソウをハウスで多くつくったときがあり

ましたので、そういったものの利用方法を研究したこともありました。パ

ウダー化してつくる方法とか、そういった研究等々をして、商品、一部試

験的にやったところでございますが、採算的に合わないとか、思った成果

が出てきていない状況等があります。 

 そういった中ではございますけれども、やはりこれだけの観光資源なり

農業生産能力なり、そういったものを持っているわけでございますから、

失敗を繰り返しながらも新たな方向でという形で第４次総合計画にのせて
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おるところでございます。 

 また、新しい商品等の開発等につきまして、農協さんなり商工会さんな

り、そういった各種団体とも連携をとりながらやっていくということ、こ

れは大切なことだというふうに思います。課題としては、それぞれ黒川郡

商工会なり農協さんも黒川郡という大きな枠になっておりますので、その

中で大和町がという独自のものがどこまで取り組めるのかなという思いが

ありますけれども、黒川郡全体で考えてもできないことはないというふう

に思いますけれども、そういった課題もあると。 

 観光物産協会が中心になってということでございまして、物産協会、産

業振興課にございまして、今、一緒の活動といいますか、やっているとこ

ろでございますけれども、そういった協会の方々ともお話し合いをしなが

ら、そういったことに取り組めるのかどうか、検討といいますか、お話し

合いをしたいというふうに思います。 

 名産品といいますか、そういったものをぜひ欲しいところでございます

けれども、やはりなかなか、商品を何品か開発して多分一つが出てくるん

だというふうに思います。一つやったからそれが必ず当たるというもので

はなくて、何百品、何千品という中からヒット商品というんですか、本物

のそういったものが生まれるんだというふうに思っておりますので、今の

ところまだまだ、推奨品は出しておりますものの、おっしゃるとおりこれ

ぞ大和町の名物だというものがないところでございますけれども、これは

物産協会なり商工会なり、または今、お話しありましたけれども、農協さ

ん等の食材の提供とかそういったことも含めて、これからも研究、努力

を、町というか、住民皆さんでやっていかなければいけないんだろうなと

いうふうに思っております。これにつきましては、成果がぽんと出れば一

番よろしいんですが、先ほども言いましたが、なかなか出ないところもあ

りますので、繰り返し、継続的にやっていく必要があるんだなというふう

に思っております。 

 それから、やっぱり、つくるだけではなくて売る方といいますか、住民

の方々にも、やっぱり口コミでＰＲとかそういったことが非常に大切なん

だというふうに思うものですから、そういったご協力もいただきながらや

っていく必要があるんだろうなというふうに思うところでございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 まず、体験型・交流型の観光なり滞在型の観光、このことについては、

例えば親子で何かをつくる体験をする。そして、泊まって体験するなり、

来て日帰りで体験するという方法もありますが、一つには、例えば「田舎

へ泊まろう」的な発想ですよね。テレビでやっております「田舎へ泊まろ

う」というような、そういう発想で、親子で泊まってそこでいろんな体験

をしてもらうということも一つの方法なのではないだろうかと。 

 それから、これは産業振興課でチラシを出した夏休み自由研究スペシャ

ル「酪農家見学会 牛乳ができるまで」こういうタイトルでそれぞれ出し

ているところもあるわけですから、課によってですね。それを一つにまと

めた、そういう大きなプロジェクトといいますか、観光・交流型の観光、

そういうものに結びつけるようなことが考えの中にはあっていいのではな

いかというふうに思いますし、それから、企業立地、町長の招集のあいさ

つの中にも、企業立地、いよいよそれぞれの進出状況が出てきました。そ

ういう中で、やはりこういう体験できる観光なり町として誇れるお土産、

そういうものがあることによって、ある程度、立地する企業の従業員に理

解を得られる、そして協力をしてもらえる、場合によっては定住もしても

らえるような、そういうことにもつながるのではないかということから、

このことをぜひ取り上げて、そして実践に移すと。 

 町長が言うように、これは何百種類、何千種類つくっても、本当にこれ

ですよというのはないと思います。ただ、何点かでそういうものを、同じ

ものをつくって販売する。そのことによって、それが口コミで広がってい

くことによって、一つの人気商品になるというふうにもつながると私は思

っておりますので。 

 なお、この「田舎に泊まろう」については、これも先ほど申し上げまし

たように、既に国体での民泊、それで選手を泊めるなりして体験をしてい

るわけでありますから、そういうことも一つの方法としては考えられるの

ではないかと。 

 それから、もう一つは体験交流、そういう中では、親子での例えば名物
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づくり、これは「伝えたい大和の味 食べてけさいん」という、伝統料理

ですか、それを発行している組織もあるわけでありますから、そういう大

和町の伝統料理、そういうものにも、体験をしてもらうことによってこの

町を理解でき、そして、そういう交流、観光の交流につながってくるので

はないかというふうに思いますので、あわせてそのことだけお伺いをして

私の質問をあと終わりたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 大和町にあるいろいろいいものを利用してやっていくということだとい

うふうに思います。先ほどお話ありました「牛乳ができるまで」、あれは

去年から始めたんですが、酪農家のところへ行って、搾乳も経験し、ま

た、えさをやるというんですか、その後に、牛乳を使ったお菓子といいま

すかデザートといいますか、そういうものをつくったり、明治乳業さんの

ご協力をいただいてやったところでございます。 

 そういった形で単発ではやっているところでございますけれども、そう

いったものをいろいろあわせて、また、その中に伝統食を食べさせるなど

してということでございまして、そういった企画等々について検討をとい

うことでございますが、こういったことを企画検討することと、あと受け

入れ態勢、先ほど国体で経験しているということではあるわけでございま

すが、やれば単発ではなくてずっと、ある程度商売といいますか、そうい

った形でも進めていかなければいけないものだというふうに思います。 

 そういったこともございますので、受け入れ態勢について、町でこうや

りましょうと言ってそれだけで済むものではないというふうに思いますの

で、そういった企画を出して提供をするといいますか、そういったことも

町としてはお手伝いの一環だというふうに思います。先ほどありました商

工会とか、または農協さんとか、そういった方々とも連携をしながら、ま

た、飲食店組合の方々ともそういった連携をしながらということで、やっ

ぱり一団体なり町だけがやろうと言ったところで、みんなが一緒になっ

て、それこそ協働で取り組まなければいけない事業だというふうに思いま
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すので、そういった意味合いでは、今後、そういった団体さんとのこうい

ったことについてお話し合いができる機会等が持てればというふうに思う

ところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中山和広君。 

 

１ ５ 番         （中山和広君） 

 何回も申し上げてきましたが、このことについても、やはり今、町長が

言うように、協働のまちづくりにつながると。そして、町が何でもかんで

も皆取り組めというのではなくて、町はきっかけづくり、それをどういう

ふうにすればそういうきっかけがつくれて、そしてそれが成果にあらわれ

るのかというふうにつながると、私はそういうふうに思っていますから、

そのことを強く期待をして私の質問は終わりたいというふうに思います。

以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で中山和広君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。休憩時間は10分間とします。 

 

     午後３時０９分  休 憩 

     午後３時１８分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君）  

 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 12番上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 私は、通告どおり２件の一般質問をさせていただきたいと思います。 

 １件目はシニアの力を生かす場づくりです。 

 今、高齢化時代を迎えまして、定年後の生きがいを求めて働く場、活躍
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する場を求めて、見つからない人がいっぱいいて、生きがいを失うという

か、元気を失っている人も大分ふえているようでございます。これはあく

までも私が住んでいる団地の中の話です。というのは、大体、非常に年齢

が偏っているんですけれども、今、そういう年齢を迎えることになります

人たち、高齢者の働く場、生きがいのある場をいかに町なり地域なりが創

造して提供できるか、これがこれからの高齢化社会を地域が、自治体が本

当に活性化していくために大きなキーワードだと思っているんです。その

ために私は、この問題を取り上げました。 

 なぜかと言いますと、人間には、大きく分けますと社交的な人間、非社

交的な人間、二つに分かれます。サラリーマンでしたら、サラリーマン時

代は組織の中にあって対人関係とかいろんな関係、仲間がいたり上司・部

下の関係でいろいろなことがありますけれども、非社交的な人間は、どち

らかというと、そういう組織から離れますとどうしても閉じこもりがちに

なってしまいます。閉じこもりになりますと、生きがいを失い、目的を失

って、毎日の生活がマンネリ化してまいります。毎日の生活がマンネリ化

するということはどういうことかというと、まず、脳細胞の活動が低下し

ます。脳細胞の活動が低下して、マンネリ化して行動力が鈍ってくると、

やはり生・老・病・死という名前があるように、病気がちというか、そう

いう今はやりのうつ傾向といいますか、そういうものになって、それが老

化現象に拍車をかけていきます。 

 それに反しまして、社交的な人間はどういうふうになるかというと、仕

事から離れて、まずお酒の好きな人だったら酒飲みのグループをつくった

り、趣味のグループをつくったり、いろんなことをやりましてサークル活

動あるいはボランティア活動をする。そして、その中に共通の生きがいを

見つけまして元気になってくるというふうに、60過ぎてくるとそういうふ

うに二つのグループができてまいります。 

 じゃ、町として考えないとだめなのはどこなんだろうか。やっぱり、社

交的な人間あるいは目的を持った人間化することだと思います。それが広

がれば、地域の活性化につながります。そして、これは元気をもらえます

から病気が出ない。ということは、医療費が最小限で抑えられる。そして

それは福祉の関係の費用の削減になるということで、そのお金がほかの方

にプラスの面に利用できるようになるわけです。 
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 じゃ、今、町が考えないとだめなのは何なんだろうか。これは、非社交

的高齢者を社交的な人間の仲間への勧誘の強化だと思います。これが今、

成功しているところと成功していないところによって、大きく変わってく

るだろうと。この問題につきましては、町内会レベルでは解決できない問

題なんですね。町内会の役員というのは、大体その中の社交的な人が中心

になって動いています。だからといって、その人たちに、どちらかという

と積極性のない人たちまで呼び込んで町内会活動をさせようとしても、な

かなか協力は得られないのが現状じゃないのかなと。 

 そうすると、どういう人たちがしたらいいのか。これは、人間関係の深

い人の勧誘があれば、その人に引っ張られてそういう活動にも参加してこ

れる。人見知りをする人、消極的な人、そういう人たちは、その人と親し

くつき合っている人、その人に尊敬されている人がいろいろ勧誘して、そ

ういう地域的な活動に参加するようになったとき、参加してくるんではな

いのかなと。 

 ただ、これは一時的にはそういうことが成り立ちますけれども、これは

決して継続はしないんです。なぜ継続しないか。今までのやり方では、お

もしろさ、楽しさがないから継続しないんですね。楽しければ、おもしろ

ければ、必ず継続はできるはずです。ですから、ここで必要なのはアイデ

アで、楽しいんだというようなこと、そういう企画力、これが求められる

んじゃないのかなと。 

 例えば、この間おもしろい話を聞いたんですけれども、ある町内会の老

人会が混浴旅行をしようよという企画を女性が立てたんです。そして、私

も酒飲みながら一緒に聞いたんですけれども、その女性の会合で、婦人会

の……。ここまでしゃべる気はなかったんですけれども、口がすべっちゃ

ったんでしゃべりますけれども。そして、手を挙げて、５人ぐらい参加す

ればいいかなと、飲み会ですからね、女性の老人会の飲み会ですから。と

言ったら、そこに参加した20何名のうちの20名が手を挙げたそうです。そ

れで、それを発案して言った人がびっくりしちゃって、どうしようかと迷

っているんですけれども。それは本論から外れますが。 

 こういうように、楽しいとか何かスリルがあるとか興味のあることをや

れば、非常に参加してくる。ですから、こういうアイデアとかそういうも

のを持っていろんな参加の勧誘をすれば、堅苦しい話をしたってだれも参
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加したくないですよね。義理で参加するだけ。それは長続きしません。で

すから、こういうシニアの参加する、社会に出る、家からとにかく出て社

会活動をする、こういうことをぜひ町としても、そこまで極端な話は別と

しまして、何かそういうことはできないのだろうか。これがきょうの私の

ポイントでございます。 

 楽しくなければ継続はしません。だんだん自然消滅してしまいます。

今、もみじの町内会の活動というのは、だんだん役員がかわると一つの企

画が消えていく。それは、町内会のあれだから義理で参加している、そう

いう意識が強いからだろうと思います。ですから、その辺をどういうふう

にしたらできるのか。町として、そういうことを活動している人たちに、

どういうふうに誘導していったら、そういう意識を強くしてそういう活動

に持っていけるかということが必要なのではないのかなというふうに思い

ます。 

 例えば、これは四国の高知ですか、あそこでは、高齢者の方が集まって

お茶飲みをやったり飲み会をやっていたんですけれども、これは有名な話

ですけれども、何か落ち葉を拾って、それをはしの下に敷くあれにして、

それが商売になるようになったと。これは有名な、テレビでも放送されま

したし、ですからそれが趣味と実益を兼ねた仕事になっております。落ち

葉ではし置きをつくるということですね。お膳のつまにもなります。 

 それを聞いて、大和町の70％が山林だったら、大和町で何かもっといい

ものが木からとれないのかなと、そのとき私は考えたんですけれども。そ

ういうことを考えていくことがこれからのシニアの生きる場、そしてそれ

を市場に出荷できるようになればすごいものだと思うんです。ということ

でございます。 

 町として、そのようなシニアの力を生かす場づくりというテーマで考え

てるかどうかということをお聞きしたいと思います。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、上田議員の質問にお答えをします。 
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 ご質問のとおり、一層の高齢化社会の進行が見込まれている一方、まだ

まだ体力的にも健康で働く意欲を持った方や地域活動を通じた社会参加、

自己実現を目指したいという方に、人材活用、雇用の確保も含めた場の提

供という課題に向けまして、現在、22年４月の事業開始を目標にシルバー

人材センター設立に向けた準備活動を実施しておるところでございます。 

 シルバー人材センターは、自己の経験や知識を生かし、助け合いながら

仲よくともに働くことによって社会参加し、そこに喜びや生きがいを見出

そうとする地域の高齢者が集まって組織し、実益と会員相互の親睦を深め

ていく自主的に運営される団体でございます。このシルバー人材センター

をより活発に活動するためにも、人材の掘り起こしは重要なことと考えて

おりますので、議員の皆様方にも人材の情報提供、事業への参加など、お

勧めいただければというふうに思っておるところでございます。以上でご

ざいます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 私、どういう、シルバー人材センターの中身というのをよくわからない

んですけれども、私が今、重視しているのは、働くこと、体を動かすこ

と、頭を使うことによって生きがいをするということを重視して話したつ

もりなんです。ですから、シルバー人材センターですと、どっちかという

と勤務に対する報酬というような方が主力になってくるんじゃないかなと

いうふうに懸念をしております。私が言っている意味というのは、そっち

が主じゃなくて、こっちが主なんですね。そして、それに付随して賃金と

かそういうものが入ってくるという生きがいをこれから持つような施策を

とっていかないとまずいんじゃないのかなと。それは、町が中心にならな

くてもいいんですね。だけれども、何らかの形で町が関与した方ができや

すいというような考えがあるわけです。その辺について、ちょっと意見を

聞かせていただきたいと思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 シルバー人材センターでございますが、今、報酬の方が主になっている

ということがあったようでございますけれども、基本的にシルバー人材セ

ンターにつきましても、もちろん報酬はございますが、これまで自分が、

その方々が培ってこられた技術なり、またはそういった経験なり、そうい

ったものを生かしていただいて、そして、そういった経験を生かした中で

仕事をしていただくと。生きがいづくりという部分では、まず第一がそれ

だというふうに思っております。それに報酬もついてくるということでご

ざいまして。決して勤務といいますか、働くことで、メーンというか、報

酬を目的として参加するというものではないというふうに考えておるとこ

ろでございます。生きがいづくりと。 

 また、この中では、当然そこに親睦、交流が図られるわけでございます

から、そういった中から、常日ごろ、先ほどお話しでしたが、社交性のあ

る方、非社交性の方、なかなか参加できない方、そういった方々について

もお声がけをして一緒に参加をしてもらうとか、そういった効果もあるの

ではないかというふうに思っております。なかなか全体としてつき合い

が、男の人って意外にそういう傾向があるというふうによく言われます。

なかなか、仕事を終えたといいますか、定年の後に、女性の方は結構いろ

いろ活発に活動されますけれども、男の人は比較的うちにいるとかそうい

ったことで、非社交というのか、出るのが苦手だという方もおるというふ

うに思うんですが、そういった方々が、男性の方々もいっぱい参加される

わけですから、そういった中で友だち同士が声をかけ合って参加をすると

か、そういったことによってまた、仕事の面もそうですが、趣味の部分で

交流が広がるとか、そういった副作用といいますか、そういった効果も人

材センターにあるのではないかなというふうに思いはあるところでござい

ます。 

 シニアの方々のそういったいろんなアイデアを出すとかそういったもの

に対して、企画するとかそういったものに対して町でかかわる考え方とい

うことでございますけれども、町が企画してという形でどうですかという
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と、また官主導みたいになって、また参加する方々についても垣根ができ

たりするんだろうと思いますし、町で、さっきお話があった混浴ツアーな

どはなかなか企画が難しいと思いますので、そういったアイデアというの

は、やっぱり仲間の方々というか、そういった方々でやられる。それに町

としてどういったお手伝いができるのかということになるんだと思いま

す。一つ、シルバー人材センターもそうですけれども、集まる機会といい

ますか、これも一つのお手伝いではないかというふうに思います。 

 そのほかに具体的に私、思いつくところ、今ちょっとないんでございま

すけれども、大切なことだと思いますけれども、その方法については、繰

り返しになりますけれども、今、人材センターを立ち上げております。そ

れにそういった部分の期待もしておるところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 団地の感覚で言うんですけれども、シルバー人材センターにはなかなか

足が向かないんじゃないのかな。というのは、イメージ的にシルバー人材

センターというのは働いてお金をもらうのが主目的というふうに我々の、

団地の考え方なんですけれども、そういう考え方が強い。でも、そこまで

して働く必要はない。ただ、時間を持て余すから、そして仲間ができない

から、そういう中の仲間づくりとか何とかという形で。ただ、町内会とい

うのは、そういうのが余り、引退した人たちですから余り関係ないし、町

内会で活躍した人はその役員の人たちとは面識はありますけれども、たか

だか一つの町内会でそういう関係しているのは10名前後なんですね。そう

すると、それを広くやって、私が言いたいのは、それをもっと網羅する網

をつくりたい。そうすると、それに参加する人がいっぱい出てきていろん

なものが出てくるだろうというところで、そうすると、一つの町内会でで

きても次の町内会には伝わらない。単位が違いますから。そうすると、そ

の辺の橋渡しというか、網をかけるというのか何て言うのかわかりません

けれども、その辺で町が何か関与して広めることはできないかというのが

きょうの私のテーマなんです。その辺の町長のもっとちょっと突っ込んだ

話というか、説明というのを欲したいと思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 シルバー人材センターに対する考え方というのは、いろんな考え方とい

うのがあるんだと思いますけれども、今回、各地区で人材センターにつき

まして説明会を開催いたしております。もみじケ丘を含め、旧町村単位で

ですね。それで、そこの中でお集まりいただいた方の多かったところは、

もみじケ丘地区と吉岡地区というふうに聞いております。もちろん、全員

が来られたわけではございませんのでそれだけで何とも言えないところが

ありますけれども、興味を持っておられる方は、団地といいますか、新し

いところにもおいでなのではないかなというふうに一つ思います。 

 あと、ネットワークづくりのためのお手伝いという形になるんでしょう

か、網をかけるというのは。町の方で例えばそういった機会を設けるとい

う考え方の中で一つやっているのが、まほろば大学校とかそういった、い

ろんな趣味の世界といいますか、そういった形でお集まりをいただく機

会、そういったもので一つつくっているといいますか、ああいったことも

そういった機会になるんだろうなと。 

 また、例えば個人というか、地区でそういったまとまり、一つの組織と

いいますか、活動があって、これを広めたいといいますか、ほかの地区に

も広めたいということに対するお手伝いという感覚であれば、例えばこう

いった集まりがこの地区にはございますよ、皆さんも参加してはいかがで

すかといったような形のお手伝いというのは、例えば広報等でサークル紹

介とかそういった形、企業紹介とかもやっておりますが、サークルの紹介

等々の形のお手伝いもできるのではないかというふうに思っております。 

 あと、グループについてこちらから行って何かお手伝いすることがあり

ませんかというよりも、例えばそういったもっと仲間を募りたいというの

であれば、逆に町の方にご連絡をいただいて、さっき言ったそういった広

報とかを通じて皆さんにお知らせする方法とかが考えられるのではないか

と。 

 あと、何かこちらから行って、組織に対して何かしましょうかというの

もまたちょっと、その組織といいますか、仲間のお集まりの中に町から入
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っていくのも、どこまで入っていいかという問題もあると思うので、ちょ

っと難しいような気はするんですけれども、今ちょっと考えられるものと

してはそういった、お手伝いの場所であればそういった広報で広めるとか

そういったことが一つ考えられるのではないかなというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君）  

 今、町長の回答は大分前向きな回答をいただきましたんですけれども、

ちょっとこれは外れるかもわかりませんけれども、これは２番目の問題で

言おうと思ったことなんですけれども、介護施設の話で、大和町ではこう

いう介護サービスをしていますかと聞いたらしていませんと。じゃ、この

付近でそういう介護サービスをしているところを教えてくださいと言った

らわかりませんという電話での回答だったそうです。こういう受け答えを

されてしまいますと、町に相談してもしようがないんだと。一度そういう

経験をした人は、もう嫌だと言っています。やっぱり電話の受け答えで、

こういうところが大和町では、例えば、私がいるところは富谷が近いです

から、富谷ではこういうのがあるんだけれどもと言うと、富谷で相談して

くださいと。大和町の人も富谷で利用できるか、そういうものが、いろん

なあそこは遊び場所もある、フットサルとかというのもありますし、いろ

んなところで。でも、何かそういうあれがあった場合、大和町が親身にな

って、大和町の近辺で利用できるサービスとか施設とか何とかという電話

が、問い合わせがあったとき、できるような受け答えをして案内してもら

いたいというのが、この質問の底流なんですけれども。その辺、いかがで

しょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 これは、接遇といいますか、お客様に対する対応のことだというふうに
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思います。今の件だけではなくて、そういった何か問い合わせがあった場

合に、どういったお答えをしてサービスの提供ができるかということだと

いうふうに思っております。おっしゃるとおり、町でやっていなければそ

れにかわるものの情報提供とか、そういった形をしながら少しでも答えて

いくというのが基本だというふうに思っております。もしその部分が足り

なかったとすれば、そういうことがあったとすれば、それはすぐにでも改

めなければいけないというふうに思っております。 

 ただ、情報として町としてもすべてを知っているわけではないというこ

ともございますので、それは町として押さえている情報はもちろんそうい

った形で提供するわけでございますが、すべてがすべて、お客様が質問さ

れたことに対して答えられるかといえばそうでない部分もありますので、

そういった部分についてはご理解をいただきたいというふうに思っており

ます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 今ちょっとあれだったんですけれども、すべてを知っているわけじゃあ

りませんと町長言われましたね。そこのところの受け答えですね。電話で

の問い合わせの町に対する受け答えが、すごく何かこう、冷たいというの

か、何ていうのか。例えば、大和町ではこういうのをやっていませんけれ

ども、富谷でやっているかもわかりませんから、富谷で利用できるか、施

設とかそういう電話番号教えますから問い合わせてみてくださいと一言言

えばこういうクレームというのはつかないんだろうと思いますけれども、

その辺の教育というか、徹底というか、電話での問い合わせの受け答えに

ついて町長はどういうふうに今、この話を聞いて思いますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君）  

 電話の受け答え、これは窓口の受け答えももちろん同じだというふうに

思っておりますが、そういったことがあってお客様に、町民の皆様方に不

愉快な思いをさせたとすれば、大変申しわけなく思います。 

 こういったご指摘、上田議員からばかりではなくて、いろいろそういっ

たご指摘もこれまでもありました。その都度、注意をし、そういったこと

がないように指導、また、そういったことを進めているところでございま

すが、まだそういうことがあるということは非常に残念に思っておりま

す。 

 そういったことがないよう、相手の人がどんな気持ちで返答を受ける

か、相手の気持ちになった形での回答の仕方といいますか、対応の仕方、

そういったことを徹底させていきたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 ただいま町長から丁寧な回答をいただきまして、今後、そういう問題が

起こらないことを期待してこの問題は終わりたいと思います。 

 それから、２番目の方でございます。町の介護政策の充実をということ

です。 

 現在、国の介護政策は、病院・施設から在宅へと方向転換がなされて、

介護家族の負担が増加しています。町として介護家庭へのきめ細かな政策

が考えられないのかなというのがこの質問の趣旨でございます。 

 まず、この趣旨から考えて町長はどういうふうに感じられるか。もっと

詳しく言う前に、町長としてどういうふうに感じたのかということからお

答えいただきたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君）  

 上田議員、通告にしたがって。感情と言われても困るから。（「ですか

ら、今ここの文章を読み上げたんです」の声あり）回答でいいんだね。

（「質問の内容を読み上げただけです。感情を入れて読み上げただけで

す」の声あり） 

 町長浅野 元君。 

 



98 

町  長 （浅野 元君） 

 どう感じたかということでございますが、まず、この回答をお渡しして

おりますので、このことから回答をまずさせていただきます。 

 介護政策に関するご質問にお答えをいたしたいと思います。 

 介護保険におけます施設入所、ニーズが高まっているものの、老人福祉

施設の設置状況や介護福祉士等の人材不足、入所条件が要介護３以上にな

るなどのため、入所待機者が増加傾向にあります。このような中にあっ

て、国の施策としては、居宅介護サービスによる在宅介護への方向転換に

より、介護家族の負担が増加していることは否めない事実と考えておりま

す。 

 町では、介護保険制度内でのサービス提供ではカバーできない面が出た

場合などは、包括支援センター職員がケアマネジャーからの相談に応じ、

個々に応じたサービスができるかどうか検討し、対応している状況でござ

います。在宅介護におけます課題として挙げられるものに、病院にかかる

場合の通院介助、院内介助、移動手段などがあります。介護保険上では制

度的に無理が多く、支援策を講ずるには町独自の横出しが必要となり、財

政的な問題も含め、今後の検討課題と考えておるところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 町長から回答いただきましたけれども、ある介護サービスについて町へ

電話で問い合わせをした。そのときの町の電話の回答が、そういうサービ

スは大和町ではしておりませんという回答だったそうです。じゃ、どこで

そのサービスをしているか教えてもらえませんかと問い合わせたら、それ

はわかりませんという回答で、電話した人が大和町でわからないんだった

らどこで聞けばいいですかと言ったら、県がわかるでしょうという形だっ

たと。県に電話したそうです。県がびっくりして飛んできまして、この種

の問題は黒川郡が非常に、こういうクレームが県に入るのが物すごく多い

らしいですね。それで、県が、そういう話をしたよと言ったら、それでど

うしたんですかと言ったら、そういう話で帰ってきましたという話で、黒
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川郡が多くて、その中で大和町が一番県にそういう問い合わせをするのが

多いそうです。そのために今回、これを取り上げたんです。 

 やはり大和町がしていないサービス、それで、特にほかの地域から入っ

てきた人ですね。ほかの地域でそういう介護サービスを受けていて、ここ

でできない。じゃ、どこだったら受けられるんですか。これは介護サービ

スだから富谷だって受けられるんですよね。仙台市の泉かどこかでも受け

られるんですよね。だと思うんですけれども、じゃ、どこで受けられるん

ですかと言ったら、わかりませんと言われて、はねられたらしいんです

ね。飲み会のときにその話が出まして、きょうのテーマとして取り上げた

んですけれども。 

 やはり大和町は、基準があるんだと思いますね。介護サービスに対し

て。そして、大和町はこれだけのサービスはするけれども、ここのところ

はしていないんだよといったら、この代替の、どこへ行ったらこのサービ

スが受けられるかの案内くらいは最低できるようにしておかないと、これ

からどんどんそういう高齢化が進んで、そういうサービスが必要になった

人たちを満足させることはできないんじゃないのかなと私は思ってきょう

取り上げたわけなんですけれども。 

 ひとつその辺の調査というのか、調査といったらおかしいですけれど

も、その辺の意識、今私が話した内容についての町長の認識と、これから

そういう問題が起こらないようにしないとだめだと私は思うんですけれど

も、それに対しての町長の考え方を聞かせていただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 議員おっしゃるとおりだというふうに思います。黒川郡、そして特に大

和町が多いというお話、済みません、私ただいま初めて聞きました。ショ

ックでございます。先ほど申しましたけれども、電話対応、これは保健福

祉課のお話だと思いますけれども、に限らず、町全体の対応の問題にもか

かってまいります。先ほど申したとおり、相手の気持ちに立って対応、接

遇するべきだというふうに思っておりますし、その辺につきましては、早
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速調べるといいますか、その中で、そういったことのないように指導して

まいりたいと思います。 

 また、内容について「わかりません」という回答、先ほどもちょっとお

話ししたところでございますが、勉強不足だというふうに思います。 10

0％わかるというのはなかなか難しいところでございますけれども、そうい

ったものについて、そういった回答しかできないとすれば、これは完全な

勉強不足でございます。レベルが低いということになります。これはまこ

とに申しわけない。こういったことは、早速徹底して直させます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上田早夫君。 

 

１ ２ 番         （上田早夫君） 

 町長からの答弁をいただきましたので、大和町のそういうサービスに関

しての意識も実際のあれも大きく変わるんじゃないかと期待しまして、私

の一般質問を終わらせていただきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で上田早夫君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。休憩時間は10分間とします。 

 

     午後３時５８分  休 憩 

     午後４時０７分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 ２件３要旨で質問いたします。 
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 まず初めに、女性の健康支援・がん対策について。 

 現在、がんは死亡原因の第１位を占め、３人に１人が亡くなっていま

す。特に女性特有であるがん、乳がんや子宮がんは年々増加傾向にある。

しかし、日本のがん検診は英米に比べてかなり低い。厚生省では対策とし

て、一定の年齢に達した女性を対象に検診手帳の交付と子宮頸がん・乳が

ん検診の無料クーポン券を配布する制度が始まっている。 

 本町での事業開始はいつごろを考えているのか。その際、町内の対象者

数、受診機関等はどのようになっているか。また、受診率の向上をどう図

るのか、質問をしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、伊藤議員のご質問にお答えをします。 

 通常のがん検診につきましては、毎年３月に申し込みを締め切りまし

て、５月からがん検診を実施しているところでございます。子宮頸がん検

診につきましては、８月１日から10月末日まで、日母方式、いわゆる医療

機関での受診で実施しておりまして、乳がん検診につきましては翌日の３

月にひだまりの丘を中心に集団検診で実施しておるところでございます。 

 今回、国の経済危機対策の柱の一つとしまして、緊急に女性特有のがん

検診事業が実施されることになりまして、５月下旬に決定され、６月30日

を基準日として対象者が選定されております。対象者数は、それぞれの検

診でその節目節目に設定されておりまして、子宮頸がん検診が20歳、25

歳、30歳、35歳、40歳でございまして、対象者は 790人、乳がん検診につ

きましては40歳、45歳、50歳、55歳、60歳で 829人となっております。 

 これらの方々には、申し込みに関係なく、受診通知、検診手帳及びクー

ポン券を配布することになっております。なお、子宮頸がんの検診は毎年

受診があるので問題ありませんが、乳がん検診については従来から隔年受

診となっていますので、２年続けての検診対象となる方も生じることにな

ります。 

 今年度の子宮頸がん検診は、８月１日からの実施となっておりますの
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で、既に受診票、検診手帳及び無料クーポン券の配布は終えております。

乳がん検診につきましては、来年３月の実施となりますので、今後、配布

事務を行う予定でございます。 

 また、受診率向上に関してのご質問でございますが、対象者全員にクー

ポン券を配布いたしておりますので、全員が受診されることを期待してお

るところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 今年度の補正予算であることから、例えば10月から実施予定でも、こと

し４月から９月に検診を受診した人に対して、さかのぼって検診費用が払

い戻される自治体もあるが、本町はどうなのかということでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 大和町では、今のところ、さかのぼるということは考えておりません。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 それでは、６月30日を基準日としていますが、転入・転出者の対応はど

うなっておりますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 ６月30日を基準日としておりますので、６月30日に大和町にお住まいの

方が基本ということになります。基本といいますか、そこから基準という

ことになります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 ６月30日ということで、転入・転出者の対応は大丈夫だということです

けれども、３番目として、里帰り出産前後のために居住地以外での受診は

どうなのか、お聞きします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 里帰りということでございますけれども、里帰りされる方、住所につき

ましては今住んでおられるところ、の方がこっちに帰ってきたという意味

でしょうか。（「居住地で、近くで受診した場合とか、そういうことも考

えられる……。」の声あり）里帰りでこちらに帰ってこられた方というこ

とではないんですか。（「帰ってきて、受診した」の声あり）そういう方

は、住所があるところでクーポンとかが発行になられて、そちらからその

方にクーポン券とかが行くという形になっております。（「わかりまし

た」の声あり） 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 ぜひ滞りのないように進めてもらいたいと思います。 

 続きまして、２要旨目で、子育て支援対策について。子育て世代を「ひ
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とめぼれ」で応援。 

 ３人以上の子供がいる家庭に、地元産のひとめぼれ30キロを配る子育て

支援米を支給事業としてはどうかということで、秋田県男鹿市では、子育

て世代に「あきたこまち」で応援する事業を始めました。成長期の子供を

持つ家庭の経済的な負担を軽減するのがねらいで、18歳未満の子供が３人

以上いる家庭、本町の該当世帯は 399世帯、 1,249人がいますが、町が引

換券を配り、農協や町内の米販売店で新米のひとめぼれと交換できるもの

で、町の地産地消の促進にもつながると思うがどうか。 

  また、子育て支援策として、出産祝金などを出してはいかがか。少子化

時代を迎える今、自治体では独自で子育て支援を実施し、出産祝金を支給

しているところがある。本町も、第３子に３万円ぐらいの出産祝金を出し

て出生率の向上を図ってはいかがか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、子育て支援対策についてでございますけれども、本町の出生

率9.74人、1,000人当たりでございまして、県平均8.50人、 1,000人に対し

て8.50人ということでございますが、を上回っておりますものの、全国的

に少子化傾向にあることは議員のご指摘のとおりでございまして、本町も

同様の傾向にありますことは否めない事実でございます。 

  要因といたしましては、社会構造及び産業構造の変化によるものであり

ますが、実態としましては、いろいろな面で将来に与える影響は少なくな

いものと認識しております。 

 ご質問の３人目以上の子供さんを抱える家庭へ米引換券で地産地消の促

進をも考慮した支援をとのことでございますが、米を戦略としました総合

的支援策につきましては、学校給食等も含めいろいろな面で効果があるも

のと考えられますが、子育ての支援に関しましては少し視点を変えてみた

いと考えるものでございます。つきましては、少子化対策は今後の課題で

もありますので、定住促進も含めて検討させていただきたいと、このよう

に考えております。以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 少子化時代を迎え、自治体独自で子育て支援を実施しているところがた

くさんあります。兵庫県三木市では第３子に５万円、栃木県佐野市には第

３子に10万円、鳥取県倉吉市では第３子に２万円ということで、いろんな

その市、その町村で独自の子育て支援を行っているようですが、本町もそ

ういう形で何か子育て支援を取り組んでいくべきではないかなと思ってい

ますが、どうでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 子育て支援といいますか、子育てのお手伝い、これは大切なことだとい

うふうに思います。町でもそれぞれ、大和町でも独自の支援もやっている

ところでございますし、そういったことは大変必要だというふうに思いま

す。子育てをするに当たって、そういった現物支給といいますか、そうい

ったお祝金という形で単発という形がいいのか、それとも継続的なものが

いいのか、そういった考え方、いろいろあるんだというふうに思っており

ます。支援策としましては当然そういったことが必要だというふうに考え

ておりますので、今後とも皆様にご意見をいただきながら、どういった支

援が一番子育てをする親御さんたち、また子供さんたちに喜んでもらえる

のか、そういったことを十分考えながら進めてまいりたいというふうに考

えます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 この前、ある婦人の４人ほどお子さんがいる人とお会いしたら、大変だ
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という声を耳にしました。そういう部分で、こういう経済の厳しい中で子

育てをしているわけですから、早急に取り組んでほしいなと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 子育てというものは、今だけの時代ではなくて未来、これまでもこれか

らもずっと続いていくわけでございます。そういった中での支援というこ

とでございますので、大切な施策だというふうに思っております。さっき

も言いましたけれども、そういった形で単発的なものがいいのか、今度、

新しい政府になった場合にいろいろなマニフェストもございますけれど

も、そういった形がいいのか、高校に行ってからのものがあったりとかい

ろいろあるわけでございますので、大切な中でございますので、何度も言

いますけれども、親御さんに喜んでもらえる、また子供たちにとって一番

いい方法、そういったものを考えていかなければいけないと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 伊藤 勝君。 

 

３  番 （伊藤 勝君） 

 ぜひよろしくお願いしたいと思います。これで私の一般質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で伊藤 勝君の一般質問を終わります。 

 ５番堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 それでは、通告に従いまして２件、４要旨につきまして質問をいたしま

す。 
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 まず、１件目の耕作放棄地の活用策についてを質問いたします。 

 農地は、食料を供給するための生産要素であるとともに、農業者にとっ

て大変重要な経営基盤であります。しかし、近年は農業者の減少や高齢化

が進み、全国的に耕作放棄地が増加し、景観を損なうだけでなく、病害虫

の温床になったり有害鳥獣の隠れ場所となり、農作物に被害を及ぼし、地

域に悪影響を与えております。耕作放棄地の増加を放置しておくことは、

農業生産の減少による食料自給率の低下や農地の多面的機能の維持増進が

困難になるなど、多くの問題発生につながっております。 

 昨年度の調査では、全国に耕作放棄地が28万 4,000ヘクタールになって

おり、本町にも約50ヘクタールぐらいあると聞いておるところでございま

す。農水省では、2011年をめどに、農用地区域を中心に10万ヘクタールの

再整備を目指しておるところであります。 

  私は２年前、平成19年の９月の定例会において耕作放棄地の解消につい

て一般質問をした経緯がありますが、当時は、全国で05年に38万 6,000ヘ

クタールあり、国では環境、林業的活用、放牧利用、集落営農、担い手へ

の利用集積、市民農園、特定法人への貸し付けなどを行い、５年をかけて

耕作放棄地をゼロにする施策を打ち出しております。その後、10万ヘクタ

ールが減少をしましたが、10万ヘクタールすべてが解消したのではなく

て、手のつけられない農地は原野への地目変更、また、農地以外の用途変

更をするなど、減少した面積も大分あると思われます。 

 そこで、次の２要旨につきまして質問をいたします。 

 まず、１要旨目でございます。平成15年４月の農業生産法人以外の法人

に対する農地の貸し付けを可能とする農地法の特例措置、いわゆるリース

特区が講じられ、さらには平成17年９月に地域の判断で一般の株式会社な

どの農業参入が可能になったので、企業に農業経営の営農計画を出しても

らい、事前チェックで可となれば、農地リース方式で参入させてはどうか

ということであります。 

 企業の参入は、企業誘致と同じで、担い手不足の解消、農業の活性化と

ともに、地元雇用の創出にもつながるものではないかと思います。現在、

山間地では、耕作放棄地になっている農地は、農機具では水田への復元は

大変困難であります。建設会社などにリース方式で参入してもらい、建設

機械などによる整地は容易にできると思われます。中には、耕作放棄地の
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農地を借り受けた建設会社が、重機を使って整地し、自然薯、サツマイ

モ、ジャガイモ等を栽培し、成果を上げている例もあります。当初は農業

委員会等でも、採算が合わず途中でやめるであろうと多分の委員は思って

いたそうですが、実際、現地施設に行ってみると、自社の機械を有効に利

用しております。自然薯栽培、収穫方法等には従来の経営にない独創性が

あると評価をしておりました。 

 また、大手スーパーイオンでも野菜生産に乗り出し、独自ブランドで販

売するとのことであります。次から次へとスーパーなどが参入してくると

思われます。特に、今は消費者の食の安全・安心意欲が高まるに加え、節

約指向を強める消費者のニーズにこたえるねらいもあるようであります。 

 ますます荒廃し、手がつけられなくなる前に、認定農業者、集落営農組

織で引き受けがなければ、農家にとっては、大変残念ではありますが、農

地を荒らさないで守っていくためには企業の参入も必要なことであると考

えられます。抵抗感はありますが、農地を守ってもらえる意味において

は、企業に貸すことも決して悪い判断ではないと思います。 

 また、農業委員会が関与するものであり、おかしい企業は参入できない

と思うし、偽りの農業経営化は農業委員が常に目を光らせておけばよいと

思います。 

 次に、２要旨目でございます。耕作放棄地対策協議会の設置についてでござ

います。 

 本年４月24日の全国農業新聞の掲載によると、山形県の天童市では耕作

放棄地が１％未満という自治体もございます。今回、第１回耕作放棄地発

生防止解消活動で農林水産大臣賞を受賞をしております。それによると、

これまで二、三十年近く毎年継続して耕作放棄地の実態の調査に取り組ん

できて、行政区域で何人かで農地パトロールを実施し、遊休農地の発生原

因や解消方法を活用検討会で協議しているとのことであります。 

 できるだけ耕作放棄地を出さないためには、本町でも現在の農業委員だ

けでは目が行き届かないので、各行政区ごとに農地をパトロールする調査

員を置き、もっともっと強力に対処すべきと思います。そして、調査員や

関係者で構成する耕作放棄地対策協議会を立ち上げてはどうか、町長の考

えを伺うものであります。以上でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、農地リース方式による企業参入についてお答えをします。 

 従来、企業等が農地の権利を取得しまして農業を始めるためには、農業

を主とするなど農業生産法人の要件を満たさないと認められませんでし

た。しかしながら、平成15年４月、議員お話のとおり、４月から実施され

ている構造改革特別区制度におきまして、農業生産法人以外の法人に対す

る農地の貸付制度を可能にする農地法の特例措置、リース特区が講じられ

ました。さらに、この特区制度につきましては、これもお話ありましたけ

れども、平成17年９月の農業経営基盤強化促進法改正によりまして、全国

展開の措置が講じられ、市町村の定めた区域において企業等の農業参入、

特殊法人貸付事業が可能となりました。また、平成21年６月の農地法の改

正により、年内中に特定法人貸付事業が廃止となり、さらに規制緩和がさ

れての農地の貸借ができる見込みとなっておるところでございます。 

 現在、本町では、当事業に関しまして、大和町農業経営基盤の強化の促

進に関する基本的な構想、第６の特定法人貸付事業に関する事項におきま

して、本町における農業の担い手の育成状況、農地の利用状況等を総合的

に勘案し、実施しないものとするというふうな位置づけをしておるところ

でございます。今後、このように、農地法改正による基本的構想の見直し

とあわせ、法人が参入した場合、認定農業者や集落営農を実施している地

区などにどのような影響を及ぼすかなどを農業関係団体等と検討して、具

体的な事例が出てきた段階で対応してまいりたいと、このように考えてお

ります。 

 次に、耕作放棄地対策協議会の設置についてでございますが、国の補正

予算におけます農振農用地内の耕作放棄地を再生利用する事業メニューが

ございますが、その補助を受ける前提といたしまして、耕作放棄地対策協

議会の設置が義務づけられておるところでございます。この協議会につき

ましては、平成21年８月末で県内で36市町村中16市町村の設置となってお

ります。 

 国の補助メニューの対象となる耕作放棄地につきましては、前にも述べ
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ましたとおり、農振農用地に存在するものに限られておりまして、現在、

詳細を調査中でございますが、当町の耕作放棄地50ヘクタールのうち、農

振農用地内にかわるものは約５ヘクタールでございまして、農地面積全体 

2,342ヘクタールございますが、全体の 0.2％と予想されております。この

ように、現実としましては農振農用地以外の農地にかかわる耕作放棄地が

多いのが現状でございます。 

  また、耕作放棄地につきましては、必ずしも町内の方ばかりではなく、

所有者が他町村に居住するいわゆる不在地主の方の所有も多いようであり

まして、ほかにも所有者が高齢であったり、地形などの条件のよくない農

地に多く見られているようでございます。 

  さらに、この制度を利用して、耕作放棄地の再生によりまして、稲作づ

くり、米づくりができるということであればメリットも考えられるのでご

ざいますが、転作などで利用するとした場合には集落営農や集団転作組織

での対応をしないとメリットがないと想定いたしますことから、一たん復

元しても以前と同様の状態に戻る可能性もございます。このことから、今

後、この協議会設置につきましては、農業関係団体等と検討してまいりた

いと、このように考えておるところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 昨年ですよね、農業委員、区長さんも入って、転作確認をしながら耕作

放棄地を調査も一緒に行ったわけでございますが、そして、そこでランク

づけをしたようでございますが、ただ、面積を確認し、その後の取り組み

はされたのか、その辺はどうなっているか、まずもってお伺いをしたいと

思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 昨年、今年も調査確認を、減反の調査と一緒に確認をしておりまして、

今その数字的な取りまとめをやっているところでございます。そのことに

ついて、耕作放棄地といいますか、そういったものについては何か対策を

打ったかということでございましょうか。それについては、具体的に町と

してこうしましょうという方向でやっているところは、現在のところはご

ざいません。昨年の段階で。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 確かに今、米を初め農産物の価格低迷で大変農家は厳しいわけです。耕

作放棄地、一部解消しても、また次から次へと新たな耕作放棄地が出てく

るのが現状であろうかと思うわけでございます。やはり、これは農業委員

にとにかく働いてもらって、調査したものを部落に、行政区に入ったりし

て、皆さんといろいろ懇談の場を持つなんていう考えはないんでしょう

か。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 耕作放棄地の利活用という意味だというふうに思いますけれども、ご質

問の耕作放棄地対策協議会等につきましては、今国の補正予算のメニュー

にのっておりますが、この対象地区につきましては農振農用地ということ

で対象になっております。それにつきまして、 200万まで50％ですか、補

助がつくという形でできるんですけれども、それが農振農用地であるとい

うことでございますので、先ほども申しましたが、大和町の場合は50ヘク

タールのうち５ヘクタールぐらいが農振農用地でございまして、残りは農

振農用地以外でございますので、この対象からはちょっと、今回の補助メ

ニューからは外れる。ほとんどの部分、45ヘクタールぐらいは、という状
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況にございます。 

また、そのほかにも、農振農用地内につきましても、そのとおり飛び地で

あったり先ほど言った状況がございます。そういったことでございますの

で、これをまた復活して米をつくれるのかどうかという問題もございま

す。基本的には、米作ではなくて他のものをつくるという制度になってお

りますので。そうした場合に、転作関係の集団転作なりそういった部分に

うまくマッチするのか、そういった地理的条件なりそういったものもある

というふうに思っております。ですから、そういった形で復活できるとか

そういうことであれば、それは対応ということも当然考えていかなければ

いけないというふうに思っております。 

 ですから、今年度分につきまして、今まとめ、数値の集計といいます

か、まとめに入っているところでございますので、そういった、去年とど

ういった変わり方をしているか、そういった現状を見た中で、今後その部

分についてどういった対応をしていけばいいのか、そういったものについ

て農業委員会を中心としながら検討をしていかなければいけないというふ

うに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 08年度の補正の中で、再生利用すると水田10アール当たり３万から５万

の交付金が出るということで、さらには重機なんかを入れた場合はさらに

それに上積みがあるということがあるんですが、こういったものは本当に

その転作にかかわる人、そういった農業委員なんかしかわからないような

気がするんですけれども、その辺はもっと周知すべきではないかと思うん

ですが、その辺どう思いますか。考え方をお聞かせください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 わからないということは、制度的に農業委員の方が理解していないとい

うことでしょうか。多分そういうことはなく、わかっておられると思いま

す。確認したわけではないですが、制度的なことは、農業委員会の方でも

毎月定例会もありますし、その中でお話し合いというか、制度の内容につ

いては、承知していると思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 ですから、こういったものはやっぱり、転作にかかわる組合長ばかりで

はなく、ＪＡなんかも含めてやっぱり行政区に入って、耕作放棄地の多い

ところにはやっぱりそういったこともあるんですよといった、そういった

説明に入ってもいいような気がするんだけれどもね。新聞に載ったからわ

かっているんではないかと、そんな感じでなく。その辺、もう一度お願い

します。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それは、地域の方がわかっていないということでしょうか。地域の方に

ついて指導するといいますか、こういう制度がありますということについ

ては、農業団体なりそういったところからも説明はされているというふう

に思っております。 

 こういう制度に取り組む場合には、例えばこの場所だったらこういう対

象になりますとか、そういったものもあって説明をした方がいいのかなと

いうふうに思いますけれども、今、今年度分につきましては集計中でござ

いますので、放棄地、対象となる部分ですね。そういったところで、その

対象、例えばそういった補助の対象になる部分とかそういったところがあ

れば、そういったことはその関係者にご説明を申し上げて、例えばこうい
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う方法があるけれどもどうですかというような問いかけとか、そういった

ことも必要だというふうには思いますけれども。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 今、耕作放棄地もふえて、吉田の方で今、イノシシなんかが出て田んぼ

の中を大分荒らしているような状況なんです。沢渡だの吉田の金取の方も

大分入って、大分田んぼを掘ったり稲を抜いたりいろんなことをしており

ますので、やっぱりできるだけこういった耕作放棄地が減少するように、

そういう対策を講じてほしいと思います。 

 それから、耕作放棄地の確認ですね。やっぱり農業委員だけでは行き届

かない面もあるので、そこにサブ的に各行政区に１人ぐらいずつ補助員と

いいますか、調査員を置いてはどうかということ、さっき答えがなかった

んですが、その辺の考えをお聞かせ願いたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 先ほども申し上げましたが、今年度も調査をしているところでございま

すけれども、これにつきましては減反の確認の際に、農業委員の方はもち

ろんでございますけれども、地区の区長さんなりまた役場の職員なりも一

緒に行って確認をしております。それで、減反の確認と同時に耕作放棄地

といいますか、そういったものについてもチェックといいますか、やっ

て、そして今、集計になっているところでございまして、農業委員さんだ

けにお任せしてやっている状況では今もないものですから、それでも足り

ないならばまた考える必要があると思うんですけれども、今現在はそうい

った中で、区長さんとか役場の職員も入った中で、年に一遍でございます

けれども、調査をしているという状況にあります。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 年に１回だけの調査ではなく、やっぱり定期的にパトロールしてもらえ

るように、ぜひ、考えはないか、それを聞いて終わりたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 年に一遍ではなくというお話でございますが、大和町 2,342ヘクタール

あるところでございますので、しょっちゅうチェックできればよろしいん

でしょうけれども、定期的に、作付というのは大体田植え時期に田植えを

し、減反の確認をするわけですけれども、そのときに植えていなければ作

付している、作付していないというチェックになるというふうに思ってお

ります。違法にといいますか、作付をするとか、そういった部分のチェッ

クということとはまた違って、この放棄地といいますか、そういった部分

についてはしょっちゅうしょっちゅう変わるものでもないのではないかと

いうふうな気がするんですけれども。だから、今は年に一遍ということで

ございますけれども、年一遍でも私は十分ではないかなというふうに思っ

ているところですけれども。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 十分ですね、目を配ってほしいと思います。 

 それでは、次に２件目に入りたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 途中ですが、済みません、お諮りします。 

 本日の会議時間は、議事の都合により、午後５時を過ぎても時間を延長

して会議を継続したいと思います。これにご異議ありませんか。 

    「異議なし」と呼ぶ者あり 
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 異議なしと認めます。よって、時間を延長することに決定しました。 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 それでは、２件目を質問いたします。町の現有資産で財源確保しては、

を質問いたします。 

 リーマンショック後の日本経済は、企業の倒産や派遣労働者の解雇など

で大変厳しい状況にあり、本町における税収も大きな影響を受け、財源確

保が極めて厳しい状況にあります。平成21年度の町税収入は、前年度と比

較して約２億 3,500万の減で、今年度はこれらを補うため町債等で歳入予

算が編成されました。減収したからといって行政サービスを低下させるこ

とはできないと思います。そこで、現有資産を有効活用して幾らかでもこ

のような収入を図れないかということであり、次の２要旨について質問を

いたします。 

 まず、１要旨目であります。全公用車を広告媒体として使用し、公用車

を走る・動く広告塔にしてはどうかという質問であります。 

 その広告費用でこれまで一般会計予算で賄ってきた車の燃料代や車検・

整備費用等に充ててはどうかということであります。このように不景気

で、各企業や商店等も広告費に回す余裕がないとは考えられますが、逆に

この機会をとらえ、企業の中には大いにそういう広告媒体を必要とすると

ころもあるはずではないでしょうか。やってみる価値はあると思いますの

で、税収減を考えれば実行に移すべきと思いますが、それほど経費はかけ

なくてできるはずでございます。企業も費用対効果の問題もあり、今は経

費節減の中、浸透は大変だと思いますが、重要であり、積極的に取り組ん

ではどうか、が１要旨目の質問であります。 

 ２要旨目の施設の命名権、ネーミングライツの販売についてを質問いた

します。 

 このことについては、既に宮城県では宮城球場や県民会館、利府町にあ

る総合運動場で行っており、命名権の売買についてはそれほど奇抜と受け

取られない方法になってきております。このような経済状況下にあって

も、徐々に都市部から地方へ広がってきていると思われます。施設には多

大な経費がかかり、大きな負担になっております。 
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 本町では、該当すると思われる施設は、まほろばホール、総合体育館、

ダイナヒルズ公園や各地区のコミュニティセンター、町有林や財産区有林

などがあると思います。これも相手がいなければ成り立たないことであり

ますが、本町もこれまで農工並進のまちづくりを進めてきて、それで企業

も多く立地しました。しかし、これで満足したものではないと思います。

これからも工業の振興については、企業誘致のＰＲをもっともっと図って

いくべきと思います。庁舎内に出入りする企業の方にもＰＲを進め、受け

入れの下地をつくることを考えてはどうか、町長の所見を伺うものであり

ます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、町有資産での財源確保に関するご質問にお答えをいたしま

す。 

 ご質問の趣旨は、企業の広告宣伝事業と町の財源、特に施設等の維持管

理費用の一部経費に充当するための方策としての提言かというふうに思い

ます。 

 １点目は、公用車を広告媒体として使用することのご提案でございま

す。 

 公用車は、主に職員が職務遂行に利用するもので、町内はもちろんのこ

と、町外へも運行しておりまして、対外的に目につきやすいものであると

思います。代表的な例としましては、仙台市営バスの全面広告があります

が、これはラッピングバスとしておおむね１年間の広告掲載で、ラッピン

グ費用と広告費用負担があるというふうに聞いております。ラッピング以

外の方法としましては、一部への文字記載やシール張りつけ等が考えられ

ますが、走行する車両への記載であることから、文字の大きさや記載の方

法として塗装形態なのかシール形態なのかの検討が必要で、その方法によ

る掲載希望者ニーズ、効果と費用負担のバランスが重要な要素であるとい

うふうに思います。 

 大和町では現在、広報たいわへの広告記載制度を持っておりまして、募
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集を行っておりますが、平成20年度の実績としましては４団体から11回の

掲載で17万円の収入となっております。広報紙は町内全戸への配布で、し

かも手にとって見れる利点がございます。実施に当たりましては、これか

ら先行する事例や広告依頼者の視点に立った検討を加えることが必要と思

っております。 

 次に、まほろばホール、総合体育館などのネーミングライツに関するご

質問でありますが、ネーミングライツは、施設の持ち主は命名権利を与え

るかわりに料金を受け取ることで、管理費の負担を小さくする効果があ

り、企業は宣伝効果などをねらって命名権を獲得するものでございまし

て、販売料金と広告、企業広告宣伝メリットに相応のバランスが必要なも

のというふうに思っております。 

 ご意見のありましたまほろばホールにつきましては、オープンに当たり

まして町民皆様に親しみを持って利用していただくことを目的に愛称公募

を行い、多くの応募の中からまほろばホールと決定をし、表彰し、条例に

記載するとともに、案内看板等はまほろばホールと統一してあります。こ

のことから、まほろばホールについては、これらを含めた検討が必要であ

ると考えております。 

 総合体育館につきましては、愛称募集等の経緯はございませんのでこの

点に関しては該当してはおりません。しかし、ネーミングライツにつきま

しては、多くの団体で実施され、決定も見ているところでございますが、

その多くは入場利用者数が多い、また、ネームバリューがあり、命名権獲

得報道での効果が大である等によるものと推測しているところでございま

す。したがいまして、ご提案の施設ネーミングライツや公用車の広告記載

につきましては、双方のメリットの合致点が見出せるかも含めて検討する

必要があるものと、このように思っておるところでございます。以上で

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 町には、公用車57台ですか、あるわけでございますが、７月分の燃料代
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を見ますと約 300万ちょっとかかっているそうです。大体１年間で大体概

算しますと 3,000万はかかるのではないかなと思うわけでございます。公

用車にもいろいろあるんですが、町民バス、ございますよね。町民バスに

どうでしょうか、こういった磁気式の、マグネット式の広告とか、大和町

には多くの企業が立地しておりますので、募集をしたりＰＲをしたりして

バスに張りつける。全面広告でなくてもいいですから、そういった考えは

お持ちでないでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 広告の方法として、全面のラッピング、または張りつけてやる、そうい

ったものがあるんだというふうに思います。町民バスということでござい

ますけれども、全面ということはちょっと難しいかと思います。また、交

通安全とかそういったものですとマグネットということがあるんでしょう

けれども、広告としてマグネットというものがどれだけ需要というんです

か、あるのかなという懸念はあります。そういった張るということであれ

ば、ということでございますけれども、これは今度ははがれては絶対だめ

なものですから、広告というものはですね。やったらその期間中は間違い

なくやっておくという責務というのもありますので、そういった広告の方

法があるのかどうか、その辺から考えなければいけないのかなというふう

に思います。「交通安全」とか「見回りをしています」とか、ああいうの

であれば皆さんにわかってもらうということでいいんでしょうけれども、

お金をいただきながら広告をするということはやっぱりそれだけの責任も

ありますので、そういったことが可能なのか、その辺も勉強しないと、ち

ょっと勉強していませんので、そういったこともあるのかなと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

 



120 

５  番 （堀籠英雄君） 

 ぜひそういった企業を募集なりＰＲをしてもらって、できるだけそうい

うことができますようにひとつ頑張ってほしいと思います。 

 それから、ネーミングライツでございますが、宮城県では宮城球場、ク

リネックスタジアムですか、今。県民会館は今、東京エレクトロンホール

と言っておりますが、本町のまほろばホールは公募で決定したので検討が

必要ということでございますので、総合体育館など、行ってみますとかな

り本当に、宮城県でも数えるくらいのすばらしいものではないかと思って

おります。ただ、使用料を見ますと平成20年で 648万となっており、経費

は物すごくかかっておるので、そういったものを、どうでしょうか、ネー

ミングライツをやってはいかがなものでしょうか。町長の考えを伺いま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 ネーミングライツ、これにつきましては、先ほどもお話ししましたけれ

ども、広告を出す側の方と場所を提供する側の双方のメリット、そういっ

たものが相まって初めて成り立つものだというふうに思います。 

 総合運動公園について多くの方に来ていただいているわけでございます

が、費用対効果を見たとき、町としてはよくても企業さんの考え方という

こともあるのではないかと思います。募集するについても、これだけの人

が来ますから、こういった方がおりますからどうですかという提案をしな

ければいけないと思いますので、その辺の基準といいますか、宮城球場と

はまたちょっと、来る人の人数的なものもかなり違うのではないかという

ふうに思いますので、その辺、基本的にどういったところでどういった人

数が来たときに企業さんが最低限やるのか、そういったこともあるんだろ

うなというふうに思います。そういったことについてもまだ勉強しており

ませんけれども、そういったことからまず始めないと、募集だけして相手

さんから見向きもされないという形でもみっともない話になりますので、

そういったところの研究も必要だなというふうに思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠英雄君。 

 

５  番 （堀籠英雄君） 

 塩竈市の体育館ですね、昨年 500万で募集をかけたそうですが、何か４

社ほど話があったそうですが、ちょっと折り合いがつかずだめになってし

まったそうです。そしてことし、 300万に下げて今頑張っているそうで

す。ぜひ大和町で、何か一つでもいいですから頑張ってやってほしいと思

います。以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で堀籠英雄君の一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。休憩時間は10分間とします。 

 

     午後５時０１分  休 憩 

     午後５時０９分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ９番馬場久雄君。 

 

９  番 （馬場久雄君） 

 きょうは私で最後になります。５時を回りましたけれども、いましばら

くの間、ご辛抱いただきたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして、私の方から２件質問をさせていただきま

す。 

 まず１件目でありますが、郵便等による不在者投票についてということ

でご質問させていただきます。 

 恥ずかしい話なんですが、この間、８月13日の読売新聞でありました。

私も、こういった制度があったのかということでちょっと興味を持ちまし

たので、一般質問の案件にさせていただきます。 
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 先日、８月13日読売新聞、読んでおりましたら、身体の障害をお持ちの

方、また、高齢のために投票所まで自力で行くことが難しい方が結構いら

っしゃるようだというふうな記事でありました。そういった場合、自宅に

いながら投票ができる郵便投票という制度がありますよということです。

郵便投票の場合は、体の障害で投票所に行けない人が自宅で投票用紙に記

入をして郵送で投票するという制度であります。この制度、今まではこの

対象となる方は身体障害者の手帳か戦傷病者の手帳を持つ重度の障害者に

限られていたんですが、2004年、平成16年３月１日に見直しされまして、

要するに間口を広げたといいますか、介護保険で要介護５と認定された高

齢者の方もこの郵便投票の制度が適用になりますよということになりまし

た。また、家族などによる代理記載という制度もありますということで、

こういった障害をお持ちの方、また介護度５の方でもうちにいながらにし

てそういった１票を投じることができるという制度なものですから、我が

町で、大和町でこういった制度をご利用されている方はどの程度いるのか

なということで、要旨に書いてあることで質問をさせていただきます。 

  非常に手続が煩雑であるようなんですが、こういった形で選挙管理委員

会の方は選挙権行使の機会を町民に啓発するという役目を負っているわけ

なんです。こういった形も入れまして１票の重さというものもありますの

で、投票率のアップも図れるのではないかなと思います。我が大和町で

は、これらに該当する事例がどのぐらいあるのか、また、実際にあるとす

れば、若干少ないんだということであれば今後、こういった制度の周知が

必要なんじゃないかなというふうに思います。この周知、またＰＲをどの

ように図っていくのかをお伺いするものでございます。以上、１件目でご

ざいます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、馬場議員のご質問にお答えをします。 

 郵便等によります不在者投票につきましては、先ほど議員からもお話し

あったところでございますけれども、身体障害者手帳か戦傷病者手帳をお
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持ちの選挙人でございまして、両下肢、体幹、移動機能障害で障害の程度

が１級か２級の方、心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸の障害にあっ

ては１級と３級の方、免疫の障害にあっては１級から３級の障害の程度の

方や、介護保険の被保険者証の要介護状態区分が要介護５の方に認められ

ている制度でございまして、投票に先立って、郵便等による不在者投票を

することができる選挙人であることを証明する郵便等投票証明書の交付を

町の選挙管理委員会から受けている選挙人が利用することのできる投票制

度でございます。さらに、障害の程度が上肢または視覚障害で１級の方

は、あらかじめ届け出た方による投票用紙への代理記載も認められておる

ところでございます。 

 大和町におきまして、５名の選挙人にこの郵便等投票証明書を交付して

おりまして、そのうち１名の方が代理記載の届け出をされております。町

内で身体障害者手帳等の交付を受けている方で下肢、体幹、移動機能に１

級と２級の障害をお持ちの方は48名、心臓、腎臓、呼吸機能、膀胱、直腸

機能、小腸機能、免疫機能に１級と３級の障害をお持ちの方は 190名おら

れます。この方々につきましては、個々の身体障害者手帳の記載内容によ

りまして、この制度に該当となる方々とそうでない方々がおられます。要

介護５に認定されている方は78人おられるところです。 

 現在の制度の周知方法でございますけれども、保健福祉課におきまして

身体障害者手帳の申請がなされたり、要介護状態区分５の認定がなされた

場合に、郵便等による不在者投票制度に関するパンフレットの配布をして

いるところでございますが、実際の申請までには至っていない状況にござ

います。 

 今後につきましては、広報等の活用はもちろんでありますが、保健福祉

課と連絡協調をさらに密にしまして、各種の訪問指導等の機会にパンフレ

ット等の配布を行いますとともに、介護サービスを行っている事業所にも

協力を依頼して選挙権を行使いただくよう努力してまいりたいと、このよ

うに考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 馬場久雄君。 
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９  番 （馬場久雄君） 

 今、答弁いただきました。この制度を利用するには、今、町長の答弁に

ありましたように事前の手続が必要なようです。まず、自分が郵便投票の

対象であるということを証明する郵便等投票証明書をあらかじめ交付して

もらうという必要があります。この手続はいつでも可能なようでして、し

かも投票証明書の有効期間、これも７年間あるというふうに、新聞記事の

情報なんですが、あるようです。介護保険の被保険者証で申請した場合

は、その保険の有効期限までというふうなことであります。まず、その証

明書をもらって、単なる私がこういった証明といいますか、権利がありま

すよということですので、それを送ってもらって、今度、投票用紙をもら

わなきゃならないわけです。  

 ２番目の手続としては、投票用紙を請求できるのは投票日の４日前まで

というふうになっています。投票用紙が送られてきて、到着するのは、郵

送した投票用紙は、投票所の閉まる時刻までに届けばいいというふうなこ

とです。ですから、もらいに行くというのではなくて、そういった最初の

手続もその後の投票用紙をもらう手続も郵送で可能だというふうに、これ

を読んだ限りはできています。 

 ですから、さっき言いましたように、本当にそういった判断できる方

で、ただ身体がちょっと不具合だという方は、うちにいて、郵送してでき

るということですから、知らない方が多いんじゃないかというふうに私自

身ちょっと考えるんですね。ですから、今、お話ありましたように、福祉

課の方でそういう手帳の申請に来た方、または要介護状態になったという

方にパンフレットを渡しているよといっても、やはりどの程度、こういう

状況になられた方はこういう選挙のことも、こういったものがありますよ

という意識を持たないと、福祉課の方はやっているとは思うんですが、そ

ういったことも手軽にできるんですよという、やはりＰＲが必要なんじゃ

ないかなというふうに思ったところです。 

 代理記載の場合は、介護保険の方は適用にならないようなんですが、障

害者の方の該当のようですけれども、今言った48名、 190名全員が適用に

なるかというとそうでもないようですけれども、一人でも多くの方がそう

いった機会を利用して１票を投じるというのは、一つの喜びにもなるんだ

ろうというふうに思いますので、そういうＰＲの仕方がちょっと、渡して
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おるとは言うものの、もうちょっと力を入れて町民の方にアピールをする

必要があるのではないかというふうに思っています。 

 今、ご答弁いただいたように、訪問指導の機会とか、あと介護サービス

を行っている事業所にも協力を依頼しているという町長の答弁であります

が、あとは、例えば社会福祉協議会なんかもそういった形で携わります

し、むしろ都度都度、家庭に行かれる方の口を通してＰＲをすればもっと

もっと効果が上がるんじゃないかというふうに思っています。 

 以上、そういったことで、ＰＲ不足じゃないかというようなことで再

度、ご答弁をお願いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 確かにこの制度についてＰＲ不足といいますか、周知が今まで足りなか

ったように思います。私自身も余り具体的にこの制度について理解してい

なかったといいますか、部分がございました。先ほども申し上げました、

重複になりますし、馬場議員のお話しされたとおりでございます。ＰＲ不

足、申請時にそういったことについてパンフレットは差し上げているもの

の、そういった制度がある、もう少し具体的にといいますか、丁寧にとい

いますか、ご説明もして、理解をいただくということが必要だったという

ふうに思っております。 

 障害者手帳とかを渡す機会、そういった機会のほかに、これも先ほどの

繰り返しになりますけれども、訪問した場合とか、そういったときにこう

いった制度のあることをきちっと説明をして申請に結びつけられればとい

うふうに思っているところでありまして、これからその部分につきまし

て、お話のとおり、ＰＲ活動に力を入れてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 馬場久雄君。 
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９  番 （馬場久雄君） 

 さっき言いましたように、私も勉強不足でわからなかったんですが、こ

ういったこの間の衆議院のあれを見て、裏にはやっぱりいろいろな方法が

ありますよということが書いてあるんですね。ここにも期日前の投票制

度、不在者投票制度、それと郵便等投票制度、何気なく私どもは一般投票

というか、普通のあれで行きますから見逃してしまうんですけれども、こ

れを機会に勉強させてもらったと思っています。 

 この間の衆議院の選挙、あったんですが、河北新報なんかの数字を見ま

すと、４区なんですが大和町、４区合計で投票率が69.4％、いろんな市町

村を入れて大和町が一番投票率が悪い。 66.38％なんですね。４区の中で

は最低なんです。ですから、そういった形で、間もなくいろんな、すぐに

選挙がまた続々と始まります。やはり１票でも多く、選挙管理委員会では

いろんな、一人でも多くの方に投票に来てもらうために選挙にはいろんな

投票方法がありますよと。それから、暮らしをよりよくするために大切な

１票なので、投票方法をよく理解して積極的に参加してくださいという訴

えは、どこの選挙管理委員会もしているんですけれども。特に我が町なん

かは投票率もこういった形で結果が最低だということもありますから、あ

らゆる可能性を秘めているわけですから、一人でも多くこういったものに

力を入れていただければというふうに思います。 

 では、この件に関しましては、今町長がＰＲ不足でもあったので力を入

れるというふうな答弁がありましたので、１件目は終わりたいと思いま

す。 

 ２件目に移らせていただきます。２件目なんですが、防犯への意識向上

を図れというふうなことでご質問させていただきます。 

 大和町の安全安心まちづくり条例が施行されて、平成20年１月１日施行

です、１年８カ月を経過をしております。基本計画、また活動推進体制、

これを決めなきゃならないというふうにはうたってあるんですが、実効性

のある計画をするために、まだこういった基本計画なんかは整っていない

んじゃないかというふうに感じるわけです。さらに、仮称でありますが、

大和町の防犯団体連絡協議会というものが仮称でありますが、この団体は

あらゆる組織でつくられておりまして、非常に大切な情報交換の場となる

んじゃないかと思います。単独では消防団であったり防犯パト隊であった
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り区長会であったりいろいろありますけれども、やはり横の連絡を密にす

るということからすれば、これは急いでつくる必要があるんじゃないかな

というふうに思っております。まだちょっとそれが機能していないんじゃ

ないかと思いますので、どういった構想でおられるかをお尋ねします。 

 また、この間の７月15日に実施されました「まほろばの里２万 5,000人

の安全日」というタイトルで運動したわけなんですが、これは２万 5,000

人という、全町民というふうなタイトルでうたった割には、何か浸透性に

欠けたんじゃないかというふうに感じるんですが、そういったことも含め

まして、多分、毎年この安全日というものを決めてやっていくんだろうと

思うんですが、そういった反省を踏まえて町長のお考えをお尋ねいたしま

す。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 それでは、防犯対策への意識向上についてでございますけれども、地域

の防犯対策は、大和町防犯協会を中心にいたしまして、各地区の防犯協会

や各行政区、学校ＰＴＡ、婦人防火クラブ等関係団体から成ります地区防

犯パトロール隊が、通学の見守り活動や防犯パトロール、防犯意識の向上

に実践され、ご指導いただいておりますことに心から感謝を申し上げると

ころでございます。 

 安心安全まちづくり推進の基本計画につきましては、町民みずからの意

識向上と町、町民、事業者の連携・協働による事業推進のための基本方

向、施策事項等を定める必要がございます。現在、策定につきましては、

防犯のほか交通安全等の町民の身近な安全安心体制を含めた計画づくりを

大和警察署の指導を得ている状況にございまして、防犯関係者、団体並び

に町内事業者と協議をして、計画策定に向けた準備を進めてまいりたいと

考えております。 

 また（仮称）大和町防犯団体連絡協議会につきましては、まだ設立はし

ておりませんが、想定をしております各防犯団体等は、大和町防犯協会、

各地区防犯パトロール隊、すこやかな子供をはぐくむ大和町民会議、防犯
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関係機関・団体と防犯や青少年の健全育成をおのおの実施しておりますの

で、基本計画策定の際には、情報交換等を含めた新しい新組織を設立する

か、現組織の防犯協会の事業を拡大するか検討してまいりたいと思ってお

ります。 

 まほろばの里２万 5,000人の安全日は、大和警察署と共催で開催したも

のでございまして、大和町の刑法犯罪は、一昨年までは減少したものの、

平成20年度は前年度と比較して58件、21.4％の増の 329件となりまして、

凶悪事件や振り込め詐偽など犯罪が発生しておりまして、体感治安は改善

されておらず、依然として厳しい状況にあることから、全町民参加の安全

日を夏休み前の７月15日に緊急に計画・実施いたしたものでございます。 

 内容につきましては、防犯、交通安全、防火、事業所内での無事故等を

呼びかけ、各業務に携わる関係団体と区長、住民皆様、また宮城県警や町

内各企業の方々の協力を得て、朝の出動式並びに防犯講習会、宮城県警に

よります町内警らや交通指導を集中して実施したものでございます。 

 広報や全世帯に防犯チラシで啓発を行ったところで、朝の出動式には31

関係団体約 300名の参加をいただいております。このような活動を踏まえ

まして、安全安心まちづくりを計画的に推進するための基本計画の策定と

活動推進体制の整備を早急に図るとともに、住民の防犯意識向上において

警察の役割、町の役割、関係機関の役割を分担して各業務に当たり、犯罪

等を減少させて安心して暮らせる町を実現したいと、このように考えてお

るところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 馬場久雄君。 

 

９  番 （馬場久雄君） 

 今ご答弁いただきましたが、安全安心まちづくり条例、基本理念として

町民一人一人がみずからの安全はみずからが守る、地域の安全は地域が守

るという意識を持って取り組みましょうというふうなことをうたわれては

おるんですが、やはり実際のこういった計画が、推進をしていく上での基

本計画が１年かかってもまだでき上がっていないというのは、非常におく

れているんじゃないかなというふうに思っております。 
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 そういったさなかで、防犯に対する姿勢が疑われるといいますか。とい

うのは、７月８月で割と町内にも泥棒が結構入ったんですね。聞いている

かと思うんですが。商店の方に夜に入って、レジをあけて盗まれたり、ま

た、その後、ちょっと志田町でもあったんですが、その後、南の方のお店

とか二、三件出たりと、そういった形で、こういった時世を反映している

のかどうか、非常に物騒なあれになっていますし、いずれにしても防犯と

いいますと、今町長おっしゃるように、交通安全のことももちろんそうで

すし、全部ひっくるめてというふうな形になりますが、そういった横の連

絡をとるということが一番大事だと思いますので、条例をつくる段階でそ

ういった推進体制の案として一応私ども、見せていただきましたが、ぜひ

（仮称）大和町防犯団体連絡協議会、こういったものを早急につくって活

動を展開すべきだろうというふうに思います。 

 また、先日の「２万 5,000人の安全日」というふうなことであります

が、私もちょっとまほろばホールに行って参加をさせてもらいました。団

体の長、また、役員といいますか、そういった方々は伝わっておるようで

すけれども、タイトルを見ますと全町民というふうな、格好はいいんです

が、30分40分程度で終わったんですけれども、その日はたまたま15日だっ

たので、そういうことがなくてもＰＴＡの方はつじつじに立って旗を出し

て見守りはしているんです。だから、タイミング的にはよかったなと思い

ますけれども、こういうことがあったんだと言っても全然わからない。で

すから、チラシが、広報と一緒ですか、回覧かなんかで回りましたけれど

も、またやるというふうなことであれば、やはり町民に対する意識づけが

重要なんじゃないかなと思います。今回はちょっと時間がなかったという

ふうなこともあるんでしょうけれども、次回やるとすれば、もっともっ

と、１年近くあるわけですから、もっと功を奏するような、全町民挙げて

の、これが安全日だよというふうにつくってもらいたいと思うんですが。

以上のことについても、いま一度ご答弁をお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

 まず初めに、基本計画の策定について、確かにちょっとおくれておると

ころでございます。この条例、理念条例といいますか、そういった具体的

なものは示していないといいますか、こうありましょうというあれですけ

れども、具体的にその計画についてはそういった部分でできていないとい

うことで、ちょっとこれはおくれておりまして、至急、警察署とかともい

ろいろ協議があるわけでございますが、計画の方も、策定の方を進めてま

いりたいと思います。また、その中で連絡協議会の位置づけといいます

か、これ仮称で今、できておりますが、どういったところで、防犯協会が

中心になればいいのか、またはそういった新しい組織になったらいいの

か、仮称ではそういう考え方を持っておりますが、その辺につきましても

具体的にあらわしていかなければいけないというふうに思っているところ

でございまして、これはおくれていることは事実でございますので、進め

ていきたいと思います。 

 また、安全の日につきましては、お話のとおり、ちょっと日程的な、言

いわけになりますが、日程的なものでちょっと時間が少なかった。夏休み

前に子供たちがまだ通学している間にそういったものをやりましょうとい

う意識があったものですから、日程的にちょっときつめで入りました。そ

のために、皆さんに周知する時間といいますか、そういったものについて

なかなか徹底できなかったところがございまして、協会とかそういった

方々の、言ってみれば役員の方々とかそういった方々に中心になってもら

ったということがございました。あと、企業さんとかそういった、今回初

めてああいうふうに、企業さんとかの車とか、自衛隊の方々の車とか、ま

た企業さんのバスなりまたは配送車といいますか、そういったものも来て

もらったところもありまして、そういった新しい部分もあったものですか

ら、どちらかというとそちらの方にウエートが行ってしまった嫌いがござ

いました。 

 議員お話のとおり「２万 5,000人」という内容でございますので、そう

いったことを反省を踏まえて、次回、次回やるとまだ決定しているわけで

はございません。大和警察署とも打ち合わせをしながら、県警も絡んでく

るものですから、次回についてはまだ具体的になっておりません。もしか

したら地区、変わってやるとか、ヘリコプターが来たりするものですか
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ら、そういうことがあったりするものですから、そういったことについて

は今後、打ち合わせをしていかなければいけないと思いますが、お話のと

おり、せっかくやったものではございますけれども、周知する部分につい

て足りない部分があったというふうに反省をしております。もし次、ある

とすれば、そういったことについては十分に、そういったことのないよう

に、２万 5,000人、皆さんが同じ意識を持って参加できるような大会にし

てまいりたいと、このように考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 馬場久雄君。 

 

９  番 （馬場久雄君） 

 なるほど持ち回りかもしれないというふうなことですので、来年やる場

合には、ぜひ事前に町民みんなに周知できるようにお願いしたいと思いま

す。 

 それと、どうしても警察の方と一緒にやるとなると、例えばの話が、防

犯パトロール隊、今、全地区ありますけれども、うちの方は５地区で立ち

上がってやっているんですが、当初のやり方といいますか、小さい子供、

登校時・下校時、見守ろうということから、やはり今度、防犯というか、

泥棒が出たとか危険なことをやらされるので、その組織の中で迷ってしま

うところがあるんですね。もう皆一緒になっちゃいますから、警察の場合

は。防犯というと交通安全から、防犯というと、ほら泥棒だとか、ほら強

盗だとか、襲われたとか。だから、いろんなものまで皆、警察の方では要

求してくるので、その辺でちょっと、現場の組織としては、ん、そこまで

かというふうなこともあるので、やはりその辺は、今後のまちづくり条例

を基本に進もうというときには、いろんな条件を明確に出してやった方が

いいと思います。どうしても今までの経過からすると、警察の場合は欲張

りだなと思っています。人がいれば何でも使った方が得だというふうな、

そういう意識はないんでしょうけれども、そういう人力でどうしても当て

にされるということがありますから。やはりおのおの、各地区地区、また

その団体でできることを、やはり名目上、可能なことを要求していって、

町民みんなに参加してもらえるような条例を推進するような形になればい
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いなというふうに思います。 

 そういったことで、この２万 5,000人の安全日、私はよかったなと思い

ますけれども、そういうことで、せっかくですから大和町でこういう安全

日をつくりましょうとか、そういった形ででも出てもいいのかななんて思

っています。地区はいろいろとその年々でかわっても、何日かをこういっ

た形で決めたらいいんじゃないかなと思っていました。こういうあれで７

月15日となっているから、今後もこれでやるのかなとちょっと私も思った

ものですからしたんですけれども。そういった、せっかくのあれですか

ら、来年、どういった形でか、安全日というものを決めて、総力を挙げて

取り組みをしたらどうでしょうね。その件に関してはいかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 今回、この安全日、まほろばの里２万 5,000人のというのを大和町につ

けて、安全日、こういった大会は宮城県で初めてのケースだそうでござい

ます。警察署から聞きますと。今回は残念ながらといいますか、大和町、

犯罪につきまして、全体的に減っている中でこの地域がちょっとそういっ

た部分で伸びたということもありまして、特にまず大和町からスタートし

てはということで提案があって取り組んだところでございます。こういっ

たことに対する意識といいますか、そういったものを高める上で、こうい

った大会というのは効果があるものだというふうに思っております。 

 何もかにも一緒にということにはいかないのかもしれませんけれども、

例えば交通安全の出動式、今、年２回、大和町では、大和町ではというか

宮城県でもやっているわけでございます。そういった形で定着するといい

ますか、そういったことによって、地域全体の安全なりそういったものに

対する意識が醸成されるということも考えられますので、そういったこと

で、恒久化といいますか、定例化といいますか、やるのも一つの方法だと

いうふうに思っております。朝やればいいのか、通常のときにやればいい

のか、または交通安全大会等とセットでというか、そういうことももしか

して考えられるのかもしれませんけれども、一つの方法として、こういっ



133 

た効果は、今回はちょっと時間不足で説明不足のところがありましたけれ

ども、皆さんの忙しさの状況もありますのでその辺も考えなければいけま

せんけれども、一つの方法としてはいい方法だというふうには思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 馬場久雄君。 

 

９  番 （馬場久雄君） 

 防犯意識の高揚を期待して終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 以上で馬場久雄君の一般質問を終わります。 

 お諮りします。 

 本日はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

    「異議なし」と呼ぶ者あり 

 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決定しまし

た。 

 本日は、これで延会します。 

 再開は、あすの午前10時です。 

 ご苦労さまでした。 

 

     午後５時４６分  延 会 


